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はじめに 
 

「世代をつなぎ 未来へつなぐ 

安心して暮らせる福祉のまち」 

 

私たちの社会は、少子高齢化や家族形態の変化、就

労形態の多様化等の環境の変化に伴い、家庭環境や地

域コミュニティの希薄化が進行する等、常に変化して

おります。また、地域や家庭が抱える課題（困りごと）

も複雑化しており、従来の福祉制度の枠組みだけでは

十分に対応できない、いわゆる「制度の狭間の課題」

も顕在化しています。 

このような状況を踏まえ、本市では、地域福祉の推進に当たっての基本的な考え

方等を明らかにしていくものとして、令和８年度から令和 12 年度までの５年間を

計画期間とする富士宮市地域福祉推進計画を、富士宮市社会福祉協議会と一体とな

って策定いたしました。 

本計画では、「世代をつなぎ 未来へつなぐ 安心して暮らせる福祉のまち」を

基本理念とし、介護・障害・子育て・生活困窮といった分野を超えた包括的支援体

制を推進し、地域に暮らす誰もが生きがいと役割をもち、誰もが誰かの「支え手」

となる地域共生社会を実現することを目指しております。 

計画の推進につきましては、地域の方々や関係者の皆様と共に、より一層連携し

ながら地域福祉の推進に努めてまいりたいと考えておりますので、御理解と御協力

をお願い申し上げます。 

最後に、本計画の策定に当たり、御協力いただきました市民の皆様をはじめ、貴

重な御意見や御提言をいただきました地域福祉計画策定専門委員会等の委員の皆

様、また関係各位に対しまして心から感謝申し上げます。 

 

 令和８年３月 

 

 

富士宮市長     



 

 

 

はじめに 
 

富士宮市社会福祉協議会では、平成 20 年から地域

福祉活動計画を策定し、「人にやさしい福祉のまちづ

くり」を目指し、地域の皆様をはじめとして、関係機

関や団体の皆様と協働しながら地域福祉を推進して

まいりました。前回計画では、市内 14 か所の地区社

会福祉協議会で活動計画を策定し、地域の福祉的課題

に地域の皆様と共に取り組んでまいりました。 

昨今では、少子高齢化が社会に及ぼす影響が顕著に

なってきており、令和の米騒動に象徴される物価の高

騰による生活困窮世帯の拡大、ひきこもりやダブルケ

アなど、社会とつながりにくくなっている状況が、地縁血縁の希薄化とともに拡大

しております。 

このような社会情勢を背景に、本会では富士宮市の第５期地域福祉推進計画と連

動して、第５期地域福祉活動計画を策定いたしました。合わせて、各地区社会福祉

協議会でも活動計画を策定しております。ここでは、誰もが「受け手」であり「支

え手」である「地域共生社会」の実現を目指し、令和８年度から令和 12 年度まで

取り組んでいくことを計画しています。 

世代を超え未来へつながる、安心して暮らせる福祉のまちを目指し、地域の皆様

を始めとして関係機関・団体の皆様と主に地域福祉を推進してまいります。皆様の

御理解と御協力をお願い申し上げます。 

結びに、本計画の策定にあたり御協力いただきました策定委員会の皆様、アンケ

ートの御協力いただきました皆様、その他関係者の皆様に心から御礼申し上げます。 

 

 令和８年３月 

 

社会福祉法人富士宮市社会福祉協議会  会長  太田 精一 
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第１部 富士宮市地域福祉計画 
 

第１章    計画の概要 

 

 
 

１ 計画策定の趣旨 

少子高齢化や人口減少社会の進行、ライフスタイルの多様化や核家族化及び産業構造の変化

が進む中で、家庭内の扶養機能や地域での相互扶助の力が弱まり、高齢者福祉、障がい者福祉、

児童福祉といった、分野ごとの対応だけでは解決が難しい新たな課題が数多く生じています。

加えて、自然災害や感染症などによる脅威や不安も高まっています。コロナ禍により、経済的

な困窮や社会参加の機会の減少の問題も、より深刻なものとなりました。 

地域福祉の充実と推進が、これまで以上に重要性を増す中、8050問題やダブルケアなど多様

化する福祉の課題に対応するためにも、地域づくりの基盤を整え、人と地域が互いに理解し支

え合う関係を広げていくことが求められています。 

国においては、社会福祉法の改正によって、地域福祉の推進に関する「地域生活課題」が明

確に定義されました。これに伴い、市町村は地域住民や関係機関と協働し、包括的な支援体制

づくりに取り組んでいくこととなりました。こうした体制を実現するために、①相談支援（属

性を問わない相談支援、多機関協働による支援、アウトリーチ等を通じた継続的支援）、②参加

支援、③地域づくりに向けた支援を一体的に実施する「重層的支援体制整備事業」が創設され、

包括的な支援体制に努めているところです。 

このような背景を踏まえ、社会情勢や制度の変化に対応するため、本市で令和４年３月に策

定した「第４期富士宮市地域福祉計画・第４期富士宮市社会福祉協議会地域福祉活動計画」が

令和７年度に終了することから、新たに「第５期富士宮市地域福祉計画・第５期富士宮市社会

福祉協議会地域福祉活動計画」（以下「本計画」という）を策定します。 

 

 

 

２ 計画の期間 

本計画の期間は、令和８年度から令和12年度までの５年間とします。 

ただし、社会情勢の変化や計画の進捗状況などにより計画の見直しが必要な場合は、計画期

間中であっても改定や変更を行うものとします。 
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３ 計画の位置付け 

第５期富士宮市地域福祉計画は、社会福祉法第107条の規定に基づく「市町村地域福祉計画」

として、地域共生社会の実現のため、市の地域福祉施策の方向性を示す計画です。本計画は、

富士宮市総合計画の分野別計画に位置付けられるものであり、「富士宮市高齢者福祉計画・介護

保険事業計画」、「富士宮市障がい者計画」、「富士宮市こども計画」などの関連する個別計画と

整合するように策定します。なお、この計画は、成年後見制度利用促進法第14条第１項に基づ

く成年後見制度利用促進基本計画を兼ねるとともに、地域共生社会の実現のための社会福祉法

等の一部を改正する法律（令和２年法律第52号）による改正後の社会福祉法第106条の５に基づ

く重層的支援体制整備事業実施計画や再犯の防止等の推進に関する法律第８条に基づく再犯

防止推進計画を包含します。 

また、地域福祉活動の中心となる、富士宮市社会福祉協議会の富士宮市社会福祉協議会地域

福祉活動計画と一体的に策定し、相互連携を図ります。 
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４ 策定体制 

市民の代表からなる「地域福祉計画策定専門委員会」と社会福祉協議会関係者で構成された

「地域福祉活動計画策定・推進委員会」の合同会議による検討・協議を重ね、富士宮市保健・

医療・福祉計画策定推進委員会に諮り策定しました。 

計画の策定に当たり、市民アンケート及び市内の各相談支援機関へのヒアリング調査を実施

しました。また、計画に市民の意見を反映させるため、令和８年２月にパブリック・コメント

を実施しました。 

 

【地域福祉に関する市民アンケートの概要】 

地域：富士宮市全域 

対象者：市内の 18歳以上の方から 1,000人を無作為抽出 

期間：令和７年５月 28日から令和７年６月 20日まで 

方法：郵送による配布・回収及び WEB 調査 

回収結果：522人（回収率 52.2％） 

 

【相談支援機関へのヒアリングの概要】 

対象機関：地域包括支援センター 

基幹相談支援センター 

障がい者相談支援事業所 

生活困窮者自立相談支援事業所 

こども家庭センター 

青少年相談センター 

富士宮市立病院地域医療連携室 

期間：令和７年７月 29日から令和７年８月５日まで 
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第２章    富士宮市の状況 

 

 
 

１ 統計からみる富士宮市の現状 

①人口の推移と人口構成 

富士宮市の総人口は、緩やかな減少を続けていますが、65歳以上の人口は増え続けており、

高齢化率は３人に１人が高齢者である状況です。 

静岡県の高齢化率と比較すると、同程度で推移していますが、国の高齢化率と比較すると高

くなっています。 

人口構造の推移 

単位：人、％ 

区 分 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 令和７年 

総 人 口 131,853 130,811 129,654 128,706 127,558 126,349 

年   少 

（０～14 歳） 
16,362 15,828 15,239 14,645 14,044 13,378 

生 産 人 口 

（15～64 歳） 
77,258 76,254 75,316 74,879 74,270 73,704 

老 齢 人 口 

（65 歳以上） 
38,233 38,729 39,099 39,182 39,244 39,267 

高 齢 化 率 29.0 29.6 30.2 30.4 30.8 31.1 

高齢化率（県） 29.8 30.2 30.5 30.7 31.0  

高齢化率（国） 28.8 28.9 29.0 29.1 29.3  

資料：住民基本台帳（４月１日現在）、（県）静岡県 HP、（国）高齢社会白書（10 月１日現在） 

 

年齢別人口の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 
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世帯数の推移を見ると、世帯数は毎年増加傾向にある一方で、平均世帯構成人数は、令和２

年には2.31人でしたが令和７年には2.12人と減少していることから、核家族化の進行が伺えま

す。 

静岡県の世帯構成人数と比較すると、同程度で推移しています。 

 

世帯数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳、（県）静岡県 HP 

 

 

 

６歳未満の未就学児童も減少しており、令和４年に5,000人を割り、令和７年には4,061人に

なっています。 

 

６歳未満人口 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳 
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令和７年の５歳階級別の人口構成の推移を見ると、最も多いのが50歳から54歳までの世代で、

次に多いのが70歳から74歳までの、いわゆる団塊の世代となっています。 

０歳から14歳までの子ども世代の人口には、大きな膨らみが見られないため、高齢化率の上

昇は今後も続くと思われます。 

 

５歳階級別の人口構成（令和７年４月１日） 

 

【男性】               【女性】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：住民基本台帳（令和７年４月１日現在） 
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生活圏域別人口と高齢化率 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

資料：人口統計 地域別人口・世帯数一覧（令和７年４月１日現在） 

総 人 口：126,349 人 

高齢者人口：39.267 人 

高 齢 化 率：31.08％ 
上井出生活圏域 

 

総 人 口：3,174 人 

高齢者人口：1.283 人 

高 齢 化 率：40.42％ 

北山生活圏域 
 

総 人 口：6,933 人 

高齢者人口：2.422 人 

高 齢 化 率：34.93％ 

富士根北生活圏域 
 

総 人 口：3,785 人 

高齢者人口：1.351 人 

高 齢 化 率：35.69％ 

富士根南生活圏域 
 

総 人 口：24,194 人 

高齢者人口：6.469 人 

高 齢 化 率：26.74％ 

大富士生活圏域 
 

総 人 口：14,170 人 

高齢者人口：3.330 人 

高 齢 化 率：23.50％ 

大宮中生活圏域 
 

総 人 口：10,720 人 

高齢者人口：3.536 人 

高 齢 化 率：32.99％ 大宮東生活圏域 
 

総 人 口：17,237 人 

高齢者人口：5.318 人 

高 齢 化 率：30.85％ 

大宮西生活圏域 
 

総 人 口：10,495 人 

高齢者人口：3.609 人 

高 齢 化 率：34.39％ 

富丘生活圏域 
 

総 人 口：21,975 人 

高齢者人口：6.468 人 

高 齢 化 率：29.43％ 

芝川生活圏域 
 

総 人 口：7,419 人 

高齢者人口：3.091 人 

高 齢 化 率：41.66％ 

上野生活圏域 
 

総 人 口：4,500 人 

高齢者人口：1.689 人 

高 齢 化 率：37.53％ 

白糸生活圏域 
 

総 人 口：1,747 人 

高齢者人口：701 人 

高 齢 化 率：40.13％ 
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②要介護認定者の状況 

要介護認定者を見ると、認定者数は増加傾向にあり、特に要支援２の認定者の増加割合が高

くなっています。 

 

要介護認定者の状況 

単位：人 

区  分 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

要支援１ 503 479 502 499 471 458 

要支援２ 694 704 831 874 847 855 

要介護１ 1,548 1,558 1,655 1,574 1,588 1,546 

要介護２ 1,140 1,145 1,146 1,121 1,171 1,185 

要介護３ 851 854 813 812 869 905 

要介護４ 706 733 695 695 707 771 

要介護５ 481 477 464 491 474 454 

合  計 5,923 5,950 6,106 6,066 6,127 6,174 

（各年３月 31 日現在） 

 

 

要介護認定者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各年３月 31 日現在） 
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③障がい者の状況 

身体障害者手帳の所持者数は、令和元年度から減少傾向にあります。一方、療育手帳（知的

障害等）及び精神障害者保健福祉手帳の所持者数は増加傾向にあり、特に精神障害者保健福祉

手帳の所持者数が増えています。 

 

障がい者の状況 

単位：人 

年   度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

身体障害者手帳 4,659 4,665 4,625 4,633 4,561 4,498 

療育手帳 

（知的等) 
1,250 1,190 1,213 1,251 1,282 1,327 

精神障害者 

保健福祉手帳 
663 650 755 818 879 919 

計 6,572 6,505 6,593 6,702 6,722 6,744 

（各年３月 31 日現在） 

 

 

障がい者の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各年３月 31 日現在） 
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0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

6,000

7,000

令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

（人）

精神障害者保健福祉手帳 療育手帳（知的等) 身体障害者手帳 系列9
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④生活保護受給者数の状況 

生活保護受給者数は、令和４年度以降増加傾向にありましたが、令和６年度で減少に転じて

います。 

 

生活保護受給者数の状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：被保護者調査（各年３月 31 日現在） 

 

 

また、世帯別に見ると、高齢者世帯が全体の半数以上になっています。 

 

保護世帯の状況別 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（令和７年３月 31 日現在） 
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⑤地域包括支援センターの相談状況 

平成29年の介護保険法の改正に対応するため、市に直営地域包括支援センターを、各地域に

委託地域包括支援センターを設置し、平成30年に相談支援体制を再編しました。委託地域包括

支援センターは、福祉事業者に業務を委託し運営しています。市は、委託事業者をプロポーザ

ルにて選定し、連絡会議等で連携を密にするとともに、業務を面談等により評価し業務の定着

や支援の質の確保に努めています。 

地域包括支援センターは、①総合相談支援業務、②権利擁護業務、③包括的・継続的ケアマ

ネジメント支援業務、④介護予防ケアマネジメントの主に４つの業務を行っています。 

直営地域包括支援センターは、基幹型と地域型の役割を担っています。基幹型の役割として、

委託地域包括支援センター間の連絡調整や、包括的支援事業のマネジメント、処遇困難ケース

について福祉事務所と連携し解決すること等があります。 

委託地域包括支援センターは、地域型の役割を担っており担当地域を持ち、住民の身近なと

ころで総合相談を受けています。 

地域包括支援センターの相談状況 

単位：件 

相談種別/ 

件数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

地域包括 

（直営） 

地域包括 

（委託） 

地域包括 

（直営） 

地域包括 

（委託） 

地域包括 

（直営） 

地域包括 

（委託） 

高 齢 者 1,912 14,555 1,817 18,072 1,924  17,296  

障 が い 者 188 833 157 1,502 148  1,504  

権 利 擁 護 563 287 435 612 708  1,203  

医 療 保 健 131 426 302 510 366  1,315  

児童(障がい児) 6 13 1 32 0  14  

経 済 的 177 261 87 679 157  571  

そ の 他 8 1,069 15 1,499 55  2,149  

合 計 2,985 17,444 2,814 22,906 3,358  24,052  

相談種別/ 

件数 

令和４年度 令和５年度 令和６年度 

地域包括 

（直営） 

地域包括 

（委託） 

地域包括 

（直営） 

地域包括 

（委託） 

地域包括 

（直営） 

地域包括 

（委託） 

高 齢 者 1,740  20,116  1,590  20,469  1,834  18,742  

障 が い 者 147  1,903  150  1,752  64  1,377  

権 利 擁 護 782  1,185  664  1,263  528  1,981  

医 療 保 健 421  761  253  986  206  665  

児童(障がい児) 10  15  12  15  4  11  

経 済 的 118  804  120  1,209  72  620  

そ の 他 30  2,422  35  1,953  43  1,980  

合 計 3,248  27,206  2,824  27,647  2,751  25,376  

（各年３月 31 日現在） 
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地域包括支援センターの相談件数推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（各年３月 31 日現在） 
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⑥福祉総合相談課の相談状況 

福祉総合相談課（福祉相談支援係）は、高齢者、障がい者、生活困窮者等の属性を問わない

福祉総合相談体制の構築等を推進しています。相談者本人のみならず、相談者も含めた世帯全

員が抱える困りごとを把握し、適切な相談機関につないでいます。 

主な業務として、①福祉総合相談支援、②生活困窮者の自立支援、③女性相談事業・配偶者

等からの暴力被害に係る相談支援、④高齢者保護事業、⑤重層的支援体制整備事業における中

核機関業務、⑥成年後見制度における中核機関（権利擁護支援推進センター）業務があります。 

 

福祉総合相談課の相談状況 

単位：件 

 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

高 齢 者 246 338 279 

障 が い 者 214 160 230 

権 利 擁 護 77 141 385 

医 療 保 健 140 144 113 

児 童 31 14 22 

経 済 的 1,865 1,628 1,078 

そ の 他 48 42 43 

合 計 2,621 2,467 2,150 

※ 相談内容の主な傾向 

・ひ き こ も り：不登校や成人し就労に挫折した等の理由からひきこもりになり、その後親が 

高齢化し、ひきこもりの子を支えきれなくなる事例。 

・住 ま い：経済的に不安定、保証人等がいないことから住居の確保が難しい事例。 

・生 活 困 窮：就労の状況、心身の状況、地域社会との関連性など様々な事情から現に経済的

に困窮しているものの生活保護制度の要件にあてはまらない事例。 

・病識や障害受容が無い：精神疾患はあるものの、受診拒否している事例や自身が障害を持っている 

ことを受け入れられずサービスを拒否する事例。 

（各年３月 31 日現在） 
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⑦障がい者相談支援事業所の相談状況 

障がい者相談支援事業は、福祉サービス利用に係る相談やピアカウンセリングの支援、地域

のサービス事業者の情報提供、権利擁護のために必要な援助等を行っています。 

障がい者が自立した日常生活を営めるよう支援につないでおりますが、中には自身が障害を

持っている自覚がなく、困っていない（周囲の人が困っている）事例や、こだわりが強く他人

との関わりが難しいためにひきこもりがちになる事例等、支援につなげるのが難しい事例があ

ります。このような相談者への継続的支援や地域生活での支援が求められます。 

 

障がい者相談支援事業所の相談状況 

単位：件 

年  度 令和元年 令和２年 令和３年 令和４年 令和５年 令和６年 

件  数 23,117 24,007 10,774 12,769 9,223 8,776 

（各年３月 31 日現在） 
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⑧家庭児童相談室の相談状況 

家庭児童相談室では、子育てやこどものしつけ、学校生活や家族関係、虐待等の問題につい

て、相談、助言、関係機関の紹介や家庭訪問等を行っています。 

全体の相談（延べ）件数は、その年により増減している状況です。早めに相談いただくこと

で、虐待等の重篤な状態を未然に防止することにつながっています。 

 

家庭児童相談室における年度別相談状況 

単位：件 

年 度 令和元年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度 

性格・生活習慣等 〔１〕 230 244 499 233 187 161 

知能・言語 〔２〕 116 53 45 41 42 73 

学校生活等 

人間関係 〔３〕 297 272 317 246 213 196 

登校拒否 〔４〕 531 602 499 645 623 507 

その他 〔５〕 1,424 1,416 1,490 1,275 1,368 1,365 

非行 〔６〕 176 97 40 73 112 136 

家族関係 
虐待 〔７〕 546 529 579 362 269 349 

その他 〔８〕 1,928 1,898 2,242 2,026 1,749 1,749 

環境福祉 〔９〕 980 1,423 1,165 1,918 1,022 1,320 

障 が い 〔10〕 494 530 387 437 425 449 

そ の 他 〔11〕 385 548 543 443 354 737 

計 〔12〕 7,107 7,612 7,806 7,699 6,364 7,042 

※１ その他〔５〕 進学、進路相談等 

※２ その他〔８〕 児童に係る家庭内の人間関係（親子・兄弟関係）等 

※３ その他〔11〕 〔１〕～〔10〕のいずれにも該当しない相談 

（各年３月 31 日現在） 
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２ 富士宮市の地域福祉を取り巻く課題の整理 

 

ここでは、地域福祉を取り巻く社会情勢やアンケート調査結果を踏まえ、第４期富士宮市地

域福祉計画の基本目標・基本施策に基づき課題を整理しました。 

 

 

基本目標１ 地域で支え合える仕組みづくり 

基本施策① 地域共生の意識の醸成についての課題 

【アンケート調査結果】 

〇近所づきあいの程度は、「顔があえば挨拶や、さしさわりのない話をしている」が

47.1％と最も高く、次いで「相談や助け合うまではいかないが、必要に応じて話をし

ている」が30.7％とあるが、現在の近所づきあいに満足している人の割合は、「満足し

ている」が48.3％と５年前と比較し3.6ポイント減少しています。 

 

近所づきあいの程度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

現在の近所づきあいの満足度 

 

 

 

 

 

 

 

日頃から親しく付き合い、お互い困ったときには相談や助け合っている

相談や助け合うまではいかないが、必要に応じて話をしている

顔があえば挨拶や、さしさわりのない話をしている

面識もなく、挨拶や会話をすることもない

その他

無回答

回答者数 =

　 522 17.6 30.7 47.1

2.5

0.6 1.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

満足している やや満足している あまり満足していない 満足していない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

48.3

51.9

37.0

36.5

10.5

7.0

2.9

1.9

1.3

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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〇近所や地域に助けが必要と

思われる人がいるかは、「高

齢者のみの世帯（単身含む）」

が37.9％と最も高く、次いで

「気がかりな人はいない」が

28.9％、「病気や障がいを抱

えている人」が11.9％と続き

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※令和２年度調査では、「ホームレス」、「外国人」がありませんでした。 

 

 

〇近所や地域の人が困りごとを抱えていることが分かった場合の対応は、「頼まれれば

手助けする」が39.5％と最も高く、次いで「民生委員など他の人に相談をする」が

23.4％、「どうして良いかわからない」が12.3％となっています。 

 

近所や地域で困りごとを抱えている方への対応 

 

 

 

 

 

 

近所や地域の気がかりな人 

（助けが必要だと思われる人）の有無 
％

高齢者のみの世帯（単身含む）

認知症の人

病気や障がいを抱えている人

ひきこもりや閉じこもりの人

金銭的に生活に困っている人

虐待が心配なこども

虐待が心配な高齢者

虐待が心配な障がい者

ゴミ屋敷に暮らしている人

地域から孤立している人

ひとり親家庭

ホームレス

外国人

気がかりな人はいない

わからない

その他

無回答

37.9

7.3

11.9

5.0

2.3

1.0

0.2

0.4

2.5

5.6

2.5

0.2

4.8

28.9

19.3

1.9

2.3

32.1

6.8

11.4

4.0

3.0

1.1

0.0

0.0

1.9

5.5

3.0

－

－

31.0

26.6

1.5

4.6

0 20 40 60 80 100

令和７年度調査

（回答者数 = 522）

令和２年度調査

（回答者数 = 474）

自ら手助けをする 頼まれれば手助けする

手助けをしたいができない 何もしない

民生委員など他の人に相談をする どうして良いかわからない

その他 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

6.7

5.3

39.5

41.1

10.5

6.8

1.9

1.1

23.4

27.4

12.3

11.0

1.5

3.0

4.2

4.4

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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〇居住地域で「みんなで支える地域福祉の推進」がされていないと思う人と、されてい

るかわからない人が、合わせて約７割にのぼっています。 

 

住まいの地域で「みんなで支える地域福祉の推進」がされていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査等からの課題】 

本市では、障がいがある方や生活に困難を抱える方への理解促進や支援体制の充実を目

指し、出前講座や啓発活動、認知症サポーターの養成、小・中学校での交流学習など、様々

な取組を進めてきました。 

近所や地域の人に困りごと等を頼まれれば手助けすると答えた人が最も多く、周囲に助

けが必要と思われる人がいることを認識している人も多くいますが、普段の近所づきあい

で困ったときに相談や助け合える関係性を構築できている人が２割程度にとどまってい

るため、近所や地域の助け合いはあまり活発でないことがうかがえます。また、現状の近

所づきあいに問題意識を持っていない人が多いことから、助け合うことができる関係性を

築くには、日頃から近所づきあいを深めることの大切さを積極的に発信していく必要があ

ります。 

「みんなで支える地域福祉の推進」を実現するために、地域福祉に関して住民に周知啓

発を進めることが重要です。 

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

3.6

3.6

25.5

24.1

16.7

13.7

13.0

13.7

39.7

40.7

1.5

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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基本施策② 地域福祉の担い手づくりについての課題 

【アンケート調査結果】 

〇地域福祉に対するイメージは、「大変そう」が58.8％で最も高く、次いで「わからない」

が35.2％となっています。 

 

地域福祉のイメージ 

 

 

 

 

 

 

〇居住地域で「やさしい心を育む福祉教育の推進」がされているかわからない人が約５

割と最も多くなっており、されていないと思う人と合わせると約８割にのぼっていま

す。 

 

住まいの地域で「やさしい心を育む福祉教育の推進」がされていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇地域福祉を進めるために

優先的に取り組むこと

は、「在宅での生活が続け

られるような福祉サービ

スの充実」が42.3％と最

も高く、次いで「福祉に関

する情報・活動内容など

の提供」が38.5％、「学校、

地域、企業等での福祉教

育」が32.0％と続きます。 

 

楽しそう 大変そう わからない 無回答

回答者数 =

　 522 2.7 58.8 35.2 3.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

2.7

3.6

18.4

16.0

15.3

13.5

12.8

12.0

47.7

50.0

3.1

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和７年度調査

（回答者数 = 522）

令和２年度調査

（回答者数 = 474）

地域福祉をすすめていくために優先的に取り組むこと 
％

学校、地域、企業等での福祉教育

福祉に関する情報・活動内容などの提供

地域の福祉活動のリーダーなど人材の養成・確保

住民の地域福祉活動拠点（地区社会福祉協議会事
務所等）の整備・既存施設の活用

住民・ボランティアなどの連携による地域で共に
支え合う仕組みづくり

身近な地域に総合的な保健・福祉・医療相談窓口
の設置

在宅での生活が続けられるような福祉サービスの
充実

高齢者、障がい者、こどもの福祉施設の整備

その他

無回答

32.0

38.5

19.9

11.5

27.4

26.8

42.3

24.3

1.1

4.8

36.5

35.7

20.3

8.6

31.0

26.4

41.4

28.5

1.5

6.1

0 20 40 60 80 100
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〇地域福祉を推進する活動への参加について、「わからない」と答えた人が40.0％と最も

高くなっています。また、「どちらかといえば参加したくない」「参加したくない」と

答えた人が合わせて27.8％です。活動に参加したくない理由や参加したいかわからな

い理由は、「時間の余裕がないから」が41.4％と最も高く、次いで「高齢や持病がある

など身体的な理由から」が29.1％となっています。 

 

地域福祉を推進する活動へ参加意向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地域福祉を推進する活動に参加したくない理由 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査等からの課題】 

本市では、地域福祉の充実を目指し、社会福祉協議会の体制強化や介護予防ボランティ

アの養成、保健委員・地域活動拠点への支援や援助、住民の自治会加入や若い世代の地域

福祉活動への参加の促進など、様々な取組を進めてきました。 

今後は、住民の地域福祉に対するイメージを前向きなものに変えていくための取組が必

要です。「やさしい心を育む福祉教育の推進」についても、その具体的な内容や成果につい

て、広報活動の強化や、見直しを図る必要があります。福祉に関する情報・活動内容の情

報提供や学校、地域、企業等での福祉教育を充実させることも求められています。 

また、アンケート調査結果からは、地域福祉活動の具体的な内容について、住民に十分

周知されていない可能性がうかがえます。具体的な活動内容等について情報発信を強化し

ていくとともに、時間に余裕がない人でも地域活動に参加しやすくするための取組を進め

ることが重要です。 

参加したい どちらかといえば参加したい

どちらかといえば参加したくない 参加したくない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

3.3

3.4

25.9

27.6

17.8

15.2

10.0

5.3

40.0

44.3

3.1

4.2

0% 20% 40% 60% 80% 100%

地域の福祉を推進する活動に関心がない 時間の余裕がないから

高齢や持病があるなど身体的な理由から 「参加して」などの、声がかからない

その他 無回答

回答者数 =

　 261 7.3 41.4 29.1 8.4 7.7 6.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%



21 

 

基本目標２ 適切な支援を受けられる仕組みづくり 

基本施策① 包括的な福祉サービスの整備についての課題 

【アンケート調査結果】 

〇普段の生活の困りごとや

不安は、「自分や家族の健

康に関すること」が43.5％

と最も高く、次いで「生活

費など経済的なこと」が

32.6％、「自分や家族の生

活に関すること」が19.2％

となっています。「生活費

など経済的なこと」は、前

回調査の19.4％から大き

く増加しています。 

 

 

 

 

 

 

〇居住地域で「福祉サービスの適切な利用の促進」がされているか「わからない」と答

えた人が51.9％で最も高くなっています。また、「どちらかといえばそう思わない」

「そう思わない」と答えた人が合わせて24.5％です。 

 

住まいの地域で「福祉サービスの適切な利用の促進」がされていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ふだんの生活での困りごとや不安なこと 
％

自分や家族の健康に関すること

自分や家族の生活に関すること

生活費など経済的なこと

仕事に関すること

育児・子育てに関すること

介護に関すること

近所との関係

家族間の関係

特にない

その他

無回答

43.5

19.2

32.6

13.0

5.4

17.0

6.7

5.7

28.2

2.3

2.9

40.5

16.9

19.4

10.3

4.9

17.3

4.2

5.1

36.1

3.0

2.5

0 20 40 60 80 100

令和７年度調査

（回答者数 = 522）

令和２年度調査

（回答者数 = 474）

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

2.3

3.4

18.8

15.2

13.8

12.9

10.7

11.0

51.9

52.5

2.5

5.1

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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【アンケート調査等からの課題】 

本市では、誰もが安心して支援を受けられるよう、相談者の属性にとらわれない継続的

な支援体制や地域包括ケアシステムの構築、関係機関との連携強化など、包括的な福祉サ

ービスの整備に努めました。 

今後は、福祉サービスの適切な利用について、具体的な利用事例等の情報発信を強化す

る必要があります。福祉サービスに関する情報が住民に周知されているか見直しを図るこ

とも重要です。 

また、健康に関することや生活費等の経済的なことの困りごとを抱える住民が多いこと

から、これらに関する福祉サービスを充実させていくことも求められています。 
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基本施策② 福祉サービス利用者の権利擁護の推進についての課題 

【アンケート調査結果】 

〇成年後見制度の内容を知らない人が約８割にのぼっており、そのうち約３割は制度名

も知らない状態です。成年後見制度を利用したいかについては、「わからない」と答え

た人が56.5％と最も高くなっています。利用したくないと答えた人は13.0％で、その

理由は、「後見人でなくても家族がいる」が76.5％と最も高く、次いで「後見人に財産

などを管理されるのは不安」が29.4％、「費用がどのくらいかかるか心配」が10.3％と

続きます。 

 

成年後見制度の認知状況 

 

 

 

 

 

 

 

 

将来必要なときの成年後見制度の利用意向 

 

 

 

 

 

 

成年後見制度を利用したくない理由 

 

 

 

 

 

 

 

 

良く知っている 制度名は知っているが、内容は知らない

制度名も内容も知らない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

19.3

16.5

53.6

49.4

26.4

31.4

0.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%

利用したい 利用したくない わからない 無回答

回答者数 =

　 522 30.5 13.0 56.5

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 = 68 ％

後見人に財産などを管理されるのは不安

後見人でなくても家族がいる

手続きが大変そう

費用がどのくらいかかるか心配

その他

無回答

29.4

76.5

7.4

10.3

1.5

4.4

0 20 40 60 80 100
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〇市民後見人制度については、活動に対して興味がある人が約１割と関心が低く、養成

講座の認知度もほとんどない状態です。成年後見制度を利用する意向がある人でも、

市民後見人の養成講座の実施を良く知っていると答えた人は3.4％にとどまっていま

す。 

 

「市民後見人」の活動への興味の有無 

 

 

 

 

 

 

市民後見人の養成講座を実施していることの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査等からの課題】 

本市では、認知症・知的障がい等により自分一人で適切な判断をすることが難しい人の

権利擁護を推進するため、成年後見制度の利用を促進するなど、適切な支援を受けるため

の仕組みづくりに努めました。 

成年後見制度の認知度が低いことが大きな課題です。今後も、制度の内容や目的につい

て、幅広い年代に情報発信を行っていく必要があります。また、制度の利用に関する不安

を解消するための情報の提供も求められています。そして、後見人の担い手不足を見据え

て、市民後見人の認知度向上と養成を図っていくことも重要です。 

 

 

 

興味がある 特に興味がない わからない 無回答

回答者数 =

　 522 12.1 43.1 44.3 0.6

0% 20% 40% 60% 80% 100%

良く知っている 聞いたことはある 知らなかった 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

3.4

3.8

16.1

17.7

79.9

75.5

0.6

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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基本施策③ 適切な窓口につながるための情報発信についての課題 

【アンケート調査結果】 

〇相談対応の窓口の認知度

について、「市民生活課（生

活での様々な困りごと全

般）」が47.9％と最も高く、

次いで「健康増進課（保健

センター）（健康相談、こ

ころの健康相談、子育てな

ど）」が46.6％、「福祉総合

相談課（福祉に関わる困り

ごと全般、ＤＶ、生活保護

など）」が43.7％と続きま

す。また、相談窓口をまっ

たく知らない人が14.8％

います。 

 

 

 

〇生活や地域に関する情報

の入手手段は、「広報ふじ

のみや」が77.8％と最も

高く、次いで「回覧板」が

53.3％、「新聞・テレビ・

ラジオ」が28.4％となっ

ています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

相談対応窓口の認知状況 
％

福祉総合相談課（福祉に関わる困りごと全般、Ｄ
Ｖ、生活保護など）

市民生活課（生活での様々な困りごと全般）

健康増進課（保健センター）（健康相談、こころ
の健康相談、子育てなど）

子育てコンシェルジュ（子育てに関すること）

子育て支援センター（子育てに関すること）

地域包括支援センター（高齢者に関すること）

市社会福祉協議会（生活困窮者支援、障がい者支
援、地域福祉など）

この中で知っているものはない

無回答

43.7

47.9

46.6

9.4

29.3

37.9

31.4

14.8

3.8

38.2

52.5

45.1

－

34.2

32.5

38.2

15.4

3.6

0 20 40 60 80 100

令和７年度調査

（回答者数 = 522）

令和２年度調査

（回答者数 = 474）

生活や地域に関する情報の入手方法 
％

広報ふじのみや

市のホームページ

市のメール配信サービス

市役所の窓口

明るいまち（市社会福祉協議会広報紙）

市社会福祉協議会ホームページ

新聞・テレビ・ラジオ

身近な人からの口コミ情報

インターネット（市や市社会福祉協議会以外）

雑誌や本

回覧板

チラシ

同報無線

ＳＮＳ

その他

無回答

77.8

27.2

18.0

5.9

14.0

1.9

28.4

23.4

12.5

1.1

53.3

5.4

17.0

7.7

1.1

1.5

77.8

27.4

7.4

5.5

13.9

1.9

42.4

25.5

15.0

3.6

62.4

8.2

17.7

－

1.1

1.7

0 20 40 60 80 100

令和７年度調査

（回答者数 = 522）

令和２年度調査

（回答者数 = 474）
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〇市と市社会福祉協議会に、生活に困っている人を支援する窓口があることを知らない

人が45.8％います。 

 

生活に困っている人を支援する窓口が市と市社会福祉協議会にあることの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査等からの課題】 

本市では、困っている人が適切な相談窓口につながるための仕組みづくりとして、情報

が届いていない人の把握や、相談窓口の周知の強化を図ってきました。また、個別のニー

ズに合わせた情報提供体制の強化にも努めました。 

今後も、「広報ふじのみや」や回覧板、ＳＮＳ等、住民がよく利用している情報媒体を中

心に、適切な相談窓口についての情報提供を行っていく必要があります。また、生活に困

っている人の支援窓口についても、情報発信を強化することが求められています。 

 

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

52.9

50.6

45.8

46.4

1.3

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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基本目標３ 安心して、いきいきと生活できる仕組みづくり 

基本施策① 地域防災活動の推進についての課題 

【アンケート調査結果】 

〇地域の役割に期待することとして、「災害など緊急事態が起きたときの対応」が46.4％

と最も高く、次いで「防災・防犯など日頃の生活の助け」が22.6％となっています。 

 

地域（自治会・町内会等）の役割に期待すること 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇避難行動要支援者名簿への登録方法を知らない人が約８割にのぼっています。そのう

ち、約６割には名簿自体も知られていません。 

 

避難行動要支援者名簿への登録方法の認知度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

災害など緊急事態が起きたときの対応

防災・防犯など日頃の生活の助け

お祭り・レクリエーション活動など地域住民間の交流

こどもや高齢者の世話などの住民間の助け合い活動

その他

特にない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

46.4

53.2

22.6

18.8

5.4

3.6

6.1

6.5

0.6

1.3

16.1

11.8

2.9

4.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%

知っている 名称は知っているが、登録方法は知らない

名称も登録方法も知らない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

19.0

9.5

24.1

24.5

56.3

63.3

0.6

2.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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％

制度のわかりやすい説明を受けること

近所の人や、自治会・町内会の班単位などで情
報共有しておくこと

登録をされている人と、普段から交流をしてお
くこと

登録をされている人と、防災訓練などに参加を
しておくこと

災害時も含めた普段からの助け合いが必要なこ
とを学校などでも伝える

災害時も含めた普段からの助け合いが必要なこ
とを自治会内でも話し合う

わからない

その他

無回答

39.5

64.6

28.9

22.0

21.5

31.2

10.7

0.8

2.9

43.9

64.8

26.8

27.2

22.6

33.8

7.2

3.0

4.4

0 20 40 60 80 100

 

〇「避難行動要支援者」が近所にいた場合に手助けしたいかは、「どちらかといえば協力

したい」が47.3％と最も高く、次いで「積極的に協力したい」が17.4％となっていま

す。手助けしやすくするための取組は、「近所の人や、自治会・町内会の班単位などで

情報共有しておくこと」が64.6％と最も高く、次いで「制度のわかりやすい説明をう

けること」が39.5％、「災害時も含めた普段からの助け合いが必要なことを自治会内で

も話し合う」が31.2％と続きます。 

 

「避難行動要支援者」に登録している方への手助けについて 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「避難行動要支援者」の方を手助けする際に必要な機会や取組 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

積極的に協力したい どちらかといえば協力したい

どちらかといえば協力したくない 協力したくない

協力したいが、理由がありできない わからない

無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

17.4

14.3

47.3

47.5

3.6

1.3

1.7

0.8

13.8

15.6

15.7

17.5

0.4

3.0

0% 20% 40% 60% 80% 100%

令和７年度調査

（回答者数 = 522）

令和２年度調査

（回答者数 = 474）
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〇市社会福祉協議会が災害時にボランティアを派遣する仕組みについては、知らない人

が84.7％と大半を占めています。 

 

「富士宮市総合福祉会館」での市内各所へボランティアを派遣する仕組みの認知度 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査等からの課題】 

本市では、防災意識の啓発や避難行動要支援者の支援体制強化に向けて、出前講座の実

施や制度の周知を図るとともに、避難行動要支援者に対する新たな個別避難計画作成方法

の構築や、安否確認のルールづくり、福祉避難所の運営マニュアルを整備するなどの取組

を行いました。 

災害時の手助けに前向きな住民が多くみられる一方で、市や市社会福祉協議会の災害時

の取組についての認知度が低いことが大きな課題です。制度についての情報発信の強化が

求められています。また、地域や近所で、日頃からの防災・防犯や、災害発生時に備えた

情報共有を活発化させる取組を進めることも重要です。 

 

知っている 知らない 無回答

回答者数 =

　 522 12.5 84.7 2.9

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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％

就労に必要な訓練の支援

社会参加を促す取組

住居支援（宿泊場所・衣食の提供など）

家計相談や指導、貸付等必要な制度の紹介

仕事の紹介やあっせん

生活に困窮している家庭のこどもに対する学習
支援や居場所づくり

必要な支援が受けられるような、市役所内部署
の協働・連携

わからない

その他

無回答

33.1

18.6

28.7

14.8

38.1

33.9

36.0

11.9

0.8

3.3

37.1

17.9

30.4

14.3

48.9

40.9

23.2

8.6

0.8

3.4

0 20 40 60 80 100

 

基本施策② 地域福祉環境の整備・充実についての課題 

 

【アンケート調査結果】 

〇生活に困っている人の支

援として期待すること

は、「仕事の紹介やあっせ

ん」が38.1％と最も高く、

次いで「必要な支援が受

けられるような、市役所

内部署の協働・連携」が

36.0％、「生活に困窮して

いる家庭のこどもに対す

る学習支援や居場所づく

り」が33.9％と続きます。 

 

 

 

 

 

 

〇安心して長く住み続けら

れるまちづくりで重要な

ことは、「地域の防犯対策

の強化」が58.8％と最も高

く、次いで「災害に対する

市街地整備」が55.7％、「ゴ

ミ出しなど生活マナー向

上」が42.3％となっていま

す。「生活圏域でのバリア

フリー推進」は17.6％、「高

齢者などへの買い物支援

の助け合い」は39.7％です。 

 

 

 

 

 

困っている人の支援として期待する市と社会福祉協議会の取組 

令和７年度調査

（回答者数 = 522）

令和２年度調査

（回答者数 = 474）

安心して長く住み続けるために重要だと思う取組 
％

災害に対する市街地整備

地域の防犯対策の強化

地震災害に備えた家具固定などの支援

空き家の適正管理などの対策

ゴミ出しなど生活マナー向上

民間事業者と連携した住環境づくり

生活圏域でのバリアフリー推進

高齢者などへの買い物支援の助け合い

緑地やオープンスペース、散策路などの整備

地域産業活性化への支援（まちおこしなど）

市の歴史や文化などに触れられる施設や場所の整
備

住民同士の助け合いなど、人と人との繋がりへの
対策

わからない

その他

無回答

55.7

58.8

18.8

35.4

42.3

14.0

17.6

39.7

20.3

18.0

7.5

36.8

3.8

1.1

1.7

52.3

51.3

17.1

30.8

36.5

16.5

19.0

28.9

21.1

15.2

9.5

40.3

3.8

0.0

4.9

0 20 40 60 80 100

令和７年度調査

（回答者数 = 522）

令和２年度調査

（回答者数 = 474）
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〇住宅確保要配慮者が、民間の賃貸住宅に入居しやすくなるための取組は、「収入が低く

ても入居できるなど、入居要件の緩和」が22.8％と最も高く、次いで「身寄りのない

方が保証人を確保しなくても入居できる仕組み」が22.6％、「単身高齢者などへの見守

りや安否確認サービス」が12.8％と続きます。 

 

住宅確保要配慮者が民間の賃貸住宅に入居する場合必要な仕組みやサービス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〇居住地域で「くらしやすい地域福祉環境づくりの推進」がされているかわからない人

が約５割と最も多くなっており、されていないと思う人と合わせると約８割にのぼっ

ています。 

 

住まいの地域で「くらしやすい地域福祉環境づくりの推進」がされていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

身寄りのない方が保証人を確保しなくても入居できる仕組み

単身高齢者などへの見守りや安否確認サービス

単身高齢者などへの家事援助などの生活支援サービス

金銭や貴重品、合鍵などを預かるサービス

家賃など（敷金・礼金含む）の援助

収入が低くても入居できるなど、入居要件の緩和

手すりやエレベーターの設置など、バリアフリー住宅を増やす

わからない

その他

無回答

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

1.9

3.2

18.0

15.4

16.9

15.4

11.9

11.0

48.5

49.8

2.9

5.3

0% 20% 40% 60% 80% 100%

回答者数 =

　 522 22.6 12.8 7.1 0.4 6.7 22.8 2.9 9.2 0.8 14.8

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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回答者数 = 522 ％

医療体制、健康危機管理体制

福祉サービス等の利用に関する情報提供・相談
体制、生活の自立の支援
誰もが住み慣れた地域で暮らせる居住環境の整
備

認知症への対応

公共施設・公共交通機関のバリアフリー化

健康づくり・介護予防の推進

地域での支え合い

介護・障がい・子育て・生活困窮分野で複合的
な課題を抱えた方の支援

権利擁護

社会的に弱い立場にある方々に対する差別解消
への取組

自殺対策に関する取組

ＩＣＴ等の利活用

特にない

その他

無回答

53.8

38.3

35.4

16.5

10.2

20.7

17.0

31.0

1.1

7.3

2.7

3.3

2.9

1.5

3.3

0 20 40 60 80 100

 

〇保健福祉分野全般で今後

力を入れるべきことは、

「医療体制、健康危機管

理体制」が53.8％と最も

高く、次いで「福祉サービ

ス等の利用に関する情報

提供・相談体制、生活の自

立の支援」が38.3％、「誰

もが住み慣れた地域で暮

らせる居住環境の整備」

が 35.4％となっていま

す。「公共施設・公共交通

機関のバリアフリー化」

は10.2％です。 

 

 

 

 

 

【アンケート調査等からの課題】 

本市では、バリアフリー化やユニバーサルデザインの推進を通じて公共施設の機能充実

に努めるとともに、居住に課題を抱える人への横断的な支援の在り方について検討してき

ました。 

大多数の人が、居住地域で「くらしやすい地域福祉環境づくりの推進」がされている実

感を持っていないことが大きな課題です。今後は、住民からの意見や要望を反映した取組

を進めつつ、誰もが安心して長く住み続けられるまちづくりを行っていくことが重要です。 

 

保健福祉分野全般で、今後富士宮市が力を入れていくべき内容 
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基本施策③ 社会参加の推進についての課題 

 

【アンケート調査結果】 

〇居住地域で「障がい者や高齢者の社会参加を促進」がされているかわからない人が約

５割と最も多くなっており、されていないと思う人と合わせると約８割にのぼってい

ます。 

 

住まいの地域で「障がい者や高齢者の社会参加を促進」がされていると思うか 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【アンケート調査等からの課題】 

本市では、誰もが安心して地域で自立した生活を送れるよう、障がいのある人や高齢者、

不登校のこども、生活困窮者等に向けた相談支援の強化や居場所づくりに努めるとともに、

交流の場を充実させることによって、様々な問題を抱える人に対して社会参加の促進を図

りました。 

今後は、障がい者や高齢者等の社会参加の促進に関する取組やその成果について、情報

発信を強化する必要があります。取組の必要性についても周知啓発し、住民の関心を高め

るとともに、社会参加の推進について協力を求めていくことも重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

そう思う どちらかといえばそう思う

どちらかといえばそう思わない そう思わない

わからない 無回答

回答者数 =

令和７年度調査 522

令和２年度調査 474

2.1

2.5

16.5

11.4

14.8

15.0

12.6

13.3

50.6

52.1

3.4

5.7

0% 20% 40% 60% 80% 100%
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３ 第４期計画の評価 

① 評価集計表 

基本目標 
Ａ 

（計画どおり） 

Ｂ 

（概ね計画どおり） 

Ｃ 

（未実施） 

1. 地域で支え合える仕組みづくり ８ 11 １ 

2. 適切な支援を受けられる仕組み 

づくり 
８ 14 ０ 

3. 安心していきいきと生活できる仕

組みづくり 
16 20 ０ 

合計 32 45 １ 

 

② 基本目標ごとの総括 

■ 目標 1：地域で支え合える仕組みづくり 

【主な課題と方向性】 

・地域共生の意識の醸成として、富士山まちづくり出前講座の活用や講演会の実施を通

じて、各事業の周知啓発を行いましたが、特定の団体への対応が多くなっているため、

認知が十分でない層への働きかけを強化します。 

・地域活動の担い手づくりに関する項目では、高齢化により、介護予防ボランティアな

ど人材の確保が難しくなってきているため、幅広い世代が活動に関わることを推進し

ます。 

・地域見守りあんしん事業では、事業所によって見守り活動に温度差が出てきている部

分があり、引き続き地域見守り安心事業連携会議を開催し、幅広い視点に基づいた見

守り活動につながるよう連携強化を図っていきます。 

・生活支援体制整備事業では、協議体に参加している社会福祉法人とともに高齢者の生

活課題について検討した結果、社会福祉法人による高齢者の移動支援につながった取

組があり、引き続き実際のニーズに応じた支援を進めていきます。 

 

■ 目標 2：適切な支援を受けられる仕組みづくり 

【主な課題と方向性】 

・令和６年度から「重層的支援体制整備事業」を開始し、制度の狭間となる方への支援

に向けた取組を進める中、庁内の複数課にまたがる連携や、複雑化する課題への対応

を強化します。 

・必要な情報が届いていない方への情報発信を強化するよう、8050問題（ひきこもり）

やヤングケアラーなどのニーズ把握や、アウトリーチ（訪問支援）を強化します。 



35 

 

■ 目標 3：安心していきいきと生活できる仕組みづくり 

【主な課題と方向性】 

・災害対策として福祉避難所のマニュアル改訂は完了しましたが、避難行動要支援者の

「個別避難計画」作成において、支援者等の調整に時間を要しています。より多くの

方の個別避難計画作成に向けた取組の強化を行います。 

・地域における居場所(地域寄り合い処、地域子育てサロンなど)に、ひきこもり状態で

あることや、育児や介護といった様々な事情で参加できない方が参加できるような仕

組みづくりを強化します。 
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第３章    計画の基本理念と基本目標 

 

 
 

１ 基本理念 

この計画の基本理念は「世代をつなぎ 未来へつなぐ 安心して暮らせる福祉のまち」とし、

全ての人が役割と生きがいを持ち、お互いに支え合い、心配りをしながら、地域で暮らし続け

られるような福祉のまちづくりを目指します。 

 

 

 

２ 基本目標 

「基本理念」の実現を目指し、市民、地域、行政、社会福祉協議会等が協働し、地域福祉の

推進について方向性を示すため、次の３つの「基本目標」を定めます。 

 

基本目標１ 地域で支え合える人づくり 

市民一人ひとりの地域共生の意識醸成を高め、お互いに声を掛け合う関係づくりを目指

します。また、地域福祉を担う人材を増やし、住民が主体の地域福祉を推進します。 

 

基本目標２ 適切な支援を受けられる仕組みづくり 

複合的な地域生活課題を抱える世帯や市民が、必要な支援を受けられるように包括的な

支援体制を整備します。また、市民が困った時に支援関係機関とつながることができるよ

う、分かりやすい情報発信を積極的に実施します。 

 

基本目標３ 安心していきいきと生活できる場づくり 

誰もが住み慣れた地域で安心して生活するために、支援を必要とする人を置き去りにし

ない地域防災活動を推進します。また、社会と関わりを持って、いきいきとした暮らしを

送れるよう、市民同士が世代や属性を超えて、社会参加ができる活動の場づくり等を推進

します。 
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３ 計画の体系図   

（目指すまちの姿 誰もが健やかで安心できるくらしを地域で支えるまち） 
 

 【基本理念】 【基本目標】 【基本施策】 

１ 地域で支え合える 

人づくり 

世
代
を
つ
な
ぎ 

未
来
へ
つ
な
ぐ 

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち 

２ 適切な支援を受けられる

仕組みづくり 

３ 安心していきいきと 

生活できる場づくり 

①ともに認め合う意識の醸成 

(地域福祉教育の充実) 

②誰もが健やかに地域活動に参加できる

意識の醸成 

③地域共生社会の担い手づくりの推進 

①誰もが取り残されることのない包括的

な支援体制の整備 

②福祉課題を抱えた方の権利擁護支援の

推進 

③適切な窓口につながるための情報発信

の充実 

①地域防災活動の整備・充実 

②地域福祉活動を行う環境の整備・充実 

③誰もが健やかに地域で支え合える居場

所づくり 



38 

 

第４章    施策の展開 

 

 

基本目標１ 地域で支え合える人づくり 

① ともに認め合う意識の醸成(地域福祉教育の充実) 

 

【現状と課題】 

市民アンケートでは、近所付き合いに「満足している」人が85.3％に達する一方で、その内

容は「挨拶程度」が47.1％と半数近くを占め、「相談や助け合い」まで関係が深まっている人は

17.6％にとどまっています。また、近所に困りごとを抱える人がいた場合、「頼まれれば手助け

する」という人は39.5％と最も多いものの、実際に地域福祉が推進されていると実感している

人は少なく、約７割が「わからない・されていない」と回答しており、「いざという時に助け合

える関係」と「実際の地域福祉の推進状況」に差が生じています。住民の潜在的な「手助けし

たい」という気持ちを実際の行動につなげるため、挨拶＋αの関係づくりや、地域福祉への関

心を高める取組が必要です。 

 

【市の取組】 

〇生きづらさを抱えた人への理解を促進し、困りごとに気づき、気に掛けることができる市民

を増やします。 

〇孤独・孤立対策を推進し、互いに支え合う意識をもった市民を増やします。 

〇地域福祉講座を実施し、市民に期待する役割を明確化することで、市民の福祉課題への理解

を促進します。 

〇認知症サポーター養成講座及び認知症サポーターステップアップ講座を開催し、認知症の理

解を深め、ともに生活できる市民を増やします。 

〇社会を明るくする運動を通じて、更生保護への理解を深め、刑罰を受けたことがある方も地

域社会に受け入れられる気運を醸成します。 

〇小・中学生における福祉教育を推進し、小・中学生が地域の福祉活動に取り組む環境の整備

を進めます。 

〇全てのケアラーに対する理解を深め、「介護する側」も一人の生活者として尊重される気運を

醸成します。 

〇障がい者等への合理的配慮を推進し、誰もが安心して暮らせる地域を目指します。 

〇多文化共生の意識を高め、互いに学び合う市民意識を高めます。 
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〇青少年の非行を防止し健全な育成を図るため、学校や警察などと連携し青少年を見守ります。 

〇地域住民が主体となって地域生活課題を把握し、自分ごととして解決が図れる意識を高めま

す。 

 

 

 

② 誰もが健やかに地域活動に参加できる意識の醸成 

 

【現状と課題】 

地域福祉に対するイメージは、「大変そう」が58.8％と過半数を占め、「わからない」も35.2％

にのぼるなど、活動への心理的なハードルが高い状況です。活動への参加意向についても「わ

からない（40.0％）」が最も多く、参加したくない・できない理由として「時間に余裕がない

（41.4％）」が上位となっており、「地域福祉＝負担が大きい」という固定観念を払拭する必要

があります。現役世代でも参加しやすい活動や、自身の楽しみや健康づくりが結果として地域

貢献につながるような意識醸成が必要です。 

 

 

【市の取組】 

〇地域福祉に携わる団体等の日々の活動に感謝を表し、その想いや活動内容を広く周知します。 

〇民間企業の社会貢献活動と協働し、地域課題を共に検討します。 

〇幸齢社会の実現に向け、一次予防（病気の未然予防）、二次予防（早期発見・早期治療）、三

次予防（再発予防・社会復帰）の取組を強化します。 

〇地域福祉活動の場を活性化し、市民の地域福祉活動への興味関心を高めます。 

 

 

 

 

 

 

 

 



40 

 

③ 地域共生社会の担い手づくりの推進 

 

【現状と課題】 

地域福祉活動への参加を阻む要因として、「高齢や持病（29.1％）」が挙げられていることや、

高齢化率の増加から従来の担い手の高齢化が懸念されます。一方で、困っている人への対応と

して「民生委員などに相談する」と答えた人は23.4％おり、つなぎ役として地域の支援関係者

への期待は高い状態です。特定の人に負担が集中しないよう、企業や若者など多様な主体が担

い手として参加できる仕組みづくりが必要です。 

 

【市の取組】 

〇社会福祉協議会のコミュニティソーシャルワーカーと協働し、地域生活課題解決に向けた取

組を推進します。 

〇高齢者の健康づくりのための介護予防講座の実施や、介護予防ボランティアを養成し、高齢

者の自主的活動及び生きがいづくりを支援します。 

〇地域で活動する民生委員・児童委員、地区社会福祉協議会、保護司、各種サポーター等の活

動を支援します。 

〇地域寄り合い処、地域子育てサロン等の地域福祉活動に携わる団体等へ支援を行い、活性化

を図ります。 

〇地域見守りあんしん事業を推進し、見守りの目を増やします。 

〇幅広い世代が自治会活動に関わることを促進します。 

〇社会福祉法人が、地域における福祉ニーズを反映した公益的な取組を行うことができるよう

必要な支援を行います。 

〇民間企業や若者世代など、多様な主体が地域福祉活動を行うための情報発信や人材育成を行

います。 

〇学校や地域と連携を図り、次世代の担い手を育成し、地域福祉活動が円滑に継続できる仕組

みづくりを検討します。 

〇地域福祉人材の登録・マッチング等のコーディネート機能を強化し、一人ひとりのできるこ

とを生かした活動に参加できる仕組みづくりを検討します。 

〇多世代の地域活動への参加促進に向けて、地域福祉課題に取り組むことのできるボランティ

ア活動の在り方について検討します。 

〇誰もが誰かの支え手になれるよう、それぞれの得意分野や経験を生かし、循環する地域社会

に向けた人づくりを推進します。 
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基本目標２ 適切な支援を受けられる仕組みづくり 

 

① 誰もが取り残されることのない包括的な支援体制の整備 

 

【現状と課題】 

普段の生活の困りごととして「生活費など経済的なこと」を挙げた人が32.6％となり、前回

調査（19.4％）から大幅に増加しました。しかし、市や社会福祉協議会に「生活に困っている

人を支援する窓口」があることを「知らない」人は45.8％となっています。 属性や世代を問わ

ず相談できる「包括的相談支援体制」を整備するとともに、支援が必要な人が孤立しないよう、

アウトリーチ（訪問支援）を含めた支援体制、多分野との連携と窓口の認知度向上が必要です。 

 

 

【市の取組】※詳細は第５章「重層的支援体制整備事業実施計画」に掲載 

〇相談者の世代・属性にとらわれず継続的に支援できる体制を構築します。 

〇支援を必要とする全ての人達に対応できる包括的支援体制を整備します。 

〇住み慣れた地域で継続して生活できるよう、相談体制や各福祉サービスの充実に努めます。 

〇孤独・孤立対策を推進し、様々な課題を抱える人が地域で取り残されることのない体制を構

築します。 

〇保健・医療・福祉・司法・住まい等との連携体制を確立します。 

〇就労、住まい、健康等の生活上の悩みについて、対象者を限定することなく支援を行う生活

困窮者自立支援事業の取組を拡充します。 

〇身寄りのない人への支援の仕組みなど、地域福祉における新たなニーズへの対応について検

討します。 

〇母子保健から療育、療育から教育、教育から福祉への連携がスムーズになるように連携を強

化します。 

〇ひきこもり状態の方など、自ら支援を求めることが困難な方々のところに出向き、必要な支

援を届ける支援機能の充実に取り組みます。 

〇保健医療、福祉等の支援を必要とする刑罰を受けたことがある人への社会復帰の支援体制を

検討します。 

〇高齢、障がい、こども、生活困窮等の分野や属性を問わず利用することができる共生サービ

スを推進します。 



42 

 

② 福祉課題を抱えた方の権利擁護支援の推進 

 

【現状と課題】 

地域包括支援センターや福祉総合相談課での相談状況において、権利擁護の相談が増加して

おり、今後も、虐待や消費者被害等の権利侵害への早期発見・早期対応に努めることが必要で

す。 

「近所や地域に気がかりな人の有無」の項目において、令和２年度調査と比較し、若干では

ありますが、虐待が心配な高齢者、障がい者の割合が増加しています。成年後見制度について

「内容を知らない（名称も知らない含む）」と答えた人は約８割に達しており、制度の認知不足

が顕著です。また、制度を利用したくない理由として「家族がいる（76.5％）」に次いで、「財

産を管理されるのが不安（29.4％）」が挙げられています。認知症や単身高齢者の増加が見込ま

れる中、制度に対する漠然とした不安を解消する必要があります。制度の正しい理解を促す周

知活動や、市民後見人の養成を含めた、誰もが個人として尊重され権利が守られる体制づくり

が課題です。 

 

【市の取組】 

〇意思決定が尊重され、最期まで自分らしく生活できる環境を整備します。 

〇虐待や消費者被害等の権利侵害への早期発見・早期対応に努めます。 

〇身寄りのない方の権利擁護支援に向けた体制整備の検討を行います。 

〇成年後見制度の適切な利用を促進します。 

〇自分の健康に関心を持ち、人生会議などを通じ、自分らしく生活するための取組を推進しま

す。 
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③ 適切な窓口につながるための情報発信の充実 

 

【現状と課題】 

相談窓口の認知状況を見ると、「全く知らない」という人が14.8％存在します。情報の入手手

段は「広報ふじのみや（77.8％）」「回覧板（53.3％）」が主流ですが、情報が届きにくい層への

情報提供が課題です。特に、生活困窮や権利擁護など専門的な相談窓口の認知度が低い傾向に

あります。デジタル媒体の活用及び図やイラストを用いた相談者の特性に合わせた発信の仕方

など、情報を本当に必要としている人に確実に届けるための工夫が必要です。 

 

 

【市の取組】 

〇広報紙、ホームページ、公式ＳＮＳ等を活用し、地域福祉活動に関する情報提供の充実を図

ります。 

〇支援を必要とする人が、本人に適した必要なサービスまでつながるための情報発信を行いま

す。 

〇市が発信する情報において、図やイラストを用いるなど情報発信におけるバリアフリー化を

推進します。 

〇相談者の特性に合わせ、合理的配慮をした情報発信に努めます。 

〇ＩＣＴを活用した相談支援等多様な在り方を検討し、誰もが相談しやすい体制を構築します。 
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基本目標３ 安心していきいきと生活できる場づくり 

 

① 地域防災活動の整備・充実 

 

【現状と課題】 

地域に期待する役割として「災害時の対応」が46.4％で最も高くなっており、防災意識の高

さがうかがえます。しかし、避難行動要支援者を支援する「避難行動要支援者名簿」への登録

方法については前回より9.5％高まったものの約８割が「知らない」と回答しています。名簿制

度の周知徹底や、個別避難計画の作成を通じた平時からの関係づくりなど、実効性のある地域

防災体制の構築が課題です。 

 

 

【市の取組】 

〇避難行動要支援者制度の周知・啓発活動を行い、自助・互助の意識醸成の強化に努めます。 

〇地域防災に対する意識を醸成し、発災時の市民の役割を明確化します。 

〇避難行動要支援者名簿を活用し、安否確認ができるようなルールづくりに努めます。 

〇個別避難計画の作成を推進します。 

〇個別避難計画に基づいた訓練を行い、定期的に計画が見直されるよう推進します。 

〇福祉避難所のマニュアルに基づき、避難所の具体的な受入体制について協議します。 

〇災害時の医療救護体制を確立し、発災時に速やかに開設できるよう努めます。 

〇地域住民に対し、災害時医療救護活動に関する訓練・講習等を実施し、啓発に努めます。 
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② 地域福祉活動を行う環境の整備・充実 

 

【現状と課題】 

居住地域で「暮らしやすい地域福祉環境づくり」が推進されている実感を持てない人が約８

割を占めています。誰もが住み慣れた地域で安心して暮らすためには、住まいの確保支援や移

動支援、バリアフリー化（ハード面）に加え、地域全体で生活を支える環境（ソフト面）の充

実を進めていきます。 

 

【市の取組】 

〇居住に課題を抱える人への横断的な支援の在り方について検討する仕組みをつくります。 

〇交通弱者に対する移動支援について、既存の公共交通や事業の精査とともに、福祉的な視点

に立った支援の在り方を検討します。 

〇各種寄附、寄贈を地域に還元し、地域福祉活動の活性化を行います。 

〇バリアフリー・ユニバーサルデザイン化に取り組み、公共施設の機能充実を目指します。 

〇住民活動の拠点として、市内に設置した公民館・地域学習センターや交流センターが活用で

きるよう推進します。 

〇地域創生、まちづくりの推進とともに、民産学官が協働し、地域福祉活動が行いやすい環境

をつくります。 

〇世代や分野を超え、互いを知り学び合う場をつくり、ともに地域福祉活動が行える場を確保

します。 

〇介護予防ボランティア等で養成された高齢者の活躍・活動の場を確保します。 
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③ 誰もが健やかに地域で支え合える居場所づくり 

 

【現状と課題】 

地域での「障がい者や高齢者の社会参加」について、約８割の市民が進んでいる実感を（あ

るいは現状を）把握していません。制度の狭間にある人や、ひきこもり状態にある人など、既

存の縦割りの福祉サービスではカバーしきれない人々の「居場所」が不足しています。サロン

や通いの場を、参加者が役割を持ち、誰もがアクセスしやすい環境の整備を進めていきます。 

 

【市の取組】 

〇高齢者や障がい者、子育て世代の人、認知症の人、ひきこもりの人、外国人、不登校のこど

も等、あらゆる人が社会とつながり、活躍できる居場所づくりを支援します。 

〇一次予防（病気の未然予防）、二次予防（早期発見・早期治療）、三次予防（再発予防・社会

復帰）と地域づくり活動との連動した居場所づくりを推進します。 

〇居場所に参加したくてもできない方が参加できる仕組みを検討し、参加支援を行います。 

〇居場所が分野を超えた新たなつながりとなるようなプラットフォームを構築します。 

〇地域寄り合い処や子育てサロン等で、健康の維持・向上の意識に根付く居場所づくりを推進

します。 
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第５章    重層的支援体制整備事業実施計画 

 

 
 

１ 計画の目的 

少子・高齢化が進み、高齢者のみの世帯や独居世帯が増加し、また、地域における人間関係

が希薄化する中で、困りごとを抱え続ける生活困窮者等が散見されるなど、その内容は従来の

各福祉分野（高齢、障がい、こども・子育て、生活困窮等）の狭間となるような、複合的で複

雑化したものとなっており、市民が安心して生活をしていくためには、住民一人ひとりが抱え

る課題に対応する「地域力」の向上が必要となっています。 

当市では、令和４年度から関連分野の計画との整合を図り、２年に渡り保健福祉部内で事業

の在り方を検討し、「地域共生社会の実現のための社会福祉法等の一部を改正する法律」に基づ

く重層的支援体制整備事業実施計画を策定し、令和６年度から開始しました。関係機関と共通

認識を図り一つのチームとして取り組み、地域共生社会の実現に向け、市民一人ひとりに役割

がある、社会参加の機会がたくさんあるまちづくりを目指しています。 

 

地域共生社会を目指す図 

                                    包括的支援体制の評価指標①～⑥ 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

  

  

 

 

 

 

一般社団法人 コミュニティネットハピネス 土屋幸己氏作成 
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２ 重層的支援体制整備事業の概要 

重層的支援体制整備事業は、地域住民の複雑化・複合化した支援ニーズに対応する包括的な

支援体制を整備することを目的とした事業であり、社会福祉法（第106条の４第２項）に規定さ

れる第１号事業から第６号事業までのすべてを実施することとされています。 

 ・包括的相談支援事業（第１号） 

 ・参加支援事業（第２号） 

 ・地域づくり事業（第３号） 

 ・アウトリーチ等を通じた継続的支援事業（第４号） 

 ・多機関協働事業（第５号・第６号） 

既存の相談支援体制や地域づくりに関する事業を最大限に活用しながら、一体的に行う３つ

の支援（①つながる、②つなぐ、③場をつくる）に取り組み、誰一人取り残されない支援体制

を構築します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

あ

相談支援 参加支援 地域づくり支援

・総合的に相談  

 を受ける体制 

・アウトリーチ  

 を行う体制 

・相談と地域 

 資源をつなぐ 

・狭間のニーズ  

 に対応する 

・間口の広い 

 多様な場づくり 

・地域づくりの  

 ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾄ 

新たな課題の 
発見・気づき 

① つながる ③ 場をつくる ② つなぐ 

多機関協働事業 
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３つの支援 ＋ 多機関協働事業 

① つながる  

世代や属性を問わない

相談支援体制の構築 

包括的相談

支援事業 

 

地域包括支援センターの 

運営 

 

多機関協働事業 

障がい者相談支援事業  

 

 

利用者支援事業  

アウトリーチ等

を通じた継続

的支援事業 

生活困窮者自立相談支援事

業 

② つなぐ   

多様な参加支援 

社会参加にむけた支援 

（相談と地域資源をつなぐ・狭間のニーズに

対応する） 

③ 場をつくる 

地域づくりに向けた支援 

地域づくり

事業 

 

地域介護予防活動支援事業  

 

参加支援事業 

生活支援体制整備事業 

地域活動支援センター事業 

地域子育て支援拠点事業 

生活困窮者支援等のための 

地域づくり事業 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（出典）包括的支援体制整備が努力義務になっているなんて知らなかったひとへのガイドブック 

三菱 UFJ リサーチ＆コンサルティング 

この図の中の指標 ※1～6について評価を実施します。 
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３ 計画の位置づけ 

本計画は、社会福祉法第106条の５の規定に基づき、重層的支援体制整備事業を適切かつ効果

的に実施するため、事業の提供体制に関する事項を定める実施計画です。 

本計画の上位計画である「第５期富士宮市地域福祉計画」においても、重層的支援体制整備

事業に取り組むことを明記しており、事業を推進することで地域共生社会の実現を目指します。

あわせて、総合計画や各分野別の計画及び富士宮市社会福祉協議会が策定した富士宮市地域福

祉活動計画とも整合・連携するとともに、各分野を横断かつ包括する計画とします。 

 

 

４ 計画の期間 

本実施計画の期間は、富士宮市地域福祉計画（現行第５期計画期間 令和８年度から12年度）

との整合を図った期間とします。 

また、ＰＤＣＡサイクルの管理に従って、毎年度、富士宮市重層的支援体制推進会議や関連

機関等との間で施策や目標に関わる取組状況、実績評価を踏まえた見直し検討等を進め、計画

内容を充実したものとしていきます。 
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５ 事業評価（令和６年度・７年度の評価） 

 

包括的相談支援事業  

・「まるごとつながる相談窓口」のチラシを作成し、各公共施設の窓口に配架及び民生委員・

児童委員に配布し、地域住民へ周知した。 

・市役所職員を対象に「研修会」を実施し、各窓口での断らない相談体制の強化につなげた。 

 

参加支援事業 

・参加支援事業の利用となった対象者は「ひきこもり状態」の方が多い分析結果であった。 

・ひきこもり当事者の趣味を糸口に、社会参加の「居場所」につなげることができた。 

・地域活動支援センターでは、障がい者以外の方を受け入れられる体制を構築できた。 

 

地域づくり事業 

・市社会福祉協議会のコミュニティソーシャルワーカーや、生活支援体制整備事業の協議体

担当者と情報交換をし、地域住民の活動について確認できた。 

 

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業 

・アウトリーチ支援員が市社会福祉協議会に配置されたことにより、ひきこもり状態の人や、

8050問題の50代側の支援者が不明確だった方への支援が展開できるようになった。 

 

・社会的ひきこもりの調査について(令和６年度実施） 

 （対象）民生委員・児童委員、福祉・医療の相談業務を担う機関（76機関）に対してアン

ケート調査を実施した。 

 （調査結果）民生委員・児童委員では48人、相談業務の事業所では42人の方を把握してい

た。状況的には、ひきこもりの方の高齢化・長期化が進み、8050問題も顕在化していた。 

また、不登校からつながる、ひきこもりの方も見られた。 

 （対応）ケースごと状況を確認し、包括的相談支援事業所などにつなぎ、既存の制度で対

応が難しい場合には、重層的支援会議・支援会議（つながる会議）を開催した。 

 

多機関協働事業 

・保健福祉部各課に「連携担当者」を配置し毎月１回会議することで、各機関の役割を明確

にできた。 

・重層的支援会議を開催し、支援の方向性を定めた支援プランを作成できた。 
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＜各会議開催件数＞ 

 令和 6年度 令和 7年度 

（12月末まで） 

連携担当者会議 12 回 10回 

各連携担当者から

提出事例 

16 事例 ９事例 

検討後、重層的支

援会議・支援会議

(つながる会議)が

必要と判断された

事例 

10 事例  

ひきこもり(高齢者虐待・8050問題など同

居者のひきこもり)６人、母子（不登校）１

人、 

健康問題２人、ネグレクト（障がい者虐

待）１人 

3事例(新規） 

ひきこもり（8050問題な

ど同居者のひきこもり）

３人 

重層的支援会議開

催 

(中核機関として

プラン作成） 

８事例（男性６人：女性２人） 10事例（男性７人：女性３

人） 

２(新規）８(継続） 

アウトリーチ支援

プラン作成 

５件 ７件 ２(新規）５(継

続） 

参加支援プラン作

成 

４件 ６件 １(新規）４(継

続） 

プラン終結 ０件 4件 

支援会議開催 ２事例（男性１人：女性１人） １事例(女性 1人） 

 

 

令和８年度以降の評価方法 

包括的相談支援事業及び地域づくり支援事業においては、各課における既存の事業評価を継

続します。事業の全体評価は、福祉企画課が所管する地域福祉計画推進プロジェクトにおいて、

包括的支援体制の評価指標に基づき評価します。 

評価結果については、地域福祉計画策定専門委員会やセーフティネットワーク会議の場で報

告し、委員に意見を求めます。 
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６ 事業の実施体制及び実施内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士宮市では、保健福祉部各課に連携担当者を配置し、担当者間で協議を行うことで、重層

的支援体制として取り組む事例か否かの判断及び事例の進捗管理を円滑に行うことができて

いることが特徴です。 

 

〇包括的相談支援事業（第１号） 

包括的相談支援事業は、高齢、障がい、こども、生活困窮の各分野において実施してい

る既存の相談支援において、断らない相談支援体制を構築し、相談者の属性、世代に関わ

らず、地域住民からの相談を幅広く受け止め、課題の解決に向けて必要な機関へのつなぎ

や連携した支援を行います。既存の各分野における相談支援を重層的支援体制整備事業と

して一体的に実施し、利用可能なサービス等に関する情報の提供及び助言、支援関係機関

等との連絡調整を行います。 

 

【現状】 

【高齢】地域包括支援センター事業 

既存の制度にあてはまらないケースへの対応に苦慮していたが、重層的支援会議にお

いて支援方針や役割分担が明らかになり、地域包括支援センターがケースを抱え込む心

配が薄らぎました。 

【障がい】相談支援事業 

相談件数の増加のみならず、複合的な問題を抱えた相談が増加しており、適切な対応、

支援ができるよう体制整備を行う必要があります。 
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【こども】利用者支援事業 

出生数は減少しているものの、相談件数は増加しており、その内容も複雑化・複合化

しています。こどもの問題というよりは、親の問題が大きく、こども未来課、健康増進

課、障がい療育支援課等の複数課で協議し対応しています。 

【生活困窮】自立相談支援事業 

課題解決できぬまま支援が途絶えてしまったケースの実態把握、サポートを継続する

体制づくりが必要です。 

 

【施策・目標】 

①行政窓口をはじめ各包括的相談支援事業者は、相談者の属性や世代を問わず相談を受

け止め、抱える課題の整理を行います。 

②複雑化・複合化した課題を抱え支援関係機関の役割分担を整理する必要がある事例に

ついては、各分野の連携担当者に支援を依頼します。 

③相談がつながりやすくなるよう、相談窓口の周知や民生委員・児童委員、地区社会福

祉協議会、見守り安心事業協力事業所等、地域住民や地域の多様な団体とネットワー

クを構築します。 

 

 

〇参加支援事業（第２号） 

参加支援事業は、既存の制度や支援で対応が難しい本人や世帯のニーズ等に対応し、社

会とのつながりづくりに向けた支援を行います。また、あらゆる市民が役割を持てるよう

な居場所や出番をつくる「参加」の機会を増やすため、市内の社会資源の把握と活用・連

携に向けた働きかけを実施します。 

 

【現状】 

・高齢分野で実施している「地域寄り合い処」では、世代や属性を問わない参加者が参加

できる居場所が一部で生まれてきています。 

・障がい分野では、地域活動支援センターで障がい者以外の方を受け入れできるよう「内

職ステーション」を開設し、世代や属性を問わない参加者が参加できる環境を整えまし

た。 

 



55 

 

【施策・目標】 

①社会福祉法人や地域協力事業所・者等に対して、他者との交流機会や就労準備等を行

う機会となる受け入れ先を開拓し、属性にとらわれず新たな通いや集いとなるプログ

ラムを創出していきます。 

②参加の機会を必要とする住民が、希望する参加の場を利用できるように、その参加希

望者・協力者との調整を行い参加支援事業としての仕組みづくりを行っていきます。 

③誰でも気軽に参加できる居場所やコミュニティなどの場づくりをし、その中で本人の

役割づくり等を支援します。 

④福祉以外の分野にも働きかけを行い、多様の場の創出に取り組み、孤立の解消を視野

に入れた支援を行います。 

 

事業名 運営形態 

参加支援事業 委託 

 

重層的支援体制整備事業で活用する既存の資源としての一例 

主な対象者 社会参加資源等 

高齢者 

地域寄り合い処・スロトレ等 

認知症カフェ 

就労場所 

障がい者 就労継続支援 B型事業 

こども 

地域子育てサロン 

園庭開放 

地域子育て支援センター 

生活困窮者 生活困窮者等世帯のこどもの学習・生活支援事業 

地域寄り合い処・スロトレ等の詳細については、「地域資源情報 生活支援体制整備事業」 

「一般介護予防事業の案内」に掲載をしています。 
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〇地域づくりに向けた支援事業（第３号） 

既存の法体系に基づく拠点づくり以外も含めて、地域づくりに向けた支援事業は、世代

や属性を超えて住民同士が交流できる多様な場や居場所を整備します。「人と人」「人と居

場所」などをつなぎ合わせ、顔の見える関係性や気に掛け合う関係性が地域の中でうまれ

るよう促し、共に生きる力を育みます。さらに多様な地域づくりの担い手が、出会い学び

合うプラットフォームを促進することで地域における活動の活性化や発展を図ります。 

また、居場所の整備とともに、各拠点において把握及び受け止めた課題を専門機関等に

つなぐ流れを整備することで、必要な相談や参加支援につないでいく体制を構築します。 

 

【現状】 

【高齢】一般介護予防事業（地域介護予防活動支援事業） 

スロトレ、脳トレ等の介護予防ボランティアの育成・活動支援、地域寄り合い処の運

営支援を継続して行っています。使用する会場が限定してきており、会場確保の方法に

ついて検討が必要です。 

【高齢】生活支援体制整備事業 

通院、買い物などの移動支援が必要な高齢者が増えており、第一層協議体の大きなテ

ーマとなっています。 

【障がい】地域活動支援センター機能強化事業 

制度の狭間にあるケースの受け入れ等、新たな取組について検討を行います。 

【こども】地域子育て支援拠点事業 

子育て支援に関連するサービスメニューについて検討中です。 

【生活困窮】生活困窮者支援等のための地域づくり事業 

既存事業で行ってきた地域づくりの取組を把握し、それら取組との連動を考える必要

があります。 

 

【施策・目標】 

①人と人、人と地域がつながり支え合う関係性を育み、見守りなどのセーフティネット

の充実を図ります。 

②高齢、障がい、こども、生活困窮者等の居場所を確保し、すべての住民を対象として

地域における交流の場や居場所の確保を進めていきます。 

③興味・関心から地域におけるつながりが生まれる場や、これまでつながりの薄かった

分野の取組と積極的につながりをもつように努めます。 

④分野、領域を超えた地域の多様な主体が出会い、つながりの中から更なる展開を生む

機会となるプラットフォームを形成します。 
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重層的支援体制整備事業として一体的に実施する事業 

福祉分野 事業名 運営形態 

高齢者 

介護予防活動支援事業 

（介護保険法第 115条の 45第１項第２号） 
直営 

生活支援体制整備事業 

（介護保険法第 115条の 45第２項第５号） 

直営 

委託 

障がい者 
地域活動支援センター事業 

（障害者総合支援法第 77条第１項９号） 
委託 

こども 

地域子育て支援拠点事業 

（児童福祉法第６条の３第６項） 

（子ども・子育て支援法第 59条第９号） 

直営 

委託 

生活困窮者 
生活困窮者支援等のための地域づくり事業 

（生活困窮者就労準備支援等事業等実施要項） 
委託 

 

〇アウトリーチ等を通じた継続的支援事業（第４号） 

長期に渡りひきこもり状態にあるなど、複雑化・複合化した支援ニーズを抱えながらも

必要な支援が届いていない人や、支援につながることに拒否的な人に支援を届けられるよ

う伴走支援を行います。 

 

【現状】 

・困り感があるが相談につながっていない市民や民生委員・児童委員等から相談につなが

るよう事業の周知を行い、相談のあった方は、重層的支援会議につなげ、支援プランを

作成しています。また、家庭訪問や電話連絡等を実施し、ひきこもり当事者やご家族等

へのアプローチを行っています。 

 

【施策・目標】 

①高齢、障がい、こども、生活困窮分野で取り組まれている他のアウトリーチと協働し、

特定の分野が単独でアプローチすることが困難な事例を支援します。 

②本人と直接対面することや、継続的な関わりを持つために、信頼関係の構築に向けた

丁寧な働きかけを行います。 

③地域住民のつながりや、様々な支援関係機関のネットワーク等を活用して、潜在的な

相談者を発見できる入口を多様にし、支援を必要とする人の早期把握に努めます。 
 

事業名 運営形態 

アウトリーチ等を通じた継続的支援事業 委託 
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〇多機関協働事業（支援プランの策定）（第５号・第６号） 

多機関協働事業は、包括的相談支援事業者等から繋がれた複数の支援関係機関の連携に

よる支援を必要とする地域住民に対し、多機関が協働して支援の方向性や役割分担を検討

していきます。多機関協働事業者は地域生活課題を解決するために支援プランを作成し、

アウトリーチ等を通じた継続的支援及び参加支援事業と一体的に進めていきます。 

 

【現状】 

・事業につながったケースについては、各分野が従来の役割のみにとらわれることない支

援をしていく意識の醸成が少しずつなされています。 

 

【施策・目標】 

①福祉総合相談課が中核機関となり、多様な関係機関との連携やアウトリーチ・参加支

援・地域づくり支援事業と連動させていきます。 

②各分野の連携担当者と調整し、単独の包括的相談支援事業者では対応が難しい複雑

化・複合化した課題に対する解決に向けた重層的支援会議・支援会議（つながる会議）

を開催し、支援関係機関の役割分担や支援の方向性を定めた支援プランを作成します。 

③重層的支援会議・支援会議（つながる会議）を通じ、支援関係機関の対応力向上を目

指します。 

④多機関協働事業で抽出された地域生活課題等については、各種計画等における包括的

相談支援体制や地域づくり支援事業と連動させ新たな施策整備を目指していきます。 

 

 

 

 

 

※「支援会議」 

社会福祉法第 106 条の６に規定。潜在的な相談者へ支援を届けるために、個々の事例の情報共有や地

域における必要な支援体制の検討を行う。会議構成員に対し守秘義務が課せられる。 

※「重層的支援会議」 

相談のあった事例に対し、多機関協働によるプランの適切性の協議やプラン終結時等の評価、必要な

資源開発にむけた検討等を行う。個人情報の取扱いについては、本人同意が必要。 

 

 

 

事業名 運営形態 相談窓口・事業所名 

多機関協働事業 直営 富士宮市 福祉総合相談課 



59 

 

第６章    成年後見制度利用促進基本計画 

 

 
 

１ 現状と課題 

（１）成年後見制度が必要となる背景 

成年後見制度は、認知症や知的障がい、精神障がいなどの理由で、判断能力が不十分な

人の財産や権利を擁護し、支援していく制度です。 

高齢者人口の増加に伴い、認知症高齢者の増加が予想されます。また、障がい者を介護

する方の高齢化等に伴い、今後、成年後見制度の利用が必要な障がい者が増加すると考え

られます。 

令和６年12月末時点における本市の成年後見制度の利用者数は262人ですが、市内の高

齢者施設、障がい者施設、居宅介護支援専門員、相談支援専門員及び富士圏域にある入院

病床を有する精神科病院を対象とした令和６年９月の実態調査では、現在もしくは近い将

来、制度の利用が必要と思われる人の合計は260人で、潜在的なニーズが多いという結果で

した。一方、市民の成年後見制度の認知度は低く、「制度名は知っているが、内容は知らな

い」の割合が53.6％、「制度名も内容も知らない」の割合が26.4％というアンケートの結果

となっています。 

 

 

（２）成年後見制度の利用支援 

成年後見制度に関する相談件数は、年度によって変動がありますが、増加傾向にありま

す。特に身寄りのない方（親族がいない又は親族がいても支援が受けられないというケー

ス）の相談が増加しています。将来に備えて、今から何ができるか検討したい（任意後見

制度の活用等）という相談も増えています。 

さらに、高齢者や障がいのある人等の成年後見制度利用にあたり、必要経費負担能力の

ない人に対して経費の一部又は全部を助成する成年後見制度利用支援事業の利用者も増

加しています。 
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【前回計画の具体的な取組における評価指標】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）課題 

市民一人ひとりが、どのような状態になっても意思決定をしていく主体者として、地域

社会に参加できるための意識醸成を図る必要があります。あわせて、判断能力が十分では

ない高齢者や障がいのある人等の権利を擁護するため、支援が必要な人を早期に発見し、

速やかに支援に結び付けることが重要です。また、尊厳のある本人らしい生活の継続と地

域社会への参加を図る支援を推進するために、権利擁護支援策の総合的な充実に向けた検

討が必要です。 

  

【市の取組】 

・支援を必要としている当事者が地域生活に参加し、共に生活するための意思決定支援に関

する取組を推進します。 

・中核機関（権利擁護支援推進センター）の機能、体制を強化します。 

・地域連携ネットワークづくりを推進及び強化します。 

・権利擁護意識を持った市民の育成及び支援体制の整備を推進します。 

・新たな権利擁護人材（権利擁護サポーター等）の育成等について検討し、どのような状

態になっても誰もが意思決定できる体制を整備します。 

・成年後見制度の見直しに伴う権利擁護支援策と、持続可能な権利擁護支援に向けた取組

を検討します。 

・相談窓口の広報、周知を強化します。 

・市民や関係機関に対し、任意後見制度を含めた成年後見制度及び関連諸制度に関する正

しい理解を促進します。 

・市長申立てを適切に実施します。 

・成年後見制度利用支援事業を推進します。 
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２ 具体的な取組 

（１）中核機関（権利擁護支援推進センター）の機能、体制の強化 

地域連携ネットワークのコーディネートを担う中核機関の役割には、①司令塔機能、②

事務局機能、③進行管理機能があります。 

 

地域連携ネットワーク及び中核機関（権利擁護支援推進センター）が担うべき具体的機

能等については、次に掲げる①広報機能②相談機能③成年後見制度利用促進機能④後見人

支援機能が求められています。また、これらの４つを整備・強化するとともに、不正防止

にも配慮します。 

本市においては、行政と富士宮市社会福祉協議会を中核機関（権利擁護支援推進センタ

ー）として位置づけ、富士宮市社会福祉協議会に市民後見人の育成及び活動支援を業務委

託し、中核機関（権利擁護支援推進センター）の運営を協働して行います。 
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（２）権利擁護支援のための地域連携ネットワークづくり 

尊厳のある本人らしい生活の継続と地域社会への参加を図れるよう、地域連携ネットワ

ークの関係機関と共に、包括的・重層的・多層的な支援体制を構築し、地域連携ネットワ

ークを推進するために、富士宮市権利擁護ネットワーク会議を開催します。 

会議は、地域連携ネットワークの関係機関が集まり、多職種間の連携強化、権利擁護に

関する課題の検討、調整、解決策等を協議する全体会と、個別ケースの検討等チームとし

て支援する案件が生じた際、必要に応じて招集する作業部会の２層構成とします。また、

全体会では地域課題の把握及び分析を行い、総合的な権利擁護支援策の充実に向けた検討

を行います。あわせて、民間企業とも協働し、持続可能な権利擁護支援の仕組みづくりを

検討します。 
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【地域連携ネットワークにおける役割】  
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（３）市民後見人等の権利擁護意識を持った市民の育成・支援体制の整備 

近年、親族以外の第三者後見人が選任される割合が高まっています。第三者後見人とし

て、弁護士、司法書士、社会福祉士等の専門職が選任されることが多かったのですが、こ

れら専門職は、受任できる件数が限られていることから、第三者後見人の担い手として市

民後見人への期待が高まっています。また、同じ地域に暮らす生活者の立場で本人の意思

を丁寧にくみ、その決定を支援できる人材としての役割が期待されています。 

市民後見人の活動を普及・啓発し、市民後見人の認知度の向上を目指します。市民後見

人を養成し、その活用を図ること等によって、市民の権利擁護を推進できると考え、市民

後見人を継続的に養成・育成し、その活動を支援する取組を継続的に行います。 

新たな権利擁護人材（権利擁護サポーター等）の育成等について具体的に検討し、どの

ような状態になっても誰もが意思決定できる体制を整備します。 

 

 

【市民後見人養成の流れ】 
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３ 評価指標及び評価方法 

本計画に基づく各取組及び事業の進捗管理を行うとともに、効果等に関する評価を加え、改

善を図ります。 

評価方法については、下記評価指標に基づき、富士宮市権利擁護ネットワーク会議において、

進捗状況や実施状況等を確認評価することにより、必要に応じて計画の見直し等を行います。 
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第７章    計画の推進体制 

 

 
 

１ 計画の周知 

地域福祉を推進する上で、本計画の考え方や施策の展開について、地域住民、福祉活動団体、

ボランティア、医療・福祉関係者、福祉事業所などすべての人が共通の認識を持つことが重要

です。そのため、広報紙やホームページに掲載する等、様々な機会をとらえて周知を図ります。 

 

 

２ 計画の推進体制と管理・評価 

地域課題への取組についての協議や意見交換をする場を確保するとともに、社会福祉協議会

や福祉関係機関等と協議・連携し、地域の課題を地域で解決する取組や自助・互助・共助・公

助の在り方を検討します。 

進行管理の点検は、管理手法の基本的な考え方である「ＰＤＣＡ」サイクルを取り入れ、Plan

（計画）、Do（実施）、Check（点検・評価）、Action（改善・見直し）を繰り返し行うことで進

行状況を把握し、課題を解決しながら継続的な改善に取り組みます。 

また、本計画の基本理念や基本目標の達成状況を把握するため、毎年度、関係する事業等の

進捗状況を評価していきます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

計画（Plan） 
取組等を設定 

実行（Do） 
計画の内容を踏まえ、

事業を実施 

改善（Action） 
評価の結果を踏まえ、取

組の改善、計画の見直し

等を実施 

評価（Check） 
進捗状況を定期的に 

把握・評価 

ＰＤＣＡサイクル 
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３ 富士宮市が目指す『地域共生社会』のイメージ図 
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富士宮市版地域共生社会 

『我がごと参画 まるごとつながる富士宮』とは 

 

意味はとてもシンプルであり、お年寄りも、障がいのある人も、こどもも、今は少し生活に

困っている人も「誰一人取り残されない」で、みんなが一緒に、いきいきと暮らせるまちをつ

くろう！という目標を描いています。 

 

 

１．『住民が互いに気をかけあう地域づくり』とは 

地域のあたたかい「つながり」を目指す、地域住民が主となる内容です。 

日常でのあいさつを通じて「最近あの人を見かけないな」という、近隣住民だからこそ気付

ける「小さな気づき」が、誰かの孤立を防ぐこと、時には命を救うきっかけになります。 

いざという時、頼りになるのは近くの隣人（友人）です。図にある「防災訓練」や「地区社

協活動」は特に互助の要です。「気をかけ合う」ことは、このまちの安全を守る最初の砦となり、

このような行動が地域力を高める大きな力になります。 

 

２．『まるごと相談（分野を超えた断らない相談支援）』とは 

行政を中心に学校など関係機関が連携し、誰一人取り残されない支援を目指すという内容で

す。 

日常生活では、自分だけでは解決できない、難しい問題が起きることがあります。「介護と育

児が重なってしまった」、「病気で働けず生活が苦しい」など問題は複数重なっている状況もあ

ります。 

その際に相談を受ける機関は、まず「まるごと」受け止め、解決するための内容に合わせて

専門機関が連携しサポートにつなげていきます。これが、市民の生活を支えるセーフティネッ

トの役割となります。 

 

３．地域における人と資源の「循環」 

このように、地域共生社会では「困っている人に気付く地域」と「行政をはじめとする専門

的に支える多機関チーム」が車の両輪のように連動していきます。また、地域には居場所をは

じめ、産業や文化といった様々な資源があります。地域における人と資源を循環させ、普段は

支えられる側であった人も得意分野や経験を活かし、環境によっては誰かを支える側になると

いう「誰もが誰かの支え手」となることを推進します。 

地域共生社会を実現するために大切なことは、「民産学官の連携」です。住民（民）、企業や

産業（産）、学校など教育機関（学）、そして行政（官）が連携し、安心して暮らせる福祉のま

ちづくりを目指していきます。 
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第２部 富士宮市地域福祉活動計画 
 

第１章    計画の概要 

 

 

 

１ 地域福祉活動計画策定の趣旨 

富士宮市社会福祉協議会（以下「市社協」という。）では、社会福祉法第 109条に規定される「地

域福祉の推進を図ることを目的とする団体」であることを踏まえ、平成 20 年から概ね５年ごとに、

地域住民をはじめ、地域の関係団体や企業、行政などとの連携や協働のもと、地域福祉活動計画を策

定し、地域福祉の推進に取り組んでまいりました。 

今日の地域社会は、少子高齢化による人口減少、核家族化や高齢者世帯の増加の他、ライフスタイ

ルや価値観の多様化に伴い、同じ地域に暮らす住民同士のつながりの希薄化が進んでおります。それ

に加え、不登校やひきこもりをはじめとする社会的な孤立、貧困、8050問題（80代の親と 50代の無

職の子の同居世帯の増加）、ダブルケア（介護と育児を同時に行う世帯）、また自殺者が後を絶たな

いなど、複雑で複合的な社会問題が顕在化し、公的サービスや制度だけでは対応しきれない課題が増

加しております。 

このような社会構造や人々の暮らしの変化を踏まえ、制度・分野ごとの『縦割り』や、「支え手」

「受け手」という関係を超え、地域住民や地域の多様な主体が参画し、世代や分野を超えつながるこ

とで、住民一人ひとりの暮らしと生きがい、地域をともに創っていく地域共生社会の実現を目指して

いきます。 

市社協では、住民主体の地域福祉活動を推進し、地域の助け合い・支え合いの仕組みを強化し、人

生における様々な困難に直面した場合でも、誰もが住み慣れた地域で安心して暮らせる環境づくり

を目指し第５期地域福祉活動計画を策定しております。 

 

 

 

２ 計画の期間・評価 

この計画は令和８年度を初年度として、令和 12年度までの５年間を計画期間とします。社会情勢

の変化や他計画との整合性を図るため、年２回評価し、必要に応じて見直しを行います。 
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３ これまでの活動計画のあゆみ 

富士宮市社会福祉協議会では、平成 20年度よりおおむね５か年を計画期間とする活動計画を順次

策定し、地域福祉の推進を図るための施策・事業を実施してまいりました。 

 

第１期地域福祉活動計画（平成 20 年４月～平成 25 年３月） 

基本目標：「人にやさしい福祉のまちづくり」 

  推進内容：地域をステージにした事業を展開し、住民のみなさんが住み慣れた地域 

で、安心して生活できるよう取り組みました 

第２期地域福祉活動計画（平成 25 年４月～平成 28 年３月） 

基本目標：「ふれあい」「ささえあい」「まなびあい」 

～地域における連携・協働を進める～ 

  推進内容：予防・ニーズの発見（声掛け・見守り）から、孤立・孤独を無くし、地域 

で温かく寄り添えるような地域づくりに向け取り組みました。 

第３期地域福祉活動計画（平成 28 年４月～令和３年３月） 

基本目標：住み慣れた家庭や地域で、安心していきいきと暮らしあえる福祉のまちづ 

くり 

  推進内容：同じ地域に暮らす住民同士のつながりを基盤として、お互いに支えあい、 

助け合いながら、住み慣れた家庭や地域で暮らし続けられるよう取り組み 

ました。 

コロナ禍により地域との対話の機会が得られないことから策定を１年遅らせました 

 

第４期地域福祉活動計画（令和４年４月～令和８年３月） 

基本目標：いきいきと暮らし 心をかけあう福祉のまち 

  推進内容：すべての人々が生きがいを持ち、住み慣れた地域で安心して暮らしていけ 

ることを目指し、市内 14か所の各地区社協ごとの取組みを明確にしまし 

た。 

  評  価：地区社協が社会情勢（ひきこもり支援・8050問題など）に目を向け、地域課

題として捉え意識の醸成に努めました。その課題における地域の役割を整理

し着実に歩みを進め概ね達成できました。継続課題は、第５期の計画として

地区社協の事業として取り組みます。 

 



72 

 

４ 地域福祉計画と地域福祉活動計画の関係 

富士宮市地域福祉活動計画は、富士宮市が策定する富士宮市地域福祉計画と、地域福祉推進におけ

る両輪として策定しています。両計画は相互に補完し合い、一体的に推進するものであるため、富士

宮市と富士宮市社会福祉協議会では、計画の策定及び推進を連携・役割分担しながら進めておりま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

     

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

╓ È É   ¤ ǲ 
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連携    地域福祉の理念の共有    

地域福祉推進計画    

╓  
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進捗管理    

╓  

¤

≠╢  
進捗管理    

役割分担・補完・補強 
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①進行管理について 

第５期地域福祉活動計画を実行性の高い計画とするために、これまでと同様に、ＰＤＣＡサイク

ル（ＰＬＡＮ（計画）➡ＤＯ（実施）➡ＣＨＥＣＫ（検証）➡ＡＣＴＩＯＮ（改善）の繰り返し）

に基づき、進行管理を行います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

②進行管理と評価 

この計画は令和８年度を初年度として、令和 12年度までの５年間を計画期間とします。上半期・

下半期の年２回評価し、必要があれば計画の見直しを行います。進行管理は策定チームが行い市社

協運営会議で報告します。これらのプロセスを経て取りまとめた進捗状況や評価の結果は、地域福

祉活動計画策定・推進委員会で報告します。  

 

È ǡ ǿÉ 

 

 

 

 

③計画に関する意見集約 

地区社協はじめ地域の活動者及び各事業の対象者に向け、適宜意見集約を行うとともに、必要に

応じアンケート調査を実施し、計画の見直しや次期計画に反映できるよう整理します。 

 

 

各
係 

策
定
チ
ー
ム 

運
営
会
議 

地
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計
画

策
定
・
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協同 報告 報告 

連絡調整 進行管理 

進行管理 

進行管理 
策
定
委
員
会 

報告 
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第２章    地域福祉活動計画 

 

 
 

１ 体系図 

 

 

 

 

 

 

 

 

基本理念 基本目標 市社協の方針

富士宮市 ともに認めあう意識の醸成

市社協 ふくしを学んで地域を育てる

地区社協 一人ひとりに目を向ける

富士宮市 誰もが健やかに地域福祉活動に参加できる意識の醸成

市社協 気づきが動きに、動きがつながりに

地区社協 広める・伝え合う

富士宮市 地域共生社会の担い手づくりの推進

市社協 誰もが支え手、支えられ手

地区社協 学ぶ・つくる・考える

富士宮市 誰もが取り残されることのない包括的な支援体制の整備

市社協 社協がつなぐ地域の安心ネットワーク

地区社協 つなぐ・つながる

富士宮市 福祉課題を抱えた方の権利擁護支援の推進

市社協 本人の意思尊重で安全・安心・信頼の社協へ　

地区社協 つなぐ・つながる

富士宮市 適切な窓口につながるための情報発信の充実

市社協 必要な情報を必要な人に届ける

地区社協 つなぐ・つながる

富士宮市 地域防災活動の整備・充実

市社協 災害に強い地域のつながり

地区社協 備える・助け合う

富士宮市 地域福祉活動を行う環境の整備・充実

市社協 暮らしに寄り添う地域のしくみ

地区社協 備える・助け合う

富士宮市 誰もが健やかに地域で支え合える居場所づくり

市社協 やりたい・行きたいがかなう場づくり

地区社協 参加できる・参加する

基本施策
１

基本施策
２

基本施策
３

●福祉を知る・見る・感じる
●地域福祉教育の実践

●活動者の育成・支援・開拓
●「無理なく続けられる」活動設計

●多世代・横断的な担い手の育成
●地域課題に応じた役割の創出
●社会福祉法人間の連携

●断らない相談支援体制の構築
●孤立予防、社会とのつながりの創出

●参加促進のための情報発信・
　マッチング
●居場所や交流の場の多様化・活性化
●バックアップ体制の確立

体系図

基本施策

世
代
を
つ
な
ぎ
、

未
来
へ
つ
な
ぐ
　
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
福
祉
の
ま
ち

地域で支え合え
る人づくり

基本施策
１

基本施策
２

基本施策
３

適切な支援を受
けられる仕組み
づくり

基本施策
１

基本施策
２

基本施策
３

安心していきい
きと生活できる
場づくり

●意思の尊重と意思決定支援の実践
●福祉・医療・司法など多職種連携と
　支援体制の整備

●適切な情報提供
●制度の広報、普及啓発

●関係機関・活動団体のネットワーク
●災害時の体制強化

●地域の実情に合わせた活動支援
●企業やNPO、学校との連携
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２ 地域福祉活動計画の読み方について 

①基本施策は社協として取り組むべきことに変換（体系図を参照） 

à á 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

à á 

事業における課題を整理し 

活動計画に落とし込みました。 

基本目標 市社協の方針

富士宮市 ともに認めあう意識の醸成

市社協 ふくしを学んで地域を育てる

地区社協 一人ひとりに目を向ける

富士宮市 誰もが健やかに地域福祉活動に参加できる意識の醸成

市社協 気づきが動きに、動きがつながりに

地区社協 広める・伝え合う

富士宮市 地域共生社会の担い手づくりの推進

市社協 誰もが支え手、支えられ手

地区社協 学ぶ・つくる・考える

基本施策

地域で支え合え
る人づくり

基本施策
１

●福祉を知る・見る・感じる
●地域福祉教育の実践

基本施策
２

●活動者の育成・支援・開拓
●「無理なく続けられる」活動設計

基本施策
３

●多世代・横断的な担い手の育成
●地域課題に応じた役割の創出
●社会福祉法人間の連携

基本目標１：地域で支え合える人づくり

富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12

ふくしを学んで地域を育てる

ともに認めあう意識の醸成

計画

基本施策①

地域共生社会の実現に向けた福祉教育

学校と家庭がつながるしくみづくり

社協のこれから　～５年後の姿～

自然にお互いが気にし合える関係ができている

社協で取り組むすべての事業方針
①福祉を知る・見る・感じる
②地域福祉教育の実践

取組
事業

R8

地域との協働 福祉をテーマにした勉強会の開催・共に学ぶ場の創設

♅ễӾФкϽжЭχ ʾ„℅ˢם ΥΜʾ ᵒῐּיʾᵒῐּי ᵔ ˣם☼

ᵓם☼ʾᶆ ם☼χ∑τ ῐּיϒ ΠϥΰΨϙϬᾁ

地域住民が地域の課題につ
いて考える機会を作る。

実施

市社協が目指す福祉のイ
メージを伝え続ける
世代に合わせた周知方法を
検討する。

実施

こどもが学んだことを保護
者に伝える。

実施

地域福祉教育のプログラム
の充実

実施

地域福祉教育
事業

・住民対象の福祉教育の場が設けら
れている。
・地域住民が地域の課題に関心を持
ち行動する。
・先生たちの福祉のイメージが「ふ
だんの暮らしの幸せ」に変わってい
る。
・ガイドブックが更新され、活用され
ている。
・地域福祉教育の活動・考え方を地
域の色々な人が知っている。
・地域福祉教育プログラムが充実し
ている。

ミニ講座の開催・プログラムづくり

連絡会の継続（担当以外の参加呼びかけ）

読み物としての分かりやすい資料づくり

ふくしの連絡網プリントの作成

福祉教育の協力者を増やしリストアップ

施策の実現に向け取り組むことを

計画に落とし込みました。 à ╓ á 
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基本目標１：地域で支え合える人づくり

富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12

富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12

地域との協働 活動の仲間探し・地域課題に応じた助け合いのネットワークづくり

協力者や理解者の増加

民間企業等との連携

活動者間の連携・協働の促進

地域との協働 福祉をテーマにした勉強会の開催・共に学ぶ場の創設

基本施策②

社協のこれから　～５年後の姿～

つながりが育ち、支え合いが根付く地域に成長している
地域住民と頼り頼られる関係性ができている

計画

誰もが健やかに地域活動に参加できる意識の醸成

気づきが動きに、動きがつながりに

R8

地区社協事業、地域寄り合い処事業、子育てサロン事
業、ボランティア事業、生活支援体制整備事業、重層
的支援体制整備事業、企画広報事業・交通遺児援護事
業、移動支援事業

方針
①活動者の育成・支援・開拓
②「無理なく続けられる」活動設計

取組
事業

学校と家庭がつながるしくみづくり

社協のこれから　～５年後の姿～

自然にお互いが気にし合える関係ができている

社協で取り組むすべての事業方針
①福祉を知る・見る・感じる
②地域福祉教育の実践

取組
事業

R8

ふくしを学んで地域を育てる

ともに認めあう意識の醸成

計画

基本施策①

地域共生社会の実現に向けた福祉教育 ♅ễӾФкϽжЭχ ʾ„℅ˢם ΥΜʾ ᵒῐּיʾᵒῐּי ᵔ ˣם☼

ᵓם☼ʾᶆ ם☼χ∑τ ῐּיϒ ΠϥΰΨϙϬᾁ

ⱧỘḧ ὀϬψΤϥʺ„℅Ϭᵫ℗ʺͨͣͨχ ם

Ṍ χ Μχ ρ ὀʾ╥ᴥᴦ σ χ
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３ 活動計画 
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R9 R10 R11 R12

活躍の場づくり

市社協 誰もが支え手、支えられ手

社協のこれから　～５年後の姿～

日常生活自立支援事業、法人後見事業、生活困窮者自
立支援事業、重層的支援体制整備事業、生活支援体制
整備事業、地域寄り合い処事業、子育てサロン事業、
地域活動支援センター事業、移動支援事業

新たな担い手が増え、住民の助け合いが促進されている

①多世代・横断的な担い手の育成
②地域課題に応じた役割の創出
③社会福祉法人間の連携

取組
事業

地域との協働

計画

個別課題を地域全体で支える仕組みづくり

ボランティアセンター設置

地域の拠点となるボランティア相談窓口づくり・すきまボランティアの創出

R8

方針

基本施策③ 地域共生社会の担い手づくり

ᵓזּ ♅ ᵓτΣΪϥὋ σ

ЩжрГϰϯИ˔Ї ₰ʺᶨ χ χ ʾӾ

◕ ῇᾋ ϒχӱ“ʺᾂ ῐ ∙χᶨ χ χ

τΰΪθᾁ

И˔ЇχᾋΠϥᴟʾ ₰ʾẸṳ
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基本目標２：適切な支援を受けられる仕組みづくり

富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12

富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12

本人の声を起点とした支援の展開・見守り支援の展開

意思決定支援を踏まえた権利擁護の展開

各専門職と連携できる関係づくり

身寄りのない人の生活支援

地域との協働

社協のこれから　～５年後の姿～

本人にとって最善の権利擁護を検討する体制ができている

計画

事業対象者と事業理解者の拡充

R8

日常生活自立支援事業・法人後見事業方針
①意思の尊重と意思決定支援の実践
②福祉・医療・司法など多職種連携
と支援体制の整備

取組
事業

組織内の共通認識と情報共有の場づくり

福祉課題を抱えた方の権利擁護支援の推進

本人の意思尊重で安全・安心・信頼の社協へ

地域との協働 属性を問わない相談支援体制づくり・積極的な多職種連携

基本施策②

困っている人が地域とつながる仕組みづくり

計画

生活のしづらさを抱えている人の支援体制づくり

誰もが初期相談を受けられる体制づくり

切れ目のない相談支援体制づくり

社協で取り組むすべての事業

R8

方針
①断らない相談支援体制の構築
②孤立予防、社会とのつながりの創
出

取組
事業

ひとりの困りごとにＡＬＬ社協で取り組んでいる
困っている人がとり残されない地域となっている

誰もが取り残されることのない包括的な支援体制の整備

社協がつなぐ、地域のあんしんネットワーク

社協のこれから　～５年後の姿～

基本施策①

相談機関の周知・相談支援体制の強化・様々な専門職とのネットワーク

共通の相談シートの作成・積極的な研修への参加

ＣＳＷとの連携・重層的支援体制整備事業視点醸成

専門性を活かした組織内研修・事例検討会の実施・相談システム導入検討

講演会の実施・ミニ講座の開催・SNSの活用

勉強会の開催・研修会への参加

福祉専門職集団へ働きかけ・士業専門職集団との関わり

法人後見事業の推進・新しい日常生活自立支援事業の実施

民生委員児童委員との連携・地域福祉教育の実施
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富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12

適切な窓口につながるための情報発信の充実

必要な情報を必要な人に届ける

社協のこれから　～５年後の姿～

基本施策③

方針
①適切な情報提供
②制度の広報・普及啓発

取組
事業

社協で取り組むすべての事業

・制度を必要とする人に情報が行き届いている
・情報提供のツールが拡充している

計画

多様な媒体を活用した広報の充実

R8

地域との協働 地域ニーズの集約・住民のあんしんにつながる情報発信

住民のニーズに合った情報編集と発信

みんなが社協の広告塔という意識づくり

広報紙の設置協力機関の拡充

ＨＰやＳＮＳの充実・社協広報紙のレベルアップ・各媒体の役割整理

協力企業の開拓

住民の声を拾う・ニーズに即した情報発信・「やさしい日本語」での発信

社協パンフレットのリニューアル・発信情報の共有の場づくり
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基本目標３：安心していきいきと生活できる場づくり

富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12

富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12

方針
①関係機関・活動団体のネットワー
ク
②災害時の体制強化

取組
事業

方針
①地域の実情に合わせた活動支援
②企業やNPO、学校との連携

取組
事業

協定締結団体との連携強化

地域福祉活動を行う環境の整備・充実

暮らしに寄り添う、地域のしくみ

社協で取り組むすべての事業

計画

災害時を想定した組織基盤強化

社協内部の役割を明確化

基本施策②

災害ボランティア本部立上げ訓練実施

社協のこれから　～５年後の姿～

地域全体の福祉力を高め、誰もが住みやすい環境が整えられている

地区社協事業、生活支援体制整備事業、地域福祉教育
事業、重層的支援体制整備事業、共同募金配分金事業

計画

地域住民活動へのバックアップ体制の強化

R8

災害支援ネットワークが構築されている

地域防災活動の整備・充実

災害に強い地域のつながり

社協のこれから　～５年後の姿～

基本施策①

R8

地域との協働 住民同士のつながりづくり・見守り活動の推進

地域との協働 災害ボランティア本部立上げ訓練への住民参加・情報が集まるシステムづくり

適切な補助金・助成金の交付

協定締結団体との定期情報共有会議の実施・協定の見直し・改正・実施

災害ボランティア本部マニュアル見直し・周知・実施

研修や講座の実施、地域福祉活動計画の進捗の把握とサポート

市との災害協定締結、協定締結団体との情報共有会議実施・連携

自治会との連携、協定締結団体との連携

原資の確保、柔軟な助成金・補助金交付検討
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富士宮市

市社協

R9 R10 R11 R12R8

誰もが健やかに地域で支え合える居場所づくり

ニーズに応じたプラットフォームづくり

やりたい・行きたいがかなう場づくり

計画

基本施策③

地域との協働 誰かにとって特別な居場所づくり・孤立のない地域づくりと社会参加の資源づくり

社協のこれから　～５年後の姿～

誰もが参加しやすい居場所・通いの場づくりが進められている

方針

①参加促進のための情報発信・マッチ
ング
②居場所や交流の場の多様化・活性化
③バックアップ体制の確立

取組
事業

重層的支援体制整備事業、地域活動支援センター事
業、地域寄り合い処事業、子育てサロン事業、子育て
支援センター事業、地区社協事業、生活支援体制整備
事業、総合福祉会館管理・経営事業、生活困窮者自立
支援事業、結婚相談事業

既存の通いの場・居場所への多様化支援 情報収集・意向周知・試行・受け入れ開始・見直し・実施

社会資源の情報収集、協議の場づくり、社会福祉法人連絡会との連携強化

居場所・通いの場立上げ支援、若者の社会参加の場づくり
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R8 R9 R10 R11 R12

実施

実施

応援してくれる企業を探
す。

実施

社協の認知度を上げる。 実施

関係団体を見える化する。 実施

必要な人に情報を届ける。 実施

寄付金の活用方法 実施

募金額を増やす。 実施

認知度を上げる。 実施

新しい協力者を増やす。 実施

新しい利用者を増やす。 実施

身近に感じてもらえるよう
にする。

実施

利用者の声を聴く、拾う。 実施

事業の正しい広報 実施

担い手募集の工夫 実施

つなぎ先の確保
身寄りのない人への対応

実施

後見人の具体的な役割明示 実施

制度を広く周知する。 実施

法人後見の担い手を増や
す。

実施

市民後見人の活躍の場を作
る。

実施

貸付事業 生活再建に向けた伴走支援 実施

①その人らしい生活への第一歩
を踏み出している。
②償還率が上がり、次の相談者へ
貸付を行う事ができるようにな
る。

共同募金運動
①必要性を理解してもらう機会が
増え、募金額が増加する。

福祉会館管理
経営

①年間１０万人が訪れる場所にな
る。

日常生活自立
支援事業

①導入前に本人にとって最善の
権利擁護を検討できる仕組みを
作る。
②新しい権利擁護事業に取り組
む。

遺児・交通遺児
援護事業

①必要な人に支援や情報が行き
届くようになる。

事業別地域福祉活動計画

事業名 課題
スケジュール

５年後の目指す姿

移動支援事業 担い手の確保

①移動困難者に対して多くの人や
機関がかかわるようになる。
②行政も含め移動困難者対策が
発展していく。

企画広報事業
①企業とのつながりが協力金の
増加につながり地域に還元でき
る財源が増える。

法人後見事業

①１人に対する後見事務チームを
作る。
（専門分野に切り分け）
②権利擁護サポーターの活躍
③後見人受任法人が増えている。

SNSの活用・関係機関と連携

住民同士の助け合い推進

地域貢献活動紹介・つなぐ

読者、閲覧者を増やす

企業の取り組みを紹介

事業内容の見直し・検討

寄付者・利用者に要望調査

募金方法の選択肢を増やす

地域行事等に協力依頼

協力依頼を直接する機会を作る

SNSの活用・ミニ講座

趣味の合う人同士の交流の場づくり

定期的なアンケートの実施

研修会、ミニ講座の充実・SNSの活用

活動者の声の発信・呼びかけ方法の工夫

ケース会議の開催・身寄りのない方対応検討

研修会の開催・専門職配置の検討

研修会、ミニ講座の充実・SNSの活用

社会福祉法人連絡会における継続的な発信

市民後見人への移行を進める

権利擁護人材としての活躍の場の創出

関係機関との連携・積極的なアウトリーチ

４ 個別計画（事業別計画） 
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R8 R9 R10 R11 R12

本事業の周知を図り、理解
者を増やす。

実施

孤立を防ぐ居場所づくり 実施

担い手を育成し、活躍の場
を作る。

実施

結婚相談所を周知する。 実施
幅広い世代に周知され、身近な相
談場所となる。

今後の事業の在り方検討す
る。

実施
社会情勢を鑑みて社協がこの事
業を継続するか否かを決定して
いく。

いろいろな団体の強みを活
かす。

実施

個別課題を解決する。 実施

地区社協活動を周知する。 実施

講座等を通じ、関わってく
れる人を増やす。

実施

補助金要綱をわかりやすく
改定し、共有する。

実施

茶話会の大切さを伝える。 実施

移動に関する困りごとを把
握する。

実施

新規参加者の増加 実施

利用者を増やす。

認知度の向上を図る。

参加者の利用に関する要望
等を確認する。

実施

参加者の選択肢を増やす。
（開催日が重ならないよう
にする。）

実施

企業等の事業理解が進まな
い。（企業等がメリット感じ
る部分は不明確。）

実施

通いの場、就業体験の場の
不足

実施

社会的孤立を防ぐ仕組みづ
くり

実施

個人を中心とした地域づくり 実施

事業名 課題
スケジュール

５年後の目指す姿

生活困窮者自
立支援事業

①事業が定着し、誰もが必要な支
援を受けられる。
②その人に合った孤立せず安心し
て集える居場所がある。
③身近でお互いに支え・支えられ
る関係性ができる。

重層的支援体
制整備事業（地
域づくり事業）

①住民が互いに気にかけ合い、役割
を持ち、地域活動に参加している。
②多様なニーズに応える仕組みが
地域に根付いている。

結婚相談事業

生活支援体制
整備事業

①包括等から情報を得る。
②協議体の圏域や開催方法を検
討し、個人で困っている方に対し
て、協議・解決できる場を設ける。

地区社協

①認知度があがり、住民が参加し
やすくなる。
②地区社協の在り方を検討し、地
域福祉活動が充実する。

地域寄り合い
処

①個人負担の軽減（移動など）
②運営協力者の増加
③多世代が参加できるような自
由設計が可能な寄り合い処づくり

寄り合い処への協力者（理
解者）を増やす。

実施

子育てサロン

実施

①20か所の子育てサロンの継続
②子育てサロン卒業者の地域活
動への参加
③子育てサロンの認知度向上

重層的支援体
制整備事業（参
加支援事業）

①企業等が事業理解を深め、地域
貢献活動の一環として職業体験等
の提供が行われている。
②既存の通いの場の伸びしろが広
がり、参加しやすい環境が整ってい
る。
③内職ステーションが広がってい
る。

講演会・出前講座の開催の開催、

ボランティアニーズ調査の実施

担い手の活躍の場の創出

参加しやすい・興味を持ちやすい居場所調査

HP・SNSの活用、チラシの配布

相談件数の減少と今後の動向踏まえた検討

意見を持ち帰り、団体としての意見を聴く

課題ごとの小さな協議体作り

ボランティア、重層と連携し、講座等を開催

地区社協の手引き作成と周知

広報（市社協・市・学校等）

現状把握、『茶話会のすすめ』作成・配布・周知

第2層協議体と連携、調査実施

SNSの充実・活用、（若者向け）フォーラム実施

自治会向けガイドブック作成・配布、周知

SNSの充実・活用（市社協Instagramなど）

SNSでの周知の充実、6カ月健康相談等で

の周知、チラシ設置場所の開拓・設置

アンケート調査実施、分析、反映

子育て支援連絡会にて確認・調整・実施

事業説明・企業のメリット把握・協力依頼

既存の居場所との連携・参加可能な場の周

知・内職ステーション周知・マッチング・実施

事業啓発・広報・活動者の把握

ニーズ調査・プラットフォーム展開
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R8 R9 R10 R11 R12

はじめたい人に向け周知す
る。

実施

活動に繋がる講座を開催す
る。

実施

団体とつながり続ける。 実施

災害時の協力者を見つけ
る。

実施

協定締結団体との連携強化 実施

災害ボランティア本部立上
げ訓練の実施

実施

社協内部の役割の明確化 実施

ボランティアセンターの設置 実施

地域住民が地域の課題につ
いて考える機会を作る。

実施

市社協が目指す福祉のイ
メージを伝え続ける
世代に合わせた周知方法を
検討する。

実施

こどもが学んだことを保護
者に伝える。

実施

地域福祉教育のプログラム
の充実

実施

実施

実施

住民への障がい福祉理解促
進を図る。

実施

実施

実施

実施

地域アセスメントを強化する。 実施

市民に地域活動支援セン
ターを知って頂く。

実施

市民に障がい理解を促す。 実施

ボランティアを育成する。 実施

指定相談支援
事業

障がい理解を進める。
地域の活動に参加できる人が増
えている。

事業名 課題
スケジュール

５年後の目指す姿

ボランティア事
業

①係横断的に検討できる体制を
とれる。
②参加方法が多様化している。
③様々な分野の講座を実施
④ニーズ把握のツールが確立す
る。
⑤若い世代の相談が増える。
⑥職員及び地域住民の防災意識
が高まる。

地域福祉教育
事業

・住民対象の福祉教育の場が設けら
れている。
・地域住民が地域の課題に関心を持
ち行動する。
・先生たちの福祉のイメージが「ふ
だんの暮らしの幸せ」に変わってい
る。
・ガイドブックが更新され、活用され
ている。
・地域福祉教育の活動・考え方を地
域の色々な人が知っている。
・地域福祉教育プログラムが充実し
ている。

基幹相談支援
センター

相談窓口の周知と顔の見え
る関係づくり ・誰もが相談できる体制づくり

・地域に根差した関わりがもてる
ようになる。

地域活動支援
センター

住民の障がい理解を進め利用者
とボランティアが立ち寄りやすい
居場所を創る。

チラシの充実とSNS発信、学生の自習場所に設置

活動メニューの充実、負担感のない活動内容の講座の実施

活動日の把握をして訪問する

協定締結団体を増やす・地域住民への防災意識の醸成

自治会との連携、協定締結団体との連携

災害ボランティア本部マニュアル見直し・周知・実施

設置の検証

協定締結団体との情報共有会議の実施・協定の見直し

ミニ講座の開催・プログラムづくり

連絡会の継続（担当以外の参加呼びかけ）

読み物としての分かりやすい資料づくり

ふくしの連絡網プリントの作成

福祉教育の協力者を増やしリストアップ

民児協との連携と地域課題の把握

地域包括との定期連携と地域課題の把握

住民へ福祉教育を関係機関と協働

個別支援会議の中で福祉教育を行っていく

民児協と連携する

個別避難行動計画を通じ地域住民との関わりを広げる

CSWや地域包括支援センターと協働する

SNSを利用し周知、民協定例会への参加

市民が関心のもてる公開講座の開催

SNSを利用し周知、民協へ事業周知

公開講座を基にボランティア活動に繋げる
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R8 R9 R10 R11 R12

実施

実施

実施

地域資源の情報収集 実施

人材確保 実施

権利擁護の意識を持つ。 実施

ƵȆǊȆ ⱱ ~

◖☺

居宅介護支援
地域に要介護者がいる事を
知ってもらう。（啓発）

隣近所の要介護者を気にしてくれ
る地域

事業名 課題
スケジュール

５年後の目指す姿

╢ ≠╢ ~ ם
ǨǋǈȆȠȴȋȘɒȿ

訪問介護
・訪問介護員の定着
・地域住民との協働

ǂǼǊ
ⱱ ~ꞌ ~
~ ⱱ

ƿƷ
ⱱ ~ ~ ⱱȤɜȨº
~ ╓ ⱱȤɜȨº ~ ƿƷ

╓ǈǈƻƵƷ
╓ ~ ~ ⱱ ~ ╔
╓ ǽ Ʒ ~ ╓ ╔ǙȞɖɜ ~ɅɒɜȯȌȋ
╔Ǚ ⱱ

~ ~┼ ǦǞ ┼ ⱱ
~ ¤ ☺

富士宮市社会福祉協議会　事業名一覧

本人了承のもと、地域に協力の発信

民協定例会に参加し情報共有

地域包括と連携し近隣共助の体制づくり

相談先・施設や居場所の情報を提案発信

介護職の魅力、やりがいを発信

支援の気づきを適切につなぐ

 

 



86 

５ アンケート結果報告 

 

市で実施した「市民アンケート」とは別に、実際の事業に関係する方の声を拾うためにアンケ

ート調査を実施しました。 

 

●実施期間：令和７年９月１日～30日（１か月間） 

●対象者：①事業利用者 

生活困窮者自立支援事業・結婚相談事業・日常生活自立支援事業 

指定相談支援事業・地域活動支援センター事業・居宅介護支援事業 

訪問介護事業 

②スタッフ 

地区社協事業・生活支援体制整備事業・地域寄り合い処事業・ 

子育てサロン事業 

③高校生 

ボランティア事業 

④総合福祉会館利用者 

総合福祉会館管理・経営事業 

 

●考察と計画への反映 

アンケート結果から見えた課題に対して 

①事業の取組みで対応できること 

②社会福祉協議会で実施する他事業との協働が解決の糸口となること 

③課題解決のために地域と連携をめざすこと 

上記３つに整理し、多角的な視点で事業を推進していくことを示しました。 

 

上段ではアンケート集計と考察、下段は考察を踏まえた個別計画（事業別）掲載しました。 

アンケートを実施しない事業については、個別計画のみ掲載しました。 
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実施

実施

実施
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担い手を育成し、活躍の
場を作る。

①事業が定着し、誰もが
必要な支援を受けられ
る。
②その人に合った孤立せ
ず安心して集える居場所
がある。
③身近でお互いに支え・
支えられる関係性ができ
る。
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課題 ５年後の目指す姿
スケジュール

個別計画

孤立を防ぐ居場所づくり

本事業の周知を図り、理
解者を増やす。

講演会・出前講座の開催の開催

参加しやすい・興味を持ちやすい居場所調査

ボランティアニーズ調査の実施・担い手の活躍の場の創出



88 

 

 

 

 

 

~~

קּ

ǚ ꞌǚǀǾǆǛ
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Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

①幅広い世代に周知さ
れ、身近な相談場所とな
る。

①社会情勢を鑑み事業の
存続を決定する。

結婚相談所を周知する。

今後の事業の在り方を検
討する。
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HP・SNSの活用、チラシの配布

相談件数の減少と今後の動向踏まえた検討を行う
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Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

実施
つなぎ先の確保
身寄りのない人への対応

①導入前に本人にとって
最善の権利擁護を検討で
きる仕組みを作る。
②新しい権利擁護事業に
取り組む。
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研修会、ミニ講座の充実・SNSの活用

活動者の声の発信・呼びかけ方法の工夫

ケース会議の開催・身寄りのない方対応検討
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Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

実施

実施

スケジュール
５年後の目指す姿

障がい理解を進める。

地域アセスメントを強化
する。

地域の活動に参加できる
人が増えている。
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個別支援会議の中で福祉教育を行っていく

民児協と連携する

個別避難行動計画を通じ地域住民との関わりを広げる

CSWや地域包括支援センターと協働する
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Ǜ ǚǀǾǆǛ

╓Ǜ ȅǴǉǌǆǛ

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

実施ボランティアを育成する。

市民に障がい理解を促
す。

市民に地域活動支援セン
ターを知って頂く。

住民の障がい理解を進め
利用者とボランティアが
立ち寄りやすい居場所を
創る。

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

Ǆ ǚ ǡ ǡ ǙǾ ȅ ǌǾ¡

ȾȒºɇɔ ȍɜȾȒºɇɔȅ Ǵ ╓ ȅ Ǌ ȅ ƹ¡

ƿ ȅ ǙǾ ȅ Ǌ ƿƷ ȅ ǌ¡

ǊǙƷǝƷÈ06Éנּ

נּ   ǡ ƿ ǀǚǢǝƷ¡
ǞƵǱǽ Ǟ ǾǝǛ ȂǿǾ¡

ƿƷ ƿ Ǟⱦ Ǟ ǌǾ⌡ǡנּ

ǡ ƷǝƷÈ10É

ƿƷ

ǘǀƵƷ

ǡ

¤ ǀ ƷƿǝƷ
ƿŨ ǚ  ǡ ƿ
Ʒȅ ǈǿǙƷǝƷ 
ǼǿǒǂǝƷǛ ǖǙ
ƷǾ ǢŦ ǌ
Ǿ¡ǱǒŬ ǡ ƿ
Ǟ ƿ ǎǍ ╓
ǵ ƷǙƷǝƷǆǛ

ƿ ƾǖǒ¡
¤ⱦ ǝ ǡǒǴנּ
ǡ ǡ ǝǜ  ╓
Ǟ ǲ ǽǒƷ

ǔƿƵǾǆǛȅ ǚǀ
ǒ¡
ǆǡǆǛƾǼ  ╓
ȅ Ǟ  ╓ǚ Ǽǌ
ƿƷ ǞǗƷǙ
Ǜ Ǟ ╓ ⱱȤ
ɜȨºǡ Ǟ Ǵ 
ƿƷ ƿ ╓ ȅ Ǿ
ǒǴǡ ȅ Ƿǌǒ
Ǵǡ ȅ ǖǙƷ
ǂ¡

ǝǊ'0/É

ƵǱǽ ǈǿǙƷǝƷ'1( ǈǿǙƷǝƷ'0(
ǼǿǒǂǝƷ'1(

╓ ⱱȤɜȨº

ȋɜȚºȱ

18 È 06 ¤ 01 É

Ǜ ǫǡ ☿
1/ '1(2/ '4(3/ '1(4/ '03(5/ '4(6/ '1(

'3( '1( '4( '8( '0( '0(

0 '8(1 '6(2 '5(3 '1(4 '2(5 '0(7 '0(

╓ǡ

╓Ǟ
ǽ ȆǚǮǊƷǆǛ

ƿƷ'00( ƿƷ'1( ƿƷ'03( ƿƷ'2(
ǐǡ '59 ǳ(

ƷǙƷǝƷÈ10É

  ƿƷ ǫǡ ǽ  ǝ ƿ ǊƷ¡

SNSを利用し周知、民協定例会への参加

市民が関心のもてる公開講座の開催

SNSを利用し周知、民協へ事業周知

市民が関心のもてる公開講座の開催

公開講座を基にボランティア活動に繋げる
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קּ 1 '4É2 '6É3 '0É

ǘǀƵƷ

ǡ ~

ǡ

Ǜ ǚǀǾǆǛ ⱱ ¤ ⱱ ¤

╓Ǜ ȅǴǉǌǆǛ ȅ ǛǊǒȞɆºȱ ǘǂǽ

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

実施

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

隣近所の要介護者を気に
してくれる地域

地域に要介護者がいる事を
知ってもらう。（啓発）

ǚ ꞌǚǀǾǆǛ

ǡ ǆƻƿℓǂ Ƿ ꞌƿǚǀǝƷ¡

¤ ǡ ƿ 
ǘǀƵƷǷ ╓ǡ
ƿƷǝƷǛ ǈǿ ּק
Ƿ ƿ ǽǇǛǡ
ǛǝǖǙƷǾ

ƿ ǼǿǾ¡
¤ Ǣ Ƿ

ȅ Ǟ ǈנּ
ǿǙƷǝƷ ƿŬ ȅ
ǖǙƷǾ¡

¤Ô ǝȞºȼȢǷ
╓Ǟ ǳǆǛÕƾǼ 
╓ǛǡǗǝƿǽǢ Ǟ
ǋǙƷǾ ƿ ƷǆǛ

ƿ ƾǖǒ¡
¤ ǫǡ ↨ǡ ȅ
╓Ǟ ǴǾ ǵ ƾǖ

ǒ¡
∙ ǡǆǛƾǼ 
ȅ ǛǊǒ ╓ǞƽǄ
ǾȞɆºȱ ǡ Ǜ
ǊǙ 
ȅ ╓ǡ Ǜ ǊǙƷ
ǂ¡

ƷǝƷ'6É~ Ǟ ǊǒǼǻƷƾȂƾǼǝƷ¡

'2É ǼǿǒǂǝƷ'0É

Ǜ Ǌ ȅ ǽ ǿǒɀɒɜ ȅ ƹ¤ ǈǞ
ǽ Ʒ ȅ Ǟ ƻǾ¡

ǝȞºȼȢ

ǝǊ'6É

ⱱ Ʒ Ƿ ╪'1É ǡ↨ Ƿ È4É

Ǌ ¤ ǡ È2É

ǡ ǽǇǛ
קּ ǡ ƿ

~~
ǊǙƷǝƷ'0/Éנּ

È É         ǒǀǽ

╓Ǟ ǳǆǛ
ƿƷǡƵǾ ǒǔǡȞɖɜ

Ƿ ǡ   ǡ ǽ

ⱱ

02 È 5 6É

Ǜ ǫǡ ☿
6/ '2É7/ '4É8/ '4É

ȋɜȚºȱ

╗ '0É '0É '1É '5É '1É

本人了承のもと、地域に協力の発信

民協定例会に参加し情報共有

地域包括と連携し近隣共助の体制づくり
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קּ

ǚ ꞌǚǀǾǆǛ

Ǜ ǚǀǾǆǛ

╓Ǜ ȅǴǉǌǆǛ

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

実施

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

権利擁護の意識を持つ。

人材確保

地域資源の情報収集

・訪問介護員の定着
・地域住民との協働

¤ Ǣ ǡ ƿ
ǂ  ǘǀƵƷǷ
ƿ ǝƷ ƿȂƾǖ
ǒ¡ɁɔȺº Ǟǻǖ
ǙּךǛƾּק ǚǡ Ǣ
ǽ ǖǙƷǾǵǡǡ
╓ǡ ·ǡ Ǆȅ Ȇǚ
ƷǾ≥ ƿ ƾǿǒ¡
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ǵ  Ǚǡ ƿ
Ƿ ƿƷȅ Ǟ נּ
ǚǀǙƷǝƷǆǛƿ
ƾǖǒ¡
¤   ǲ ǿǒ
ǚǐǡ ǼǊƷ ȅ
ǖǙƷǒǓǄǾǻƹ
Ǟ  ǡ  │ ǡ

  ǝ
ȅ Ʒ ╓ǛǡǗǝƿ
ǽȅ ǊǙƷǂ ƿ
ƵǾ¡ǐǡǒǴ
ȅǢƾǽ↨ ǝ ⱱ
ȅ┐ ǊǙƷǂƹƻǚ
ǝ ╢ ȅ ǌ
Ǿ¡

ǡ ǽǇǛ
ȝɈ Ǌ

ȋȺºȱ ǡ⌡ ƿ ǼǝƷ¡

ƷǝƷÈ00É

È5É

ǊǙƷǝƷÈ04Éנּ

È É     ⌠      
~~~~ ƿȂƾǼǝƷ¡

╓Ǟ ǳǆǛ

ǽǇǛȅ Ǆ Ǵ ꞌȅ ǌǾ¡

ⱱ ¤ ⱱ ¤ ⱱ

ǡ ƻǾ ȅ ǽ ǝ ȅ ƻǾ¡

ǝǊÈ8É

ⱱ Ʒ Ƿ ╪È5É ǡ↨ Ƿ È0/É

Ǌ ¤ ǡ È0É

ǘǀƵƷ

ǡ

¤ ǡ

ǝȞºȼȢ

ǚ ǡ⌡ Ǜǡ Ȃǽ

≠╢ǡ È ⱱ ǡ ╗É

ȋɜȚºȱ

04 È 3 0/ǐǡ 0É

Ǜ ǫǡ ☿
0/ È0É3/ È0É4/ È1É5/ È4É6/ È0É7/ È4É

0 È8Éŧ È3É2 È1É

╗ È0É È0É È0É È0É È0É È2É

相談先・施設や居場所の情報を提案発信

介護職の魅力、やりがいを発信

支援の気づきを適切につなぐ
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ǚ ꞌǚǀǾǆǛ

Ǜ ǚǀǾǆǛ

╓Ǜ ȅǴǉǌǆǛ

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

実施

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

╢ Ǧ≠╢ȋɜȚºȱ

¤ ⱱ

ǞǗƷǙ

36 Ǜ ǫǡ ☿

¤ Ʒ Ǜ ǋǙƷ
Ǿ ƿ74ðǛ ƿטּ
ǼǿǾ¡
ǡ ǊǞǻǽ 
ȅ ǊǝƿǼ

╢ǡ ȅ Ǌ 
ǎǙ Ƿ◖☺

ⱱȅ ǖǙƷǂ¡
¤ ǡ Ʒ
Ƿ Ǜ ǈǎǝ
ƿǼ  ǽǡ ǡ
Ƿ  ǡ ǝƷ

ǔǺǖǛǊǒɅɒɜȯȌ
ȋ ǫ ǎǾǻƹ
ȅ ǖǙƷǂ¡

¤ Ǣ Ǜ ǋ
Ǿǵǡǡ  ǛƷ
ƹ≥ ǢǝƷ¡ǒǓǊ
ǝ ╓ ǛǊǙ Ʒ

░ ƿ ǅǼǿ
ǙƷǾǆǛƾǼ 
ǡ ǝ ǚƵǾǆ

Ǜȅ Ǌ  ǫ
ǡ ǝǜ ╓Ǜ
Ǟ ǊǙƷǂ¡

ǈǿǙƷǾÈ4É ǊǙƷǾÈ3/É

ǈǿǙƷǾ'05É ǊǙƷǾÈ12É

'22( '6(

ƷǞƵǾ'0/( ƵǾ'17(ƵǱǽǝƷ'5( ǂǝƷ'/(

ǡ     È É

ɅɒɜȯȌȋ  ╔  Ʒ░  

ǽ   ╓ǡȴºȣǞ ǖǒ ǡ ǝƷ Ǆ Ʒ

ƵǾ'2/( '0/(ǝƷ'0(

ǡ  ◖☺ ⱱǞ ǳǆǛ

'14( ǡǔǺǖǛǊǒ Ʒ'04( ǽ'1/(
ƅƉŶÈ5É ǡ '02( ╓ǚǡɅɒɜȯȌȋ '04(
Ʒ░ '1(

Ǜǡ

ǓǛ ȂǿǾ ╓

ǞǗƷǙ

Ŧ£ ╓ ǡ

ŧ£ ╓

ƾǼǡ

È/É Ǣ ǐƹÈ8É

Ʒ ǞǗƷǙ

個別課題を解決する。

包括等から情報を得る。
協議体の圏域や開催方法
を検討し、個人で困って
いる方に対して、協議・解
決できる場を設ける。

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

地区社協活動を周知す
る。

講座等を通じ、関わって
くれる人を増やす。

補助金要綱をわかりやす
く改定し、共有する。

認知度があがり、住民が
参加しやすくなる。
地区社協の在り方を検討
し、地域福祉活動が充実
する。

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

いろいろな団体の強みを
活かす。

広報（市社協・市・学校等）

ボランティア、重層と連携し、講座等を開催

地区社協の手引き作成と周知

意見を持ち帰り、団体としての意見を聴く

課題ごとの小さな協議体作り

地区社協

生活支援体制整備業
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קּ

ǚ ꞌǚǀǾǆǛ

Ǜ ǚǀǾǆǛ

╓Ǜ ȅǴǉǌǆǛ

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

実施

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

実施

新規参加者の増加

移動に関する困りごとを
把握する。

寄り合い処への協力者
（理解者）を増やす。

茶話会の大切さを伝え
る。

①個人負担の軽減（移動
など）
②運営協力者の増加
③多世代が参加できるよ
うな自由設計が可能な寄
り合い処づくり

╓ ǫǡ נּ

╓ ǡ
È ƵǽÉ

◖☺ ǡ
È ƵǽÉ

ǡ

ǝȞɆºȱ

¤ ¤ Ǜǡ ǡ ǚ ╓ ǽ Ʒ
ȅ ƻǾ ǘǂǽ

≤נּ ǢƵǾƿ┌ ǡ ǚ ǚǀǝƷנּ ǫǡȞɆºȱ

ǫ ǦƾǄ ȢȨȬȾ ¡ ǊǷǌƷנּ ǘǂǽǞ ǌ
ǾɕȘȪɌºȅ ǴǾ¡

  ⱱ   ╔ǙȞɖɜ  Ʌɒɜ
ȯȌȋ

Ǜǡ

נּ ǡ

ǐǡ È69  ┌ É

ƿ ȂǾɀɖșɒɉ ǽ'07( ╓Ǜǡ )33'טּ
'22(

╔ '07(ȰȡȨɔ '3(ǐǡ '69ƚȢɆºȭ   É

╓ǡ ǡ
ȍɂɜȱǡ ǝ ǡ

╓ ǽ Ʒ

ȢȨȬȾȋɜȚºȱ

011 È ¥ 22   77   Ŧ É

4/ 'ũ(5/ '08(6/ '60(7/ ∙ '13( '1(

╗ È07É È02É È02É È03É È01É È01É
È6É È4É È2É È4É

║ È0É È7É È4É È6É

ǡ Ǌǈ'13( ¤ ǡ '6(

Ǜ ǫǡ ☿

0 '05(¤1 '37(¤2 '12(¤3 ∙ '12(¤ '01(

¤◖☺ ǡ ǛǊǙ
ƿǖǙƷǾ נּ ǡ
 Ǣטּ ǵƿƷǗǚǵ
ƿǚǀǾנּ ǡ Ƿ
≥ ǡ  Ǳǒ Ǟ
ǴǾ ƿƵǾ¡╗
ǚǢ ǛǊǙ

ǊǙƷǾǛǵ ǲ ǿ
Ǿ¡
¤ ǡ Ǟ ǄǙ
ǢȢȨȬȾǡ
  ┌ǞǻǾטּ ǡ
ǝǜƿ ǅǼǿǙƽ

ǽ  ⱱ
ȅǢǋǴǛǌǾ

Ǜǡ ƿ ǚƵǾǆ
Ǜƿ ƾǖǒ¡
∙ ǡǆǛȅ Ǳƻ 
╓ Ǟ ǌǾ
ǛǊǙ  ǽ Ʒ ǡ
≥ Ǜ ȅ

ǌǾǛ Ǟ  
≠╢  ǝǜǛǡ
ȅ ǋǙ 

Ƿ נּ ȅ ǖǙƷ
ǂ¡

ƵǾ'0/1(¤ '4(¤ǝƷ'1(¤ '02(

ƵǾÈ ǡǲ¤ ǡ É'2(¤ǝƷ'000(¤ '2(

)ǊǒƷ'14נּ ƿƵǿǣ'40( ǢƵǾ'13( ǊƷ'01( ↨'01(

╓ȅ ǂǊǒƷÈ47( Ǜ ȂǽǒƷ'54(
ǖǙƷǾ ȅ ǄǒƷ'23(

ǡ ȅ ƾǊǒƷ'00(ǐǡ '19ǲȆǝǡ ȅ╥ǀ ǊǒƷ(

現状把握、『茶話会のすすめ』作成・配布・周知

第2層協議体と連携、調査実施

SNSの充実・活用、（若者向け）フォーラム実施

自治会向けガイドブック作成・配布、周知

SNSの充実・活用（市社協Instagramなど）
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קּ

ǚ ꞌǚǀǾǆǛ

Ǜ ǚǀǾǆǛ

╓Ǜ ȅǴǉǌǆǛ

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

実施

参加者の選択肢を増や
す。（開催日が重ならない
ようにする。）

参加者の利用に関する要
望等を確認する。

認知度の向上を図る。

利用者を増やす。

①20か所の子育てサロ
ンの継続
②子育てサロン卒業者の
地域活動への参加
③子育てサロンの認知度
向上

ƵǾ'00( '0( '0(

ǛǊǙǡ '7( ╓Ǜǡ )7'טּ ╔ '2(

ƿ ȂǾɀɖșɒɉ ǽ'1(
ƿ ǚǀǾנּ ∫ ǘǂǽ'0(

ǝȞɆºȱ
╔ǙȞɖɜȅ Ǌ  ƻǙǂǿǾ ╔

ǒǝ Ƿ ƿ↨ ǊǙ ǚǀǾנּ ∫ ¤ ǘǂǽ

ȢȨȬȾȋɜȚºȱ

╔ǙȞɖɜ

02 È 9 0   01 É

Ǜ ǫǡ ☿

3/ '0(4/ '0(5/ '4(6/ '4(7/ ∙ '0(

╗ È1É È0É È1É ÈŦÉ È0É È2É
È0É È0É È0É

1 '2(2 '2(3 ∙ '4( '0(

¤◖☺ ǡ ǛǊǙ 
  נּ ǡ

 טּ ǡ Ǌǈ
ƿ ǅǼǿǙƷǾƿ 
נּ ǡ ǞǗƷǙטּ
Ǣ  ǡ Ǜǵ
ƻǼǿǾ¡ ǡ Ǜ
ǊǙ  ╓Ǜǡ
 טּ ǛǊǙǡ  
╔ ǝǜǡ ƿ

ǅǼǿǙƷǾǒǴ 
╔ǙȞɖɜ ǝǜǚ
Ǌ  Ǟ Ǆ

ǽ ȆǚƷǂ¡
¤ ╔ǙȞɖɜǡ
ȅ ǷǌǆǛǷ ↨ ǚ
ǀǾ ǘǂǽǞ
Ǆ  Ƿ ǡ Ǜ
Ǌ ȢȨȬȾƿ↨

ǊǙ ǚǀǾ ǘǂ
ǽǡȞɆºȱȅ ƹ¡

ƵǾ'3¥ Ⱨ Ǜǐǡ ÉǝǊ'6( '1(

ƿƵǿǣ )5'נּ ǢƵǾ'4( ǊƷ'0( ƿǝƷ'3(

╓ ǡ
╓ȅ ǂǊǒƷ'7( Ǜ ȂǽǒƷ'4(

ǖǙƷǾ ȅ ǄǒƷ'3( ǡ ȅ ƾǊǒƷ'3(

◖☺ ǡ
(5( ǡ '1( נּ ǡ )3'טּ

ǡ Ǌǈ'0(ǐǡ '09ȢȨȬȾǡ É

ǫ ǦƾǄ ȢȨȬȾȅ
ǊǷǌƷנּ ǘǂǽǞ ǌǾɕȘȪɌºȅ ǴǾ¡

 ɅɒɜȯȌȋ   ╓ ǽ Ʒ

¤ Ǜǡ ǡ ǚȞɖɜȅ ƻǾ ǘǂǽ

Ǜǡ

נּ ǡ

╓ ǫǡ 'נּ ƵǽÉ

ǡ

SNSでの周知の充実、6カ月健康相談等での周知、

チラシ設置場所の開拓・設置

アンケート調査実施、分析、反映

子育て支援連絡会にて確認・調整・実施



97 

 

╓

ǚ ꞌǚǀǾǆǛ

Ǜ ǚǀǾǆǛ

╓Ǜ ȅǴǉǌǆǛ

Ｒ８ Ｒ９ Ｒ10 Ｒ11 Ｒ12

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

実施

災害ボランティア本部立
上げ訓練の実施

協定締結団体との連携強
化

災害時の協力者を見つけ
る。

個別計画

課題
スケジュール

５年後の目指す姿

はじめたい人に向け周知
する。

①係横断的に検討できる
体制をとれる。
②参加方法が多様化して
いる。
③様々な分野の講座を実
施
④ニーズ把握のツールが
確立する。
⑤若い世代の相談が増え
る。
⑥職員及び地域住民の防
災意識が高まる。

ボランティアセンターの設置

社協内部の役割の明確化

団体とつながり続ける。

活動に繋がる講座を開催
する。
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チラシの充実とSNS発信、学生の自習場所に設置

活動メニューの充実、負担感のない活動内容の講座の実施

活動日の把握をして訪問する

協定締結団体を増やす・地域住民への防災意識の醸成

自治会との連携、協定締結団体との連携

災害ボランティア本部マニュアル見直し・周知・実施

設置に向けた検討・準備

協定締結団体との定期情報共有会議の実施・協定の見直し
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実施

実施

実施
利用者の声を聴く、拾
う。

①年間10万人が訪れる場
所になる。

課題 ５年後の目指す姿
スケジュール

個別計画

身近に感じてもらえるよ
うにする。

新しい利用者を増やす。
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SNSの活用・ミニ講座

趣味の合う人同士の交流の場づくり

定期的なアンケートの実施
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機能重点事業

生活困窮者自立支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

地区社協事業 ● ● ● ● ● ● ●

地域寄り合い処事業 ● ● ● ● ● ●

地域子育てサロン事業 ● ● ● ● ● ● ●

ボランティア事業 ● ● ● ● ●

地域づくり事業（重層） ● ● ● ● ● ● ●

生活支援体制整備事業 ● ● ● ● ● ● ● ●

地区社協事業 ● ● ● ● ● ● ●

地域づくり事業（重層） ● ● ● ● ● ● ● ●

生活支援体制整備事業 ● ● ● ● ● ● ● ●

移動支援事業 ● ● ● ● ●

生活困窮者自立支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

参加支援事業 ● ● ● ● ● ● ● ●

貸付事業 ● ● ● ●

結婚相談事業 ● ● ● ● ●

生活困窮者自立支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

基幹相談支援センター事業 ● ● ● ●

地域活動支援センター事業 ● ● ● ● ● ●

生活支援体制整備事業 ● ● ● ● ● ● ● ●

地域子育てサロン事業 ● ● ● ● ● ● ●

参加支援事業 ● ● ● ● ● ● ● ●

地域福祉教育事業 ● ● ● ● ●

地域活動支援センター事業 ● ● ● ● ● ●

日常生活自立支援事業 ● ● ● ● ● ●

法人後見事業 ● ● ● ● ● ●

生活困窮者自立支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

地域福祉推進事業 ● ● ● ● ● ●

地域福祉教育事業 ● ● ● ● ●

企画広報事業 ● ● ● ● ●

生活困窮者自立支援事業 ● ● ● ● ● ● ●

地域づくり事業（重層） ● ● ● ● ● ● ● ●

ボランティア事業 ● ● ● ● ●

⑨ 災害時等の支援 ボランティア事業 ● ● ● ● ●

共同募金・歳末たすけあい募金 ● ● ● ● ●

地区社協事業 ● ● ● ● ● ● ●

● ● ● ●

気づきが
動きに、
動きがつ
ながりに

※基本要項2025とは
全国社会福祉協議会が33年ぶりに改定した社協活動の根幹指針であり、住
民主体の理念を継承しつつ、新たに「使命」や「活動原則」「機能」を整
理したもの

機能

災害に強
い地域の
つながり

必要な情
報を必要
な人に届
ける

本人の意
思尊重で
安全・安
心・信頼
の社協へ

社協がつ
なぐ地域
のあんし
んネット
ワーク

誰もが支
え手、支
えられ手

ふくしを
学んで地
域を育て
る

権利擁護

⑥

⑩
地域福祉の財源確保及び助成
の実施

② 組織化、連絡調整

③
福祉活動・事業の企画・実
施、支援

④ 相談支援

⑤

⑧
地域福祉を支える活動者・従
事者の育成と協働の促進

やりた
い・行き
たいがか
なう場づ
くり

暮らしに
寄り添
う、地域
のしくみ

上記以外の事業

社協で実施するすべての事業は、基本要項2025の機能や、地域福祉活動計画施策の視点のもと実施しております。
ここでは機能重点事業のみ示しております。（すべての事業については前頁をご参照ください。）

①
住民や地域の関係者による福
祉活動、ボランティア・市民
活動の推進

調査・研修、計画、ソーシャ
ルアクションの実施

⑦ 福祉教育の推進

地域福祉活動計画

地域で支え合える
人づくり

適切な支援を受けられる
仕組みづくり

安心していきいきと生活できる
場づくり

 基本要項2025

 

６ 地域福祉活動計画・社協基本要項つながり表 
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７ 策定経過 

 

開催日 会議名 主な内容 

令和７年２月 14日 アドバイザー会議 検討会：土屋幸己アドバイザー 

・第４期計画の終結に向けた評価 

・第５期計画への移行方法 

 市福祉企画課と打合せ 工程の確認 

令和７年４月 18日 地域福祉活動計画職員勉強会 勉強会：土屋幸己アドバイザー 

・活動計画の趣旨と策定までのプロセス 

令和７年６月 13日 第１回 策定チーム会議 

 

１部：市社協版 

２部：地区社協版 

令和７年５月 14日 市福祉企画課と打合せ コンサルティング会社と打合せ 

令和７年７月 17日 第２回 策定チーム会議 各事業課題整理について 

令和７年７月～９月 地区社協懇談会 

地区社協随時 

第４期評価と第５期計画について 

令和７年８月 15日 第３回 策定チーム会議 検討会：土屋幸己アドバイザー 

・体系図の整理 

・骨子案の検討 

令和７年８月 22日 第４回 策定チーム会議 ・アンケート（案）確認 

・体系図完成 

令和７年９月 18日 第５回 策定チーム会議 ・個別計画の確認 

・アンケート中間報告 

令和７年９月 28日 第１回 策定会議 進捗報告と協議 

令和７年 10月 10日 第１回 地域福祉活動計画 

策定・推進委員会 

・委嘱状交付 

・委員長、副委員長選任 

・第４期計画 進捗報告 

・第５期計画（案）報告・協議 

令和７年 10月 28日 第１回 地域福祉推進計画 

合同会議 

・地域福祉計画 報告及び協議 

・地域福祉活動計画 報告及び協議 

令和７年 11月 13日 第７回 策定チーム会議 ・作業チーム報告 

・アンケート集計と計画への反映 

・評価シートの検討 

令和７年 12月 5日 第８回 策定チーム会議 アンケート考察について検討 

令和７年 12月 10日 第９回 策定チーム会議 土屋幸己アドバイザー 

・計画の進捗管理について 

・基本要項 2025との関連性の見せ方 

令和８年１月 10日 第 10回 策定チーム会議 進捗評価シートの作成について 

基本要項 2025とのつながり表について 

令和８年２月 13日 第 11回 策定チーム会議 土屋幸己アドバイザー 

・最終稿の確認 

・次年度の目標設定について 

令和８年３月 11日 第３回 地域福祉活動計画 

策定・推進委員会 

完成に向けた最終確認会議 
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８ 第５期地域福祉活動計画策定メンバー 

 

●富士宮市地域福祉活動計画策定・推進委員会（令和 7年 7月 16日～令和 9年 7月 15日） 

 

●富士宮市社会福祉協議会 地域福祉活動計画策定会議 

役 割 職 名 氏 名 

委員長 事務局長 宇佐美 巧 

 事務局次長 遠藤久仁子 

 総務係長 佐野建一郎 

 生活あんしん係長 増田 成孝 

 相談支援係長 山田 公彦 

 地域ささえあい係長 石川みちる 

 

●地域福祉活動計画策定チーム 

役 割 係 名 職 名 氏 名 

リーダー  事務局次長 遠藤久仁子 

 総務係 
係長 佐野建一郎 

主幹 橋村 佳絵 

 生活あんしん係 
係長 増田 成孝 

主任 鴨狩 美枝 

 相談支援係 
係長 山田 公彦 

主事補 遠藤めぐみ 

所管係 地域ささえあい係 

係長 石川みちる 

主幹 渡井 友洋 

主任 藤巻  梢 

富士宮市社会福祉協議会地域福祉推進アドバイザー 土屋 幸己氏 

 

 

役職 氏 名（敬称略） 選出区分 所 属 

委員長 山崎 好信 地域福祉活動有識者 生活支援体制整備事業（第 1層） 

副委員長 佐野 秀明 地域住民団体の代表者 富士宮市ボランティア連絡会 

委員 土井 正孝 地域福祉活動有識者 富士宮市介護保険事業者連絡協議会 

委員 佐野 芳洋 地域住民団体の代表者 富士宮市区長会連合会 

委員 齊藤 幸子 地域福祉活動有識者 すくすくサロンゆずっ子 

委員 山崎 雅史 福祉教育有識者 富士宮市校長会 
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第３章    富士宮市地域福祉活動計画 

＜地区社協版＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富
士
根
北 

富
士
根
南 

大
宮
東 

大
宮
西 

芝
川 

柚
野 

富
丘 

大富士 

上野 

北山・山宮 

上井出 

白糸 

猪之頭 

大
宮 

僕の名前は「みや けんいき」です！ 

富士宮市の形をしています！ 

富士宮市には 14地区の「地区社会福祉協議会」

があるよ！地区社協は、地域のつながり、支え

合い、助け合う気持ちを育て、地域のネットワ

ークを活かした活動を行っているんだよ！今

から 14地区を紹介するね。 
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¤ ǽǡ ƿ ƻǙ 

ƷǾ¡ 

¤ɅȬȪɌǷ EȢɆºȭ 

ǡ ǊƷțºɉȅ ǽ 

ǿǾ¡ 
 
¤ǆǜǵǷ Ǜǡ  

ȅ ǌǾ¡ 
 
¤ ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ǽ 

ȶȬȱɘºȘ  

ǽǇǛǝǜȅ ǌ

ǾǆǛƿ ǊǂǝǖǙ

ǊǱǖǒ ȅÔǐ

ǿǛǝǂÕ Ǿ¡ 

¤ ǇǛȅ ǎǾ ƿ  

ǽǞƷǾ¡ 
 
¤ ǡ ƿ ƻǾ  

ƿǚǀǙƷǾ¡ 
 
¤ ≠╢∙ ǡ ǒǔǵ 

ǽ ƿ ƻǾ ƿ 

ǚǀǙƷǾ¡ 
 
¤ ╓Ǟ ƿ ƷǙ 

ƷǾ¡ 

¤ ǛɓɜȘǊǒǻƹ 

ǝ↨ ƿǚǀǾ Ȫ 

ºɉǘǂǽȅǌǾ¡ 
 
¤ ǀ Ǿ ǝǜ╗  

ǡɔºɔȅǗǂǾ¡ 
 
¤ ȅ ╓Ǟ ƻ 

Ǿ ȅ Ǿ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

 

ƷǀƷǀǛ ǼǊ 

ȅƾǄƵƹ ╓ǞǗǝ

ƿǾǻƹ ǞǗƷǙ

ȅ ǴǾ¡ 

¤ ·ǝ Ǧǡ ȅ ǊǙ 

╓ǚ ƻ ƻǾ Ǟ 

ǝǖǙƷǾ¡ 
 
¤ ↨ǡǝƷ ƿ ǿǾ 

ǻƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ȋɜȚºȱ ȅ  

Ǌ  ǦǒƷ ȅ №

ǌǾ¡ 
 

¤ ȅ ǊǙ Ǜ  

╓ȅǗǝǅǾ¡ 
÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

Ǔǻǽ 

3 (6,10,1 )  

ǡ ȅ Ǽ

ǎǾ¡ 

¤ ǚǵ ǲǷǌǂ ƾǽ 

ǷǌƷ ǞǝǖǙƷǾ¡ 
 
¤ ǡ Ƿ ╓ǚ 

ǊǙƷǾ   ǡ

ƿ ǈǿǙƷǾ¡ 

¤ ǝ ȅ 

ǌǾ¡ 
 
¤ ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 
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ø ֩ᶠᵵᵸ  ֪  

ᶡᵫ↨ ᵶᶅ ᶨᵺᶪᶑᶇᶊᶣᵴᵶᵣ ᶍᶝᶀᶄᵮ  ɭ

 

ø ᶉ  

ᴴ ₲   

ᴴ ᶔᶫᵡᵣ  

 

ø ᵾᶀᵫ ᵥ ╓ᶍᵣᵣᶇᵲᶬ֩ ᶞ֪ 

ᴴ ᶉ≥ ᵫᵾᵮᵴᶲ ᶪ  G

ᴴ ╓ ᴲ ᶍ ᵫᵡᶪ  G

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

ӡ ӣ  

Ӥ  

₲ ȅ  

¤ȋȺºȱ ǡ  

ǱǒǢ Ǜǡ ƿ 

ǽ  Ȃǽ ǡ  

¤ Ʒ ǡ ╓ ǫǡ  

ȅנּ ǌ¡ 

¤ ǊǝƷ  ȅ  

ǊǙƷǂ¡ 

Ӣ ╓Ǟ Ǽǌ ǡ ȅ  

№ǌǾ¡ №ƿ ǒǼ  

Ǟּנ ǊǙǵǼƹ ȅ ǌ 

Ǿ¡ 

ӣ8050 ǡ ȅ №ǌǾ¡ 

№ƿ ǒǼ ⱱ ȅ 

ǌǾ¡ 

Ӥ ƿƷǡƵǾ Ƿ ǡ  

  ǡǲ ǡ ȅ 

№ǌǾ¡ № ǒǼ ⱱ  

ȅ ǌǾ¡ 

3 ⅎ ᵺ γ 
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ŭ 12    ╓  

 

ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

₲  

75 ∙ ǡ Ǧ

85 ∙ ǡ ǡ

ȅ Ǌ  №

Ƿ  ǽǇǛǡ ȅ

ƹ¡ 

¤ ȅ Ƿǌ¡ 
 
¤ ₲ ƿǝǂǙǵ 

Ǟ Ǟ Ǆ ƻǾ 

╓ǞǝǖǙƷǾ¡ 
 
¤ ƿ╗ Ǟ ǚǀ 

ǾǻƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ Ǟ ȅ ǴǾ¡ 
 
¤ ǡƅƇȅǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

Ũ ǨǿƵƷ 

 

țºɉǷșɒȏɜȲȝ

ɔȾȅ ǋ  ȅ

ƻǙ ·ǝ Ǜ ǚ

ǀǾ ȅ Ǿ¡ 

¤ ƿ ǚǀǙƷǾ¡ 
 
¤ Ǟ ǡƵǾȍɂɜ 

ȱǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ƾǼ ǊǴǾ  

ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 
 
¤ ∏נּ ȅ ǌǾ¡ 
 
¤ ǜǵ ǛȜɒɅǌǾ¡ 
 
¤ Ʒ Ǟ ǄǌǾ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

¤ ╢  ǞǗƷǙ Ʒ

ȅ ƹ¡ 

¤  ǡǵǛנּ  

Ǌǒ ǞǝǖǙƷǾ¡ 
 
¤ ǡ ǡ ƿ ǱǾ 

ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ǝ≥ ƿ ǂ  

Ǿ ∫ ȅ Ǿ¡ 
 
¤ ╓ǡ ȅǒǂǈȆ 

ƹ¡ 
÷ ǩ¤ Ǿ¤ ƻǾ 
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ø ֩f ᵵᵸ ְ֪  ְ

╓ᶆᶍ ᵫᶩᶍ ᵴᶱ ᵧᶅᵣᵮ 

 

ø ᶉ  

ᴴ ₲  

ᴴ ᵰ ᵰᶔᶫᵡᵣ  

ᴴ ᵿᶧ  ɭ

 

ø ᵾᶀᵫ ᵥ ╓ᶍᵣᵣᶇᵲᶬ֩ᶞ  ֪

ᴴ ╓ ᶍᶝᶇᶝᶩᵫᵣ  G

ᴴ ╓ᶆ ᶩᵫ ᵮᴲ ᵫᶩᵫᵡᶪ  G

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

ӡ  

Ӣ ӣǢ ǡ ∫ȅ

ƻǾ Ǜ Ǌǒ¡ 

Ӥ  

₲ Ƿ↨ ¤↨

ǽ ǚǡ Ȃǽƿ

ǒ¡ 

╓ ǚǡ ƿǽ  Ȃǽ

ǡ ǈȅ ƻǙƷǂ¡ 

Ӣ ╓Ǟ Ǽǌ ǡ ȅ 

№ǌǾ¡ №ƿ ǒǼ 

Ǟּנ ǊǙǵǼƹ ȅ 

ǌǾ¡ 

ӣ8050 ǡ ȅ №ǌ 

Ǿ¡ №ƿ ǒǼ ⱱ  

ȅ ǌǾ¡ 

Ӥ ƿƷǡƵǾ Ƿ ǡ  

  ǡǲ ǡ

ȅ №ǌǾ¡ № ǒǼ ⱱ

ȅ ǌǾ¡ 

ʜ  

ẅⅎ ᵺ γ 
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ŭ 12    ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

₲  

80 ∙ ǡ ȅ Ǌ 

ǽǇǛȅ ǂǝǜ

ǡ №ȅ ƹ¡ 

¤ נּ ǡ ȅ Ǵ 

╓ǚ Ǽǌ Ǚǡ Ǟ  

ȅ ǄǼǿǙƷǾ¡ 

¤ȋȺºȱ ǼǊ Ǟ ǻ 

ǽ ȅ ǄǼǿǙƷǾ¡ 

ǡƅƇȅǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

Ǆ ǄǨǿƵƷ 

 

ǨǿƵƷ ȅ Ǟ 

ǆǜǵƾǼ Ǳǚ

Ǟ ǚǀǾȏȒºȖɜנּ

șȅ ǌǾ¡ 

¤ ƿ ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ נּ ƿ ƻǙƷǾ¡ 

¤ ȅ ƻǒ ƿ ǄǼ 

ǿǙƷǾ¡ 

¤ ǚǵ ǊǴǾ ȅ  

ǌǾ¡ 

¤ ╓ȅ ǾǒǴǡ ȅ 

ǌǾ¡ 
÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

Ǔǻǽǡ  
ŧ ǡ Ǔǻǽ

ǚ  ╓ǡ ȅ ǌ

Ǿ¡ 

¤ Ʒ ȅ Ǵ  ·ǝ  

ǡ Ǟ ǙǵǼƻǙƷǾ¡ 

¤HP Ǟ ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ȅ  

ǌǾ¡ 

¤ ǡ ȅ ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

↨ ¤↨  

ǽ  

╓ǡǆǜǵ¤ ǫ

ǡ ǄǷ ╓ ǡ

ǽȅ ƹ¡ 

¤   ≠╢∙ ǡ ǵ  

 ¡ǊǙƷǾנּ
¤ ╓ǡ ǫ ȅƾǄǾ¡ 

¤ǜȆǝ ǒǔǞ ȂǖǙ 

ǵǼƷǒƷƾ ǌǾ¡ ÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

≠╢  
ǡ ƷǷ

ȅ ǌǾ¡ 
¤ ǡ ǡ ȅ ǴǙ  

ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ǝ≥ ƿ Ǿǻƹǝ 

∫ ǘǂǽȅ≥ ǌǾ¡ 
÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 
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ø ֩f ᵵᵸ ְ֪ 

ᶈᶍ ᶡ ᵶᵮ ᶨᵺᶪ ╓ᶄᵮᶩ 

 

ø ᶉ  

ᴴᶔᶫᵡᵣ    ᴴ ᶱ ᶪᵮᵸᶪ◖ 

ᴴ ᵿᶧ  ɭ      ᴴ ᶍ  

 

ø ᵾᶀᵫ ᵥ ╓ᶍᵣᵣᶇᵲᶬ֩ᶞ  ֪

ᴴ ╓ ᶊᴲ ·ᶉ ᶱᵶᶅᵣᶪ ᶣ 

ᶱ ᶂᵾ ᵫ ᵣG  

ᴴ ᶍ ᶊ ᵫᵡᶩᴲᶞᶲᶉᵫ ᶝᶩᶣᵸᵣ G

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

ӡ Ӥ ǡ ∫ȅ

ƻǾ ǚƵǖǒƿ Ǩǿ

ƵƷ Ƿ ȅ

Ǌǒ¡ 

╓ǡ ƿ ǱǿǾ

ǛǊǙ  ȅ Ǌ 

·ǝ ȅ Ǌǒ¡ 

╓ Ǟ ǵƿ נּ

ǊǷǌƷ ȅ ǊǙ

Ʒǂ¡ 

Ӣ ╓Ǟ Ǽǌ ǡ ȅ 

№ǌǾ¡ №ƿ ǒǼ

Ǟּנ ǊǙǵǼƹ ȅ

ǌǾ¡ 

ӣ8050 ǡ ȅ №ǌǾ¡

№ƿ ǒǼ ⱱ ȅ

ǌǾ¡ 

Ӥ ƿƷǡƵǾ Ƿ ǡ  

  ǡǲ ǡ

ȅ №ǌǾ¡ № ǒǼ ⱱ

ȅ ǌǾ¡ 

3 ⅎ ᵺ γ 
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ŭ 12    ╓  

 

ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

ǨǿƵƷ  
Ƿ ǝǜ  ╓

ǡ Ǜ ȅ ȂǎǾ

ȅ Ǿ¡ 

ǲȆǝƿ Ǌ ǊǷǌƷנּ

ǞǝǖǙƷǾ¡ ǡ ȅ ǌǾ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

șɒȏɜȲȝɔȾ  

șɒȏɜȲȝɔȾȅ

ǋ ǆǜǵ¤ ¤

ƿ ȅ ƻǙ ǌ

Ǿ¡ 

╥ǀ ǀ ǆǜǵǵ ǵ

ǡǵǛנּ ǈǿǙƷ

Ǿ¡ 
ǞǗƷǙ PRȅǌǾ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

Ǔǻǽ  
ȅ ╓Ǟ ǌ

Ǿ¡ 

ǡ ƿ  ╓ǡ Ǟ

ƷǙƷǾ¡ Ǟǵ ȅ ǄǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

ȅ ǾǂǌǾ◖  
↨ ǚǀǾ ╓ǘǂǽȅ

Ǌ  ¤  

Ǟ ǌǾ¡ 

╓ ǲȆǝƿ  

ǡ ȅ Ǌ

ǙƷǾ¡ 

·ǝ ȅǊǙƷǾ Ǟ

ǡנּ ǄȅǌǾ¡ 
÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ǡ  

Ƿ ǝǜ  ╓ǡ

ǒǔƿ ¤ ǚǀנּ

Ǿ ǛǊǙ ȅ

ǌǾ¡ 

ǚ ǌǾ ǵƿ Ǟ 

ȅ◖ǬǾ ǞǝǖǙƷǾ¡ 
ǡ ȅ Ǿ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

↨ ↨ ǝ ╓  

╗ ǼǊǡ Ƿ

ǡ ǽǛ Ǆȅ

ǌǾ¡ 

¤ ╓ǡ ƿ₳ ǚǀǾ 

ǻƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ƻǾ   ǆƹ  

ǡ ƿǚǀǙƷǾ¡ 

╓ǡ ƾǼ ȅ Ǿ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 
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ø ֩ᶠᵵᵸ  ֪   

ᶡᵫ ᶊ ᵴᶉ ᵺᶱ ᵷᶉᵫᶨ ᶆᵬᶪ ╓ 

ø ᶉ  

ᴴ ᶈᶡ ≠╢     ᴴ ᶱ ᶪᵮᵸᶪ◖   

ᴴᶔᶫᵡᵣ        ᴴᶔᶫᵡᵣᶍ  r    

ᴴ ≠╢ ( )   ᴴ    

ᴴᵲᶈᶡ ᶒ       ᴴ    

ø ᵾᶀᵫ ᵥ ╓ᶍᵣᵣᶇᵲᶬ֩ᶞ  ֪

╗H ᶑᶇᶩᵫ ╓ᶊ ᵶ ᵣ ᵣᶱᶡᶀᴲ ᶌᶉᵮ 

ᶍ ᵧᶱ ᵧᶪᵲᶇᵫᶆᵬᶪᶇᵲᶬ 

ᵲHᶈᶡ ≠╢ ᶍ ᶩ ᶞᵫ ᶉᶇᵲ  ɱ

ᴴ ᶣᵩ ᶩᵫ ᶲᶉ ᵪᶨ ᶍ ᵪᵴᶱ ᵷᶨᶫᶪ 

ᵫᵡᶪᶇᵲ  ɱ

ø ᶍ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡȜɈɎȴȯȌǡ ƾǼ ǋǾ 

Ǟ ǊǙ Ƿ ǚǀ 

Ǿ ȅǗǂǾ¡ 
ӡÔǔǺǆǖǛƽ Ǆ Õ 

ȅ Ǌ  ¤ ≠╢ǡ  

ǡǵǛ Ǌǒ¡ 

Ӣ ╔ǡ ȅ Ǟ 

ȅ Ǌǒ¡ 

ӣ ȅ ≠╢ Ǜ

ǊǙ Ǟ ǲ ǲ  Ʒ

ǡ ǫǡ┌ ⱱȅ ╓ǡ

Ǜ Ǌǒ¡ 

Ӥӥ ǡ ∫ȅ ƻǾ

Ǜ Ǌǒ¡ 

¤ ǡ Ǜ 

ǊǙ  ǡ┌ ȅ ǌ 

Ǿ¡ 

¤ ǖǒ Ǟ ǂ Ǜ ƿǾǆ

ƿǚǀǾǻƹ ╗ ǼǊǡ ǫ

ǡ ꞌȅ ǌǾ¡ 

¤  ꜛ ǡ Ǟ ƹǆǜ

ǵǷ ╗ ǚ Ǉǌ ƿ Ʒǆ

ǜǵǡ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ǡ ƿ ǝ ƿƵǾǒ

Ǵ  Ǜ≥ ǚǀǾ ȅ

ǙǾǻƹ ǌǾ¡ 

Ӣ ╔ǡ ǡƵǾ  

ǡ ȅ Ǌ  ╓ǚǚǀǾ  

ǡ ǡ ⱱȅ ǌǾ¡ 

ӣ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

Ӥ ╓ǡ 60 ∙ ǡ ƿȠȴȋ 

ȘɒȿǞ Ǟ ǊǙǵǼƹ 

ȅ ǌǾ¡ 

ӥ Ǟּנ ǊǝƷɇɜȠɐɜ 

ƿ ǫּנ ǊǙǵǼƹ  

ȅ ǌǾ¡ 

Ὕ  

ᶓῺ 
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ŭ 12     ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

ǜǵ ≠╢  
ƽǵƷǷǽǡƵǾ ǡ╔

ȅ Ǟ ȍɂɜȱȅ

ǌǾ¡ 

ǌǾנּ ǒǔƿ ƻ 

ǡ Ʒ ǞǵǝǖǙƷǾ¡ 

ǞǗƷǙ ǌ

Ǿ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ȅ 

ǾǂǌǾ◖  

↨ ǚ↨ ǝ ǾƷ ╓

ȅ ǂǒǴǞ  ǞǗ

ƷǙ ȅ ǴǾ¡ 

ǂǡ ƿ  ╓Ǟ ·ǝ  

ǡ ƿƷǾǆǛȅ ǊǙ 

ƷǾ¡ 

  Ǜ

ǊǙ ƹ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ǨǿƵƷ  
77 ∙ ǡ╗ ǼǊ

Ǟ Ǌ  ╓ǛǡǗ

ǝƿǽƿ ǿǝƷǻƹǞ

ǌǾ¡ 

≠╢∙ ǡ ǵ Ǟ  

 ¡ǊǙƷǾנּ

¤ ≠╢∙ ǡ Ǟ 

ǄȅǌǾ¡ 

¤ǆǜǵǒǔǵ ƻǾǻƹ 

Ǟ ǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ǨǿƵƷǡ Ʒ 
77 ∙ ǡ╗ ǼǊ

ȅ ǀ  טּ ǝǜȅ

ǋǒ ȅ Ǵ

Ǿ¡ 

¤ ǷǆǜǵǒǔǛ  

Ǌ ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ נּ ǐǿǑǿǡ Ǌ  

ƿǚǀǙƷǾ¡ 

Ƿ ǞǗƷǙ  

ǌǾ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

≠╢ È É 

╓ǡ ǞǗƷǙ

ǩ¡ 

¤ ·ǝ ǞǗƷǙ 

ȯºɇȅ ǽ ȆǚƷǾ¡ 

¤ ƻ Ʒǡ ƿ ǂǝǖ 

ǙƷǾ¡ 

Ƿ ǞǗƷ 

Ǚ ǌǾ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

 
╓ ƿ ǛǵǞ

ǚƷǼǿǾǒǴǡ ȅ

ǌǾ¡ 

Ǜ Ǌ ǡ  

ȅ ǩǆǛƿǚǀǙƷǾ¡ 

Ǜ ǊǙ  

ƹ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

ǆǜǵ Ǧ  ╓ǡ ¤ Ǜǡ

ȅ Ǿ¡ 

ǌǾǆǜǵƿנּ ƻǙƷ

Ǿ¡ 

ǡ Ǜǡ ǵ Ǟ 

ǿ ǌǾ¡ 
÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

 

ȅ Ǌ 

ǡ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȅ ╓ Ǟ  

ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ Ʒ Ǟǵ Ǟ ǽǷǌ 

ƷǻƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ Ƿ ȅ ǌ 

Ǿ¡ 

¤ɄºɉɃºȡǡ ȅ  

ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

≠╢  ╓ǡ ǡ

ȅ ǌǾ¡ 

╓ǚ ǀǾ ·ǝ

ƿ≠╢ Ǟ ǂǻƹǞǝǖ

ǙƷǾ¡ 

ȴºȣ №Ƿ ǞǗƷǙ

ǌǾ¡ 
÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

 ǡ ǞǗƷ

Ǚ Ǌ ƹ¡ 

¤ ǵ  ¡ǊǙƷǾנּ

¤ ƻǙǀǒ ǡ  Ǟטּ

Ǆ ǊǙƷǾ¡ 

¤ ╓ǡ ȅ ǌǾ  

ȅ Ǘ¡ 

¤ נּ ȅ ǌǾ¡ 
÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 
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ø ÈǴǉǌ É   

╓ ƿ ƻǾ   ╓ ǡ ȅטּ ƻ  

╓ ǡ Ǜ ╓ǡ ȅטּ Ǿ¡ 

 

ø ǝ  

¤ ≠╢        ¤ ǡǗǜƷ 

¤        ¤șɒȏɜȲȝɔȾ 

¤Ƶǖǒƾּק ǡǗǜƷ ¤ ╓ ȶȬȱɘºȘ  

¤   

 

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ 

¤ ╓Ǟ ǳ╗ ǥǛǽƿ ╓Ǟ₲ ȅǵǔ  

╓ȅ ǞǊǙƷǾǛǆȀ 

¤ǆǜǵǒǔƿ₳ ǚǀǾǛǆȀ 

¤ ƾǝ ╓ǚ ǆǜǵǒǔƿ Ǟ 

╔ǙǼǿǙƷǾǛǆȀ 

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ ǽǇǛǷ ǇǛȅ Ǟ  

ǚǀǾ ȅ ǌǾ¡ 
ӡ ╓ǡ Ǟ Ǌ   

Ǜ   ȅ  

Ǌ ȅ ǚǀǒ¡ 

Ӣ ȅ ǌǾ    

ǽǞ ǊǙǢ  ╓ Ǟ 

Ǆǒ ȅ  

ӣ ǡ ∫ȅ ƻǾ   

Ǜ Ǌǒ¡ 

Ӥ Ǟ Ǽǝƾǖǒ¡ 

ӡǗǝƿǽǡ  טּ

ӢǗǝƿǾ ǡ  

Ӣ ≠╢∙ ǡ ǂǡ Ǟ  

Ǟ ȂǖǙǵǼƹ ȅ  

ǌǾ¡ 

ӣ ╓Ǟ Ǽǌ ǡ ȅ  

№ǌǾ¡ №ƿǚǀǒǼ ╓ 

Ǜ ǚǀǾ ȅ ǌǾ¡ 

Ӥ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

מּ·  

₢⁮ˇ˭ᴮὂ 

ẻ  
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ŭ 12     ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

≠╢  

Ǟטּ Ʒ ╓ǡ

ƿ ǌǾטּ   ȅטּ ƻ

ǊǙƷǂǒǴǞ ǩ

ȅ Ǿ¡ 

¤ ǡ ȅ Ǌ ƻǾ 

ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ȜɈɎȴȚºȠɐɜƿ ǿ 

Ǿ ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ȋȍȰȋǷȍɂɜȱ∏ȅ 

ǌ ȅ Ƿǌ¡ 

¤ ╓ǡ ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ǡǗǜƷ 
ǡǲǝǈȆƿǨǿ

ƵƷ ȅ Ǵ  ǦƵƹ

ȅ╔ǙǾ¡ 

ȠȴȋǛǆǜǵǒǔƿ ǚ

ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ǊƷ ╓ ƿƵǾ  

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ╓ǡ ǚƵǾ ȅ 

ƾǊǒ ȅ ƹ¡ 

¤ ƿ ȅ ǿǾǻƹ 

ǞǌǾ¡ 

¤ ǓǄǡ Ǳǽȅ  

Ǿ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

¤   ȅƹǱǂ ǌ

Ǿ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

 

Ǟ ǳ ǡ ǈ

Ȇƿ ȅ ƻ Ǌ  Ǆ

ƻǾ ȅ╔ǙǾ¡ 

¤ ǊǙ ȅ ƻǒ  

ǡ ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ǈȅ ƾǊǒ ƿ 

ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ǆǜǵƿǆǜǵǛ ǊǴǾ 

ǵǡ  Ʒ ǛǵǗǝƿ 

Ǿ ƿǚǀǙƷǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

șɒȏɜȲȝɔȾ 
șɒȏɜȲȝɔȾȅ ǋǙ 

ǡ ȅ ⱱǌ

Ǿ¡ 

șɒȏɜȲȝɔȾ ƿ 

ǚǀǙƷǾ¡ 

ǡ ƿ  ǚǀǾǻנּ

ƹǝ Ǆȅ ǌǾ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

Ƶǖǒƾּק ǡ 

ǗǜƷ 

Ǟ Ǿ ǡ ǝƷ

ƿƾǽǝ ȅ Ǟ 

ȢȨȬȾǛ╗ Ǟ╗

ȅ ǊǳǗǜƷȅ ǌǾ¡ 

Ǜ ǛǡǗǝƿǽƿ טּ

ǊǙƷǾ¡ 

ǫǡ ǡǝƷ נּ  

ȅ ǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ  

╓  

ȶȬȱɘºȘ 

Ô ǡ Ǳǵǽ

ÕǛ Ǌ  ⱱ

ǡ ȅ ǒ

ǎǝƿǼ  ∞ǚǡ

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ≠╢ǡ ƿ ǖǙƷ 

Ǿ¡ 

¤ ƿǚǀǾ ₳ ƿǚǀ 

Ǿ ╓ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ Ʒ Ǜ ƿ  נּ

ǚǀǾ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȋɜȚºȱȅ ǌ 

Ǿ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ  

÷Ǘǝǃ¤ǗǝǅǾ 

 
ƿǜǡǻƹǝ

ǚ ǜǡǻƹǝ ȅǊǙƷ

Ǿǡƾȅ   ǝǜǚ

ǌǾ¡ 

¤ Ʒ Ǟ ƿ ǂǻƹ 

ǞǝǖǙƷǾ¡ 

Ʒ ǞȋȽºɔǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 
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ø ÈǴǉǌ É 

 OƝ/ǲȆǝƿǩǋǚ ǎǞǌǇǌǒǴǞ 

 

ø ǝ  

¤     ¤șɒȏɜȲȝɔȾ   

¤   ¤ ȞºȼȢ   

¤ ↨   ¤ ǱǗǽ 

¤ Ǧ ¤ ≠╢  

¤    ¤    

¤ Ǜǡ  

 

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ 

¤ Ʒ ƿ ǂ  ǦǊȀƿƵǾ 

¤ƽ ǽƾǼǆǜǵǱǚ  ƿ Ʒ 

¤ ǝ ·ƿ ǳ ╓ 

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ8050 ǡ ȅ №ǌ 

Ǿ¡ №ƿǚǀǒǼ ⱱ  

ȅ ǌǾ¡ 
Ӣ ȹȢǡ  ┌  

Ǟ ǌǾȋɜȚºȱ ȅ 

¡ ǡ №ȅ 

ǖǒ¡ 

ӡӣ Ǟ Ǽǝƾǖǒ¡ 

Ӥ ǞǙ  

¤ ǡ ǝ Ʒ ȅ 

ǊǙƷǂ¡ 

¤ ǡ Ǜ ǡ ƻǾ  

ȅ ƷǙƷǂ¡ 

¤ ǡִיǡǗǝƿǽȅ  

ǖǙƷǂ¡ 

¤ ǡ Ǟ  

ǫǡ ȅנּ Ǧ ǄǙƷǂ¡ 

Ӣ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

ӣ40 50 ǡ ǡ ǡȴºȣ

ȅ ƷǐǡȴºȣǞⱲǖǒ ⱱ

ȅ ǌǾ¡ 

Ӥ ╓Ǟ Ǽǌ ǡ ȅ  

№ǌǾ¡ №ƿǚǀǒǼ ╓ 

Ǜ ǚǀǾ ȅ ǌǾ¡ 

γ 

ểṶᴮὂ 
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ŭ 12     ╓  

 

       ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

 
ȅ Ǟ  Ȫ

ȐȬȘǷ Ǟ ǌǾ

ȅ ũ ǌǾ¡ 

Ǟ ǖǒ ǡ

ƿǚǀǙƷǾ¡ 

ȅ Ǟ  ǚǚ

ǀǾǆǛȅ ƻǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

↨  

Ƞȴȋǡ ·Ǟ  ↨

ǫǡ≥ ȅ ǴǙǵǼƹǆ

Ǜȅ Ǟ ↨ ȅ

ƹ¡ 

ǚǀǙƷǝƷנּ ǡȠȴ

ȋƿ ǚǀǾǻƹǞǝǖǙנּ

ƷǾ¡ 

ǡ ·ǫǡ ǵ Ǵ

Ǚ ƅƇǡ ȅ ƻǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

șɒȏɜȲ 

ȝɔȾ  

╓ǡ ·ǡǨǿƵƷ

  ǀƿƷǘǂǽ 

ȅ ǞșɒȏɜȲȝ

ɔȾ ȅ ŧ ǌ

Ǿ¡ 

ǆǜǵƾǼ   ǡ

ǵ Ǵ  ǂǡ ƿ ǌנּ

ǾǻƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ·ǫǡ ǵ  

ǴǙ ƅƇǡ ȅ ƻǾ 

¤ ȅ ǋǙǡ  

ǌǾ¡ ÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

 

Ƿ ǡ ǫ

ǡ ȅ ǌǆǛȅ

Ǟ  ȅ ǾǂǌǾ◖

ǡ ȅ ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

ȞºȼȢ 

ŬŪ ∙ ǡ╗ ǼǊ

ǡ ǽ ǫ 

ǡ  ↨ ȅ

Ǟ ȅ ǄǾ¡ 

¤ Ƿƾǝ ǈǽ ǝƷ  

ǽƿ ƷǙƷǾ¡ 

¤ ȅ №Ǌ ǫǗ 

ǝǃǆǛƿǚǀǙƷǾ¡ 

ǡǝƷ ∫ǚ ȅ  

ǌǾ¡ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ǱǗǽ 

ǆǜǵǒǔǛ ╓ǡ ·Ǜ

ǡ ȅ ǴǾǆǛȅ

Ǟ  ǚ Ȃǿ

Ǿ ǱǗǽǫ נּ

ǌǾ¡ 

¤ǆǜǵǒǔǛǡ ȅ ǋ 

ƿ Ǟ ȅ ǎǾ 

ǻƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ǛǡǗǝƿǽ  

ǽǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ȅ ǚǀ 

ǾǻƹǝȿºȢȅ Ǿ¡ 

¤ƅƉŶǡ ǛǚǀǾǆǛ 

ȅ ƻǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

Ǧ 

ǆǜǵǒǔǛ ╓ǡ ·Ǜ

ǡ ȅ ǴǾǆǛȅ

Ǟ  ǡ Ǧȅ ƻǾ

ȅ ƹ¡ 

Ǜ Ǌ ǚǀǾǆǛ 

ȅ ƻǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

≠╢  

ǡ ǽ ǽ

Ƿ  ǫǡ ȅ Ǵ

ǾǆǛȅ Ǟ  ≠╢

ȅ ǌǾ¡ 

ƿ Ǟ ǊǙƷǾ¡ Ǜǡ    

ǡ ȅ ƻǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 
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      ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

 

ǡ Ƿ  ╓ǚ

ȂǿǙƷǾ Ǟ ǌ

Ǿ   ╓ǡ ·Ǟ

╓ ǫǡ ȅ ǖǙ

ǵǼƹǆǛȅ Ǟ

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ǂǡ ƿ  

ǞǗƷǙ ǊǙƷǾ¡ 

¤ Ʒ ǡ ƿ  

Ǟ  ¡ǊǙƷǾנּ

ǡ ·ǫǡ ǵ Ǵ 

Ǚ  ǡ ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

 

ǒǞ ƻǙǀǒ ╓ǡ

Ǟ ǊǙ ǚǀǾǆǛ

ȅ ƻǾ¡ 

¤ Ǟ ǊǙǚǀǾǆǛȅ 

ǌǾ ƿ ƻǙƷǾ 

¤ÔƹǱǂ ǂƾ ƾǼǝƷǄ 

ǜǱǍǢǷǖǙǲǻƹÕǛƷƹ 

≥ ǚ ǴǙƷǾ¡ 

ǡ ǲȅ≥ Ǌǝ 

ƿǼ  Ǟ ǊǙǚǀǾ 

ǆǛȅ ƻǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ  

Ǜǡ  

ǡ ·ǡ ȅ

ǽ Ǟ  ǲ ǿǒ ╓

ǚ↨ ǊǙ ǼǊ ǄǼ

ǿǾ ╓ǘǂǽȅ ǌ

Ǜ ȅǛǾ¡ 

¤ ǡ ǞÔ ȅ  

ⱱǌǾ Õƿ ǈǿǙ 

ƷǾ¡ 

Ǜ ǊǝƿǼ   

ǡִיǡǗǝƿǽ 

ȅ Ǿ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



118 

 

ø ÈǴǉǌ É    

Æ ǞǷǈǊƷ ǡǱǔǘǂǽÇ  
ǨǿƵƷ ǈǈƻƵƷ ǦƵƷ  
È ÉÈ ⱱÉÈ É 
Æ╗ ǚǵ↨ ǊǙ ǼǎǾ ╓ǘǂǽÇ 

 

ø ǝ  

¤ȶȬȱɘºȘ≠╢    ¤ ≠╢   
¤ ǨǿƵƷǱǗǽ¤ ǽ  
¤ǳƾǊǡ Ǧ     ¤    
¤ Ǔǻǽ    ¤ ⱳ  

 

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ 

¤Ŧū ǡ Ǟ ≠╢ƿƷǾ¡ 
¤ ǚ ǽ ƿ ǚǀǙǀǙƷǾ¡ 
¤ȶȬȱɘºȘ≠╢ ȅ ǋǙ ǜȆǝǆǛǚ ǖǙƷǾ  
ƿƷǾǡƾ Ʒ ǅǼǿǾǻƹǞǝǖǙǀǙƷǾ¡ 
ÈɅȱɉȋȬɀǡ ǞǝǖǙǀǙƷǾ¡É 

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ ƿƷ ǫǡ ȅ ǌǾ¡  

ƿƷ ƿ ╓ǚ ǼǎǾǻƹǝ ⱱ 

ȅ ǌǾ¡ ӡ ǨǿƵƷǱǗǽ 

ǚ  Ȁƹ È ⱱ 

ÉǛ  

Ӣ ǨǿƵƷǱǗǽ 

ǚ ╔ǙȞɖɜȅ  

ӣ ǚ  Ƿƾǝ 

ǽǡ ȅ  

Ӥӥ ǡ ∫ȅ ƻǾ 

Ǜ Ǌǒ¡ 

ӦӧȶȬȱɘºȘ≠╢ ȅ  

ǋǙ  ǡ ·ǡ Ƿ 

↨ǡ   ȅ Ǟ  

ǄǾ ȅ ǴǙƷǂǆǛ 

ǞǗƷǙ Ǌǒ¡ 

¤ȶȬȱɘºȘ≠╢ È  

╓ǡ ƿ ǱǾ Éȅ 

Ǜ∞ ǘǄǙƷ 

ǂ¡ 

¤ȶȬȱɘºȘ≠╢ ƾǼ 

ƿǖǙǂǾ ȅ   

Ǟ ƾǊǙƷǂ  

ȅ ǊǙƷǂ¡ 

Ӣ ╔ǙȞɖɜȅ ǽ ǚǀǾ  

ȅ ǌǾ¡ 

ӣǥǀǆǵǽǡ ȅ №ǌǾ¡ 

ӤȰɇɜȲȹȢǷȨȘȠºǡ ȅ 

ǌǾ¡ ∙ ǡȍɜȾȒ 

ºɇɔǝ┌ ȅ ǌǾ¡ 

ӥ ǡ ǀ Ʒƿ ǂǝƷ Ǟ  

Ǟּנ ǊǙǵǼƹ ȅ  

ǌǾ¡ 

Ӧ ǡ ↨ȅ ǌ 

Ǿ¡ ↨Ǟ ǌǾ ꞌ ȅ ǌ 

Ǿ¡ 

ӧ ǝ ǽ ǡ ȅ   

ǌǾ¡ 

ˇ˭γ 

ẅⅎ ᵺ  
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ŭ 12     ╓  

 

      ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

ȶȬȱɘºȘ≠╢  

ǡȶȬȱɘºȘ

ǡ   ǡ

ǡ ȅ Ǟ  ũ

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ǡ ǛǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ƿǻ 

ǽ ǂǚǀǾǻƹǞǝǖ 

ǙƷǾ¡ 

¤ ƾǼ ǫ Ƿ 

∏ƿƵƿǾ ÈɅȱɉȋȬ 

ɀ ÉǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ Ǜ ȅ Ǿ¡ 

¤ ≠╢ǡ≥ ǡ ȅ 

ǌ¡ 

¤ ȅ Ǟ ǄǾ  

ǡ ȅ Ǿ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

≠╢  

╓ ǞǗƷǙǡ

ȅ Ǵ  ǫǡ

ȅ ǌǾǆǛȅ Ǟ 

≠╢ȅ ǛǊǒ

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȢȨȬȾǡ  

ǡ ǅƿ ǼǿǙƷǾ¡ 

ǫ  ǫ

ǡ ȅ ǌ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

 

ǨǿƵƷǱǗǽ 

ǡ ╓  

ȅ ǴǾǆǛȅ

Ǟ Ȣȯºȡ ǷǨǿƵ

Ʒ ȅ ǌǾ¡ 

╓ǡ Ǟ Ǌǒ ȅ  

ǊǙƷǾ¡ 

 

¤ȶȬȱɘºȘ≠╢ ȅ  

ǋǙ  ╓ǡ ȅ №Ǌ  

ǞǗǝǅǾ¡ 

¤ Ȁƹ È ⱱ  

ÉǛǡ   ╔ǙȞɖɜ 

ǡ ȅ ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

ǽ 
ǡ ȅ

ǖǙǵǼƷ ǆǜǵǒǔ

Ǟ ƻǙƷǂǆǛȅ

Ǟ  ǽȅ ƹ¡ 

ȶȬȱɘºȘ≠╢ ȅ ǋ

Ǚ  ╓ǡ ȅ №Ǌ 

ǞǗǝǅǾ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

 
ǡ Ǟ ǘǀ  ǚ

ȂǿǾ ȤɈȳºǞǙ 

ǡ ȅ ƹ¡ 

¤ Ƿƾǝ ǽǡ ȅ 

Ǌ ǄǙƷǾ¡ 

¤ Ǟ Ǆ נּ ǦƾǄ 

ȅ ǄǾ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ⱳ  

ǡ Ƿ ǞǗ

ƷǙ ǩǆǛȅ Ǟ 

╓ ȅ Ǟ 

ȅ ƷǙ ⱳ ȅ

ǌǾ¡ 

¤ ╓ǡ Ǟ Ǌǒ ȅ 

ǊǙƷǾ¡ 

¤ȶȬȱɘºȘ≠╢ ȅ  

ǋǙ  ╓ǡ ȅ №Ǌ  

ǞǗǝǅǾ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ǳƾǊǡ Ǧ  

ǆǜǵǒǔǛ ╓ǡ Ǜ

ǡ ȅ ǾǆǛȅ

Ǟ ǳƾǊǡ Ǧ ȅ

ǌǾ¡ ÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

Ǔǻǽ  

╓ǡ ȅ

╓ Ǟ ǂ Ǌ 

ǞǗǝǅǾǆǛȅ

Ǟ  Ǔǻǽȅ

ǌǾ¡ 

¤ Ǟ ȅ Ǘ ƿ 

ƻǙƷǾ¡ 

¤ ƅƇȅ ǄǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 
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ø ÈǴǉǌ É   

Ǿǂ ǲǻƷ ǆǡ ╓ÈƹǼȆǛǆÉ 

 

ø ǝ  

¤ ǡ Ʒ ¤ ǱǗǽ ¤  

¤ǥǝǡ   ¤ ₲    ¤ Ǔǻǽ 

¤ ǽ  

 

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ 

¤ ƿ ǽ 

¤ ƾǼǡǗǝƿǽƿƵǾ 

¤ ǚ ƾǄǊ ƹ  Ǟ Ǆ ǖǙƷǾ 

ǡיִ¤ ƿǽƿƵǾ 

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ ƿ ƻǷǌƷǆǜǵǡ ǽ 

ǞǗƷǙ ǌǾ¡ 

ӡ ǡǆǜǵǡ  

ǽ¤ ǀ Ʒ  ǡ  

 

Ӣ ǡ ∫ȅ ƻǾ 

Ǜ Ǌǒ¡ 

ӣ ȅ  

Ӥ №ǞǗƷǙ   

ǡ ∫ȅ ƻǾ Ǜ 

Ǌǒ¡ 

ӡ ǽǡ  

ӣ ƿ ǊǒƷǛנּ ƻ 

Ǿ ǡ  ȢȖɇɅɒɜ 

ȯȌȋǡ  

Ӥ Ƿƾǝ ǽǡ  

Ӣ8050 ǡ ȅ №ǌǾ¡ 

№ǚǀǒǼ ⱱ ȅ ǌǾ¡ 

ӣ Ʒ ǡ ƿ ╓Ǟ ȂǾǒǴ 

ǡ ȅ ǌǾ¡ 

Ӥ ╓Ǟ Ǽǌ ǡ ȅ № 

ǌǾ¡ №ƿǚǀǒǼ ╓Ǜ  

ǚǀǾ ȅ ǌǾ¡ 

ẅⅎ ᵺ  

γ 
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ŭ 12     ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

ǡ Ʒ 
ǞǻǾ ȅ

ǋ  ¤ ȅ

ǌǾ¡ 

ǵ ǵ╗ Ǟǝǖ

Ǚ  ¡ǊǙƷǾנּ

╓ǡ Ǟ ǖǒ ȅ 

ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

 
ǡ   ≠╢ǫ

ǞǻǾ ǽ ǡ

ȅ ǌǾ¡ 

Ǟ╥ǀ ƿǿǙƷǾ¡ ǵƿ Ǆ ǅǾ ǡ  

ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ǱǗǽ 
ǱǗǽǞ   

ȿºȢȅ Ǌ ╓ǡ

ȅ Ǿ¡ 

ǡ ƿ  ¡ǊǙƷǾנּ

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

 

ǡ ǦǷ ȢɆºȭǝǜ 

ƿ ǚǀǾ ȅ

ǌǾ¡ 

¤ ǡ ƿ  ¡ǊǙƷǾנּ

¤ ƿ ǷƾǞ ƿ 

ǾǆǛƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ Ʒ ƿ  ¡ǊǙƷǾנּ

¤ ƿ  ǊǒǂǝǾנּ

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ≠╢ǚǝǂǙǵ  

ƿ ǙǾǻƹɅɒɜȯȌȋ 

ȅ ǌǾ¡ ÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ǥǝǡ  

╓Ǟ ǳ ȅ Ǌ 

╔Ⱨ ǞǻǾ ȅ

ǋ ȅ Ǿ¡ 

¤ ƿ ǷƾǞ ƿǖǙ 

ƷǾ¡ 

¤   ǡ ƻǾ  

ƿǚǀ  ƷǷǽǡƵǾ ╓ 

ǞǝǖǙƷǾ¡ 

╔ⱧǛǡ ƿǽȅ ǌ

Ǿ¡ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

₲  

¤ ǡ   ⱱ

ȅ Ǟ 77 ∙

ȅ Ǌ  ǡǗǝƿ

ǽ ǽȅ ƹ¡ 

ƿ ǷƾǞ ƿǖ 

ǙƷǾ¡ 

¤ ǵƿ Ǆ ǅǾ ǡ 

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ╓ǡ Ǟ ǖǒ  

ȅ ǌǾ¡ ÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

Ǔǻǽ 

Ũ Ǌ 

ǡ ȅ ƹ¡ 

ǡ ƿ ·ǝ Ǟ  נּ

ǌǾǆǛƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ȅנּ ǌȪɒȠȅ  

ǌǾ¡ 

¤ ⱱȢȨȬȾǷȢȖɇɅ 

ɒɜȯȌȋȅ ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻƵƹ 

ǽ  

ǡǆǜǵǞ Ǌ 

ǞǗǝǅǾ¡Ǳǒ 

ǞǻǾ ǡ ǽ

ȅ ⱱǌǾ¡ 

ǽ Ǟ ǂǡ ƿ 

ǊǙǂǿǾǻƹǞǝǖǙƷ

Ǿ¡ 

ǽ ǫǡ ȅנּ Ǧ 

ǄǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 
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¤  
  

ø ÈǴǉǌ É   

 ǵƿ↨ ǚ↨ ǊǙ ǼǎǾ ǾƷ ╓ǘǂǽ 

 

ø ǝ  

¤          ¤ǨǿƵƷ    

¤ ȘɓȢɇȢ   ¤ ȅ ǾǂǌǾ◖    

¤     ¤ ╓ ⱱ  

 

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ 

¤ ǽƿ ǂ  ╓ǡǗǝƿǽƿ ǂ  ╓ ȅ 

ƻǙƷǾ¡ 

¤ ǔƿּהǷƾ  ǡ ǫǡ ƷǷǽƿƵǾ¡ 

ǊƷ ƿ Ʒ  ǲǷǌƷ¡ 

¤ ƿƵǽ  ǝǜ ǡ נּ ƿ Ʒ¡ 

¤ƵƷǈǗƿǚǀǾ¡  ¤ ƿ ƾ    

¤ ƿƽƷǊƷ¡   ¤șɒȏɜȲȝɔȾƿ  

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡǥǀǆǵǽǡ ȅ №ǌǾ¡ 

№ƿǚǀǒǼ ⱱ ȅ  

ǌǾ¡ 

ӡ   

№ƿ Ǌƾǖǒ¡ 

Ӣ  ┌ Ǟ ǌǾ Ƿ 

ȅ Ʒ ┌ ȅ 

Ǌǒ ╓ƿƵǾ¡ 

ӣ    

Ӥ  ǒǝ Ǣǝ 

Ʒƿ  ȅ  

Ǌǒ¡ 

ӡ ǚǢǝǂ  ≠ 

╢ǛǊǙǡ ǫ¡ 

Ӣ ǫǡ  

ӣ¤Ӥ ╓Ǜǡ ƿ ǊǙ

ƷǾǒǴ  ȅ Ǌ 

Ǟ ǌǾ

ȅǌǾ¡ 

Ӣ ǡ Ʒ ⱱȅ ǌǾ¡ 

ӣ ȅ Ǵǒ ╓ ǡ ǡ 

ȅ ǌǾ¡ 

Ӥǆǜǵƿ ǚǀǾ ǡ  

ȅ ǌǾ¡ 

ẅⅎ ᵺ γ 
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ŭ 12    ¤  ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

 
ǞǙ ŧ  

ȅ ǌǾ¡ 

╓ǚ ȂǿǙƷǾ Ǟ

ȅ ǔ  ǂǡ ƿ Ǌנּ

ǙƷǾ¡ 

Ƿ ǡ ǝ

ǜ  Ƿ  

ȅ ǊǌǾ¡ 
÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

ǨǿƵƷ ¤ 

ȘɓȢɇȢ  

75 ǡ   ǒǀ

ǽ ȅ ǞǨǿƵ

Ʒ ¤ ȞºȼȢȅ

ǌǾ¡ 

¤ ǵ ǣǿǾǻƹǞ  

ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ǽ ƿ  ǊǙƷטּ

Ǿ¡ 

¤ Ʒ ǵ ǞǗƷǙ 

ƻǙǵǼƻǾǻƹǞǝǖ 

ǙƷǾ¡ 

¤ ǊǙ ǚǀǾ  

ȅ ƻǾ¡ 

¤ ǡ ǊȅǌǾ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȅ ǊǌǾ¡ 

¤ ╢Ǜ ǡ  

ȅǌǾ¡ 

75 ǡ ǡ ǫ 

Ǌ ǄȅǊǝƿǼ Ș

ɓȢɇȢȅ Ǌǳ ȅ

ƹ¡ ÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

ȅ 

ǾǂǌǾ◖  

↨ ↨ ǝ ╓ǘǂǽȅ

ǴǉǊ  ¤ ¤

ǡ Ǜ

ǌǾ¡ 

¤ Ǜ ǚ ǚǀ 

ǙƷǾ¡ 

¤ Ƿ ȅ ǲ ǈǝƷ 

╓ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ╓ ǚǡ Ǟ Ǌ   

ǂǡ ƿ  ǚǀǾǻƹנּ

ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ǆǜǵǵ ǵ ǄǾ  

ǡ ⱳǝǜ ¤  

ǡ Ǌȅ ƹ¡ 

¤ ǫ ⱱȅ 

∟ ǌǾ¡ 

¤ƅƇȅ  ¡ǌǾטּ

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

 

ȢɆºȭȅ ǋ ȅ

ƻǒ ƿ ǱǾǻƹ

ǌǾ¡ 

¤ ǡ ╓ ǫǡ ƿ 

ȆǚƷǾ¡ 

¤ ƿ Ǟ Ȃǽ ǆ 

ǜǵǷ ǡ ǝǜ  נּ

ƿ ƻǙƷǾ¡ 

ǚǵ ǊǷǌƷנּ ȅ

ǌǾ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

╓ ⱱ  

╓ǡ ǽǇǛȅ ǽ ǐ

ǡ Ǟ Ǆ Ǌ ƹ¡ 

¤ ǽǇǛȅ ƻǾ ǡ  

ȅ ǚǀǾ Ǟǝǖ 

ǙƷǾ¡ 

¤ ≠╢ƿǐǿǑǿǡ  

Ǟ  Ǌנּ Ǟ ǚǀ 

ǾǻƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ╓ ǚ ȅ Ǿ 

≥ ƿ ǊǙƷǾ¡ 

¤ Ǟ ǌǾ ȅ  

Ƿǌ¡ 

¤ ǌǾ ƿ Ǌ  

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ŧ Ǜ ǌǾ¡ 

 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 
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ø ÈǴǉǌ É 

╓ǚ ƻ ƹ¤ Ǆ ƹÈ Éǡ ǽ 

 

ø ǝ  

¤ ≠╢    ¤  

¤ ȞºȼȢ   ¤  

¤ ȹȟº    ¤ ₲  

¤      ¤ƽ Ʒ ȹȢȭȋº 

 

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ 

¤ ǚ ȅƾǄǷǌƷ 

¤ ǡ Ƿ   ₲ƿ Ʒ 

¤ ƿǒǂǈȆƵǖǙ  Ƿƽ ƿ  

 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 
ӡ ŧ ƾǼƽ Ʒ  

ȹȢȭȋºǡ Ǜ ȨȘǡ 

ȅ Ǵǒ¡ 

Ӣ ǡ ∫ȅ ƻǾ   

Ǜ Ǌǒ¡ 

ӣ ǞǝǾ Ǣ ǫǗ 

ǝǅǒ¡ ȞºȼȢȅ ǋ 

Ǚ Ǟ Ǵǒ¡ 

Ӥ ╔ǙȞɖɜǫǡ  

ӡ ╓ǡ┌ ⱱǡ  

Ǜƽ Ʒ ȹȢȭȋºǡ  

ǫǡ  

Ӣ ǽǚȔȹºǊǙƷǂ¡ 

Ӥ  

Ӣ8050 ǡ ȅ №ǌ 

Ǿ¡ №ƿǚǀǒǼ ⱱ  

ȅ ǌǾ¡ 

ӣ ǽǷǐǡ ǡ ⱱȅ ǌ 

Ǿ Ǟ ǌǾ ⱱ ȅ  

ǌǾ¡ 

Ӥ ǊǙǆǜǵȅ ǲǷǌƷ

ǽȅ ǌǾ¡ 

₢⁮ˇ˭ᴮὂ 

 

Inokas  

ᵺ γ 

okas  
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ŭ 12     ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙǒǼƷƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

≠╢  
╓ǡ ȅ Ǌ  ╓

Ǟ ǄǚǀǾǆǛ

ȅ ƻ  ╓ǡ ƿ ǱǾ

ǻƹǝ ȅ ǌǾ¡ 

ȅ ǊǙ  ≠╢

ǡǗǝƿǽƿ ǱǖǙƷ

Ǿ¡ 

Ǣ  ╓ ȅ

Ǟ ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

 
ǫ ǌǾ¡ ╓Ǟ ǳ Ǟ ǊǙ

ǡ ǔȅ ƻǾ

ƿǚǀǙƷǾ¡ 

Ǟ Ʒ  ǡ≥

ȅ ǱƻǙ ȅ ǌ

Ǿ¡ ÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ȞºȼȢ 

╓ǚ ǿǒ ǝǜȅ

ǖǙ ╢Ǜ ≠╢ƿ

ǚ ȅ ǽ  Ǌǒ

ȅ ╓Ǟ ǳ 75 ∙ ǡ

╗ ǼǊǡ ǫ

ǌǾ¡ 

╓ǡ Ǟꞌǋǒ

ƿǚǀǾǻƹǞǝǖǙƷ

Ǿ¡ 

¤ 75 ƾǼ 1  

ǍǗ ȅ╥ǀ ǅǾ¡ 

¤Ū Ǟ ǡ ȅ 

₲ Ǜ Ȃǎ 

Ǿ¡ ÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

 

ǡ ╔ ¤JA

Ǜ ǚșɒȏɜ

ȲȝɔȾȅ Ʒ  ╓

ǡ ȅ Ǿ¡ 

ǡ ǡ ƿ ǚǀǙ

ƷǾ¡ 

Ǜǡ ȅ ǌ

Ǿ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

₲  

80 ∙ ǡ ȅ

Ǟ ¤ ǡ

ȅ Ǟƽ Ǣɕȱɔ

ȱ ȅɀɕȥɜȱǌǾ¡ 

סּ ǝ ǡ ȅ

ǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ȹȟº ǡǒǴ 

ƾǼ ǎǼǿǒ ǚȹȟ

ºȅ ǌǾ¡ 

Ǳǚ Ȃǽǡ ƾǖǒ

ǵ  ¡ǚǀǙƷǾנּ

☺Ƿ ȅ

ǌǾ¡ 
÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

÷ ¤ǌǾנּ  ǚǀǾנּ

 

ǡ Ƿ ǡ

Ǟǻǽ  ǒǝȋȍȰȋ

Ƿ ȅ ǲ Ǌ 

ǡ Ǟ ☿ǌǾ¡ 

ȅ ǊǙ ǒ ƿ 

Ǟ ☿ǚǀǙƷǾ¡ 

ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ƽ Ʒ ȹȢȭȋº ┌ ǡǝƷ ǫǡ

Ʒ ⱱǛǊǙȹȢȭȋ

ºȅ ƹ¡ 

ƿ ƿǽ 

ǵ ƻǙƷǾ¡ 

¤ Ǜ ȅ Ǌ   

ǫ ǌǾ¡ 

¤ ╓ǫ ǌǾ¡ 

¤ ȅ №ǌǾ¡ 

÷

╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ  

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 
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║   
 

ø ÈǴǉǌ É  

ǵƿ↨ ǊǙ Ǟ ǼǎǾ 

Æ Ǟ ǊƷ ǡǱǔÇȅǴǉǊǙ 

ø ǝ  

¤    ¤ ǽ    ¤  

¤ ⱳ    ¤ǨǿƵƷ      ¤ǨǿƵƷ  

¤ǨǿƵƷ   ¤ È ȅ ǾǂǌǾ◖ É 

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ  

¤  ¥ ǡ Ǟ∞ Ǌ  

┼ ǡ ┼ ƿƵǾ¡ 

¤  ¥ȜɜȺȘȱǝ ǚ 

ƾǼǡ ǡǗǝƿǽƿ Ʒ¡ 

¤ ║ ¥ ǡ Ƿ   

ǡ ƿ ǱǖǙƷǾ¡ 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

ӡ ǡ ǽ ǞǗ 

ƷǙ ǡ ȅ Ǆǒ¡ 

ǞǻǖǙǢ ȹȢƿ  

ǼǝƷǒǴ  ŧ Ǜ 

ǊǙǨǿƵƷ ǚǢ 

Ũ ǚȏȒºȖɜșȅ ǖ 

ǒ¡ 

Ӣ Ǟ ǌǾ ȅ  

Ǌǒ¡ 

ӣӤ №Ǣ ǡ  

∫ȅ ƻǾ Ǜ Ǌǒ¡ 

ӡ ǡ ǋǆǵǽ

ȅ ǌǾ¡ 

È ŧ Ǜǡ É 

ӢӣӤ ǞǝǾ ƿƷǿǣ

Ǿ¡ ǞꞌǋǙ Ǟ

ǗǝǅǾ¡ 

 

Ӣ ╓ƿǚǀǾ ǡ  

ⱱȅ ǌǾ¡ 

ӣ8050 ǡ ȅ №ǌǾ¡  

№ƿǚǀǒǼ ⱱ ȅ  

ǌǾ¡ 

Ӥ ╓Ǟ Ǽǌ ǡ ȅ  

№ǌǾ¡ №ƿǚǀǒǼ  

Ǟּנ ǊǙǵǼƹ ȅ ǌ 

Ǿ¡ 

ᵺ γ

Inokas  

ᶼ̽γ 

 

Inokas  
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ŭ 12  ║  ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

 ǞŦ   ǡ

Ƿ ǽ ǽǡǒǴ

ǔ Ȃǎȅ ǌǾ¡ 

Ǟ Ǌ  ╓ Ǟ

Ǌ ǀǝ ƿǚǀǙƷ

Ǿ¡ 

Ƿ  

ȅ ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ǽ  
ŧ   ≠╢ƿ

Ǜǝǽ  Ǟ ȅ

ǌǾ ǽ ȅ

ƹ¡ 

ǡ Ƿ נּ

 ǆǜǵǝǜ  ╓Ǟ ǳ

·ȅ ǂ ǖǙƷǾ¡ 

¤ ǞǝǾǆǛǢ  Ƿ 

  ǫǗǝǃ¡ 

¤ ȅ Ǌ   

ȅ ƹ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

 

ŧ   ȅ

Ǌ  Ƿ ╓ǡ

ȅ ¤ ǌǾ¡ 

¤ ║ Ǟ ǳ ǵƿ 

ǞǗƷǙ ƿ  

ȆǚƷǾ¡ 

¤ Ǟ ƿ  

ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ╓ǡƵǼǹǾ ȅ  

ǌǾ¡ 

¤ ǡ ȅ  

ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ⱳ  
Ǟ ȅ ǖǙǵǼ

ƹǒǴ  ╓ǡ ǒǔȅ

Ǟ ⱳ ȅ ǌǾ¡ 

╓Ǟ ǳ ǒǔǡ ǝ 

ȯºɇǚ ⱳ ȅ Ǌ   

נּ ƿ Ǟ ƿ ǙǾ 

ǻƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ⱳ ǡ ȅȋɜȚ 

ºȱǷ ǀ ǽǚ ǌ 

Ǿ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ǨǿƵƷ  

ȏȒºȖɜșǷ ȢɆº

ȭǝǜȅ ǋǙ ǆǜǵƾ

Ǽ Ǳǚƿ ǚǀ

Ǿ ȅ Ǿ¡ 

¤ ƹ ǡǝƷ ǒ 

ǔƿƽ Ʒȅ Ǿ Ǟǝ 

ǖǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ǼǊǚ ǞƾǄ 

ƵƻǾ ƿ ǱǿǙƷǾ¡ 

¤ ǡ Ƿ  

Ǜ ǌǾ¡ 

¤ Ƿ ƾǼ  

ȅ ƻǾ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ǨǿƵƷ  

77 ∙ ǡ

ȅ Ǟ  ¤

ǡ ȅ Ǟ

ǡ Ƿƽ ȅ Ǌ

ǌǾ ȅ ƹ¡ 

¤ǻǽ ǝ ǒǔƿ Ȃ 

ǽȅ ǔ ǽ ǴǾǻƹǞ 

ǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ╓ǡ Ǟꞌǋǒ  

ƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ǡ ȅ ǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ  

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ǨǿƵƷ  
77 ∙ ǡ ȅ

Ǟ ¤ ǡ

ȅ Ǟƽ ȅ ǌ

Ǿ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

 

È ȅ ǾǂǌǾ◖ É 

טּ ǡ╗ ǛǊǙ 

¤ ƿ

ȅ ǾǂǌǾ◖ Ǟ

ǌǾ ȅǌǾ¡ 

╓Ǟ ǳǆǜǵǷ ¤

╓ ƿ╗ Ǟǝǽ Ƿ

ǡǝƷ ǞǗƷǙ ƻ

ǾǆǛƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ȅ  

ǌǾ¡ 

¤ Ǜ ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ
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ø ÈǴǉǌ É 

ȓºɔ ǚƷǀƷǀ Ǌǲ  

Ǟ ǴǾ  ƵǾ ╓ 

ø ǝ  

¤ ȾȐȢȯȌȹɔ¤ǨǿƵƷƽǒǡǊǲ  

¤   ¤ טּ  

¤ Ǆ Ʒ  ¤ǨǿƵƷ        

¤ Ǔǻǽ 

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ 

¤ ǽƿ ǂ  ǘǀƵƷƿƵǾ¡ 

¤ Ⱨ Ƿ ǝǜǡ  ╬ǿǒ ƿƵǾ¡ 

¤ ƿ ǂǡǦǡǦǊǙƽǽ ƽ Ƿ ƿƽƷǊƷ¡ 

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ ƿ ǊǙ ǚǀǾ  

ȅ ǷǌǆǛȅ ǌǾ¡ 
ӡ ǡ  

Ӣ ǡ Ǜ  

ȅ Ʒ  ╓ǡ  

ǚ Ǌǒ¡ 

ӣ №Ǣ ǡ ∫ 

ȅ ƻǾ Ǜ Ǌǒ¡  

ǡ Ǣּס ¡ 

Ӥ  

ӥ ǡ ∫ȅ ƻǾ  

Ǜ Ǌǒ¡ 

ӡ ǡ ȅנּ ȅ  

ǱƻǙ ǌǾ¡ 

Ӣ ǝ   Ǟ Ǆ 

ǒɇȴɎȋɔǡ Ǌ 

ӣ ǷǥǀǆǵǽǞǗƷ 

Ǚ  ǡ ȅ  

Ӥ נּ ǫǡ  

ȅ ǌǾ¡ 

 

Ӣ ǡ Ƿ ȅ ǌ 

Ǿ¡ 

ӣ ǡǆǜǵǡ ȅ №ǌ 

Ǿ¡ №ƿǚǀǒǼ ⱱ  

ȅ ǌǾ¡ 

Ӥ נּ Ǟ ╓ǡ ǫ 

ǡ ȅנּ Ǧ ǄǾ¡ 

ӥ ǡ ǡȴºȣ ȅ  

ǊǙ ǽǇǛȅ №ǌǾ¡ 

ẅⅎ ᵺ  

γ 
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ŭ 12     ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

 

77 ∙ ǡ ȅ

Ǟ ɕȘɓȑºȠɐɜǷ

ǞǻǾ ǒǒǀȅ

ǌǾǝǜ ȅ ƻǾ

ǛǌǾ¡ 

¤ ǵ ǵ ƻǾ  

ƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ǻǽ ǚ ǄǾ ǚ  

ƻǾ ƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ȅ ǌ¡ 

¤ ǽ Ʒ   ǡ  

Ǳǽǡ ȅȞɆºȱǌǾ¡ 

¤ ╓ ƿ  Ǌǒǂǝנּ

Ǿ ȅ ǌǾ¡ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

 

ȾȐȢȯȌȹɔ 

ȢɆºȭȅ Ǌ  ƿ

ȅ Ȃǎ  ǽ ƷǞǝǿ

Ǿ ȅ ǌǾ¡ ¤Ȝɖȳ︡∙ ǡǻƹǞȜɈ 

ɎȴȚºȠɐɜǚǀǾ Ǟ 

ǝǖǙƷǾ¡ 

¤ǲȆǝƿ ȅǵǖǙ ╓ 

Ǟ  ¡ǚǀǙƷǾנּ

¤ ȅ ǊǙ  ȅ ǿǣ 

ƵƷǈǗƿǚǀǾ ╓Ǟǝ 

ǖǙƷǾ¡ 

¤ ǵ ǵ ȅ 

ǙǾ ȅ ƻǾ¡ 

¤ ƵǾ ȅ  

ǌǾ¡ 

¤ ╓ǡ Ǟ ǖǒ ǡ 

ȅ ǌǾ¡ 

 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ǨǿƵƷ 

ƽǒǡǊǲ  

Ŧ  ǆǜǵǛ ƿ

ƽ Ʒǡ ǲƿƵǾ

Ǧȅ ƻƵƷ  ǽǞ

ǝǾ ǛǌǾ¡ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

טּ  

ƿ ǚ ǌ

Ǿ טּ Ǟ Ǌ 

ǡ Ƿ ǡ ȅ

ǊǗǝƿǽȅ Ǿ¡ ÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ǨǿƵƷ  
  ǒǀǽǡ

Ǟ Ǌ 

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ǡ ƻǾ ƿ ǈǿ 

ǙƷǾ¡ 

¤ ǞǝǖǙǵ  Ǟǝ 

ǖǙǵ↨ ǊǙ ǴǾ ╓ 

ǞǝǖǙƷǾ¡ 

Ǟ ǊǙǂǿǾ  

Ƿ  ǽǡ ȅ Ƿǌ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

Ǆ Ʒ 

╓ǚ ȅ Ǌǒ

ȅ ǡ Ǟ Ǆ 

╓Ǜ ǡǗǝƿǽȅ

Ǿ¡ 

¤ Ǜ ǡ ƻǾ  

ƿ ǈǿǙƷǾ¡ 

Ǟ ǖǒ ȅ

Ǌ  ·Ǜ ǌǾ¡ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

Ǔǻǽ 
Ũ   ȅ Ǌ 

Ƿ ȅ

ǌǾ¡ 

¤ ╓ǡ ƿ ƽ Ʒ Ǟƾ 

ǄƵƻǾ ╓ǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ╓ ǡ ȅ Ǌ  

ƽ ƷǞ ǞƾǄƵƹ≥  

ȅ ǌǾ¡ 

¤ǝƿǼ ǽǡ ǦƾǄ 

ȅ ǌǾ¡ ÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 
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ø ÈǴǉǌ É 

ƾǝ Ǟ ƾǿǒ ǚ  

ƿǗǝƿǽǝƿǼ  

ǼǊǂ ǼǊ ǄǾǆǛƿǚǀǾǻƹǞǌǾ 

ø ǝ  

¤ǨǿƵƷ ȞºȼȢ  ¤ǨǿƵƷ    

¤ ǡ  

ø ǒǔƿ ƹ ╓ǡƷƷǛǆȀÈ ǲÉ 

¤ ƾǚ ƿǀǿƷ¨ ƿǀǿƷ 

¤ǞǋǱǌǵƷǾǊ ȂǈǦǵƵǾǻ¨ 

¤ǆǜǵǒǔƿ ¨ǲȆǝƽ ǽǞǷǈǊƷȆǓ  

ø ũ ǡ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ ǝ ǽ ǡ ȅ  

ǌǾ¡ 

ӡ¤ӢǨǿƵƷ   ǡ  

ǝǜǡ ȅ ǋ   

ǽ ȅ ǚǀǒ¡ 

ӣ¤Ӥ ǡ ∫ȅ ƻ 

Ǿ Ǜ Ǌǒ¡ 

ӡ ǡ ¤ ƿ  

Ǌ  ╓ǡ ƿ  Ǌטּ

ǙǀǙƷǾ¡ 

Ӣ   ƿטּ  

ǞǝǖǙǀǙƷǾ¡ 

Ӣ ǽ ƾǼ ǿǙǊǱƹ 

ƿƾǽǝ ǡ ⱱ ǞǗƷǙ 

ǌǾ¡ 

ӣ ǡ ƿ Ǟǝǖǒ 

ǡ ꞌȅ ǌǾ¡ 

Ӥ ǡ ǡȴºȣ №ȅ  

ƹ¡ №ǚǀǒǼȴºȣǞⱲǖǒ 

ⱱȅ ǌǾ¡ 

ӈ‗ 

I nokas  
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ŭ 12    ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

ǨǿƵƷ ȞºȼȢ 

ȅ Ǟ ╔Ⱨ

ǡ  

ȅ ǋǙ ǌǾ¡ 

¤1 200ⱦǡ ╓  

È 1É ǡ ǚ  ȅ ǋ 

Ǟ ȅ ȂǎǾ ƿ 

ƻǙƷǾ¡ 

¤ ǌ ƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤  ¡ǊǷǌǂǝǖǙƷǾנּ

¤ ǚ ǌǾ¡ 

¤ ǝ   ȅ ƻǾ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ǨǿƵƷ  

ǡ  

ǡ ȅ Ǟ ǌ

Ǿ¡ 

¤ ǚǵ ǚǀǾנּ Ǟǝǖ 

ǙƷǾ¡ 

¤ ȅ ǋǙ  Ǜ  יִ 

ǡǗǝƿǽƿ ǂǝǖǙƷ 

Ǿ¡ 

¤ ǚ ǌǾ¡ 

¤ ǊǞ ƷǙǲǾǝǜ  ǚ 

ǵ ǄǾȜºȢȅ ǌǾ¡ 

¤ǆǜǵǡ Ǟתּ Ȃǎ  

ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ ÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ǡ  

77 ∙ ǡ

ȅ Ǟ  ȅ

ǋǙ ȅ Ǿ¡ 

¤ ǡ ƿ ǈǿ  

Ǟ ǝ ǫ ǚǀǾǻ 

ƹǞǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ǵ ƿ ǊǙƷ

Ǿ¡ 

¤ ǡ Ǌȅ ǌǾ¡ 

¤ ƿǝǂǝǾǒǴ   

ǚ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȅ ǊǙ   

ȅ ƻǾ¡ 

¤ƽ Ʒǡ ȅ ƻǾ¡ 

¤ǹǖǂǽ ǚǀǾ ȅ 

ƻǾ¡ ÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 
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ø ֩f ᵵᵸ  ֪

 ᶍ ╓ ᶱ ᶠᶧ  v   

╓ᶎ ╓ᶍ ᶆ ᵧᶧᵥ  

ø ᶉ  

ᴴ ᶍ ᵣ   ᴴᶝᶀᵪᶈ    ᶔHᶫᵡᵣ ≠╢  

ᴴ ≠ɭ╢   ᴴ ≠╢      ᴴ ᴴ  

ø ᵾᶀᵫ ᵥ ╓ᶍᵣᵣᶇᵲᶬ֩ᶞ  ֪

ᴴ ᵫᵣᶂᶐᵣᶆᴲ ᵪ  G

ᴴ ᴴ ᶱᵶᶅᵣᶪ ᵫ ᵣ  G

ᴴ ᵶᵣ ᵫ ᵣ  G

ᴴ ᶉᵫᶨᶍᶃᶉᵫᶩᵫ ᵮᴲ ᶍ ᶩ ᵣᵫ ᵣ  G

ᴴ ᶇ ᵫ ᶩ ᶱ ᶲᶆᵣᶪ  G

ø ᶍ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ ǡƵǾ ƿ Ǟǝ 

ǖǒ ǡ ꞌȅ ǌǾ¡ 

ӡ ǽ≠╢    

ǫǡ   ȅ Ǌ≥ 

ǡ ȅ ǖǒ¡ 

Ӣ ȨȘǡ ȅ Ǌ ┌ 

Ǟ ǌǾ ȅ Ǌǒ¡ 

ӣ¤ӤǞ ǊǙǢ  ǡ 

∫ȅ ƻǾ Ǜ Ǌ 

ǒ¡ 

ӡ ǡ ȅ ǽ   

╓ǚǡ ǽȅ ǌǾ¡ 

Ӣ┌ Ǟ ǖǙƷǾ ǡ 

ȴºȣ Ƿ┌ Ǟ ǌǾ  

¤ ȅ ƹ¡ 

Ӣ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

ӣ Ǟ ǫּנ ǊǙǵǼƹ 

ȅ ǌǾ¡ 

ӤŹƋǝǜǡ ȅ ╓ǡ ǚ 

ǌǾ¡ 
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ŭ 12     ╓  

 

       ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

ǡ Ʒ 

ǨǿƵƷ ǡ

ǒǴǞ  Ŧ ╓ǡ

ǡ ȅ Ʒ 

ȅ ǴǾ¡ 

╓ǡ Ǟ ȂǎǝƿǼ  

ǚǀǙƷǾ¡ 

Ǟ ȅ Ǌ  ╓

ǡ Ƿ Ǜ ǌ

Ǿ¡ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

Ǳǔƾǜ  
14 Ǟ ȅ

Ǌ  ȅ Ǘ

ǒǔȅ ⱱǌǾ¡ 

ǡǂǼǊǡ ǚ ǋǾ  

ǽǇǛƿ  Ǜ ǚǀ 

Ǿ ╓ǞǝǖǙƷǾ¡ 

ǞǗƷǙ ǌǾ¡ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ǨǿƵƷ ≠╢  

ǨǿƵƷ ȅ

ǌǾ¡ 

¤ȢɇȍɔȖȬȪɜƿ ╓Ǟ 

ǀ ǚǀǙƷǾ¡ 

¤◖☺ Ƿ◖☺ ǡ  

ƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ Ǟ ǝ ¤  

ȅ Ǌ  Ǟ ǌ 

Ǿ¡ 

¤ ǞꞌǋǙ ȴºȣ  

ȅǌǾ¡ ÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

≠╢  

¤ ╓ ȶȬȱɘºȘ 

ǡǒǴ  Ǔ 

ǻǽǷ ǡȪɒȠȅ 

ǌǾ¡ 

¤ ǚ ǝ  

ȅ ǌǾ¡ 

·ǝ ǚ ǡ

ȴºȣǡ №ƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ Ǣ Ŧ   Ǣ 

ǞꞌǋǙ ǌǾ¡ 

¤ǨǿƵƷǡ ȅ Ǌ   

ǀ Ǿ ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

ǽ≠╢  

ȅ Ǘ ǒǔǡ

ⱱǷ ȅ╔ ǌǾ¡ 

¤ ≠╢ȅ Ǟ   

ȅ ƷǝƿǼ ǽ ƿǚ 

ǀǙƷǾ¡ 

¤ ȅ Ǌ  ╓ǚ 

Ǿ≥ ƿ ǴǼǿǙƷ 

Ǿ¡ 

¤ ǽ Ʒ   ╔ǙȞɖ 

ɜ  ǫ ǽ ȅ  

Ʒ  ǝ Ǜ Ƿ 

ȅ Ǿ¡ 

¤ ǽǡ ȅ Ǌ  

ƻǾ ȅ ǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

¤  

  ╔ȅ

ǌǾ¡ 

╓ ǡ №ȅǊǝƿǼ 

ǡ Ǜ Ǌ 

ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ¥ ǚ ǅǙƷ 

Ǿ ╓ ȅ ǱƻǙ  

ǌǾ¡ 

¤ ¥Ŧ  ŧ ǫ 

Ǌ  ǚ  

ǌǾ¡ ÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 
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ø ֩f ᵵᵸ  ֪

ᶇ ᶊ╔ᶟ ᶍ  

ø ᶉ  

ᴴ ֺɩ ᶍᶀᶢᶲᶌᶪּ ᴴ ꞌⱱ ᶍ  ᴴ ᴁ״  

ᴴ ḕɭḋḐḷᴻ᷄   ᴴ  ᴴ ╓ ᶩ ᵣ ᶍ  

ᴴḐᶹḴḋḐḢᴻḙᴻḱḡḳ        

ø ᵾᶀᵫ ᵥ ╓ᶍᵣᵣᶇᵲᶬ֩ᶞ  ֪

ḤHḱḻḎᶸᶷ ᵫ ᵣ  G ᴴ ᵣ ֺׅ ׂ׆ ᵫּ ᵶᶅᵣᶪ  G

ᴴ ᵫ ᵣ¨֩ ᵫ╗ ᶆᵬᶪᴲ ᵫ ᶫᶅᵣᶪᴳ ֪

ᴴ ╓ᶍ ᵾᶀᵫ ᶊ   ᴴ ᵶᵮ ᵶᶅᵣᶪ  G

ø ᶍ  לּ

 ũ ǡ Ū וֹ Ǟ Ǆǒ  

ӡ ǡ Ƿ ȅ ǃ¡ ӡ  

╓ ǽ Ʒ ǫǡ ⱱ 

Ӣ  

ȹȢ¤ ȨȘǡ  

ӣ  

ǡ ∫ȅ ƻǾ  

Ǜ Ǌǒ( ǚ

ǾǆǛǛǌǿǣ ǆǜǵƿ Ǳ

ǿǾ ȅǗǂǾǆǛ )  

Ӥ  

№ȅ  

ӡ ╓ ǚ ǞƾǄƵƻǾ  

ǘǂǽ 

Ӣ┌ ǡ Ƿ ǡ    

 

ӣ ∫ Ǔƿ  ╓ 

Ǟ ¤ ƿǽƿƵǾǆ 

Ǜƿ  

Ӥ ǖǙǀǒƷǛ ƻǾǻƹ 

ǝ ╓ǡ ǈǡ  

Ӣ┌ ǡǝƷ ǡ┌  

ȅ ǌǾ¡ 

ӣ ǡǆǜǵǡ ȅ №ǌ 

Ǿ¡ №ǚǀǒǼ ⱱ ȅ  

ǌǾ¡ 

Ӥ ǡ טּ ǡ ȅ 

№ǌǾ¡ 

 

ẻᴮὂγ 
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ŭ 12     ╓  

 

     ǝ  
 

Ū ǡ ǡ  

ÈǆƹǝǖǙƷǒǼ ƷǝÉ 
Ū Ǟ Ǆ ǌǾǆǛ 

ǡ  

╓ǡƵǼǹǾ ȅ

ǌǾ¡ 

¤ǲȆǝǡ ȅ ☿Ǌ  ǚ 

ǀǙƷǾ¡ 

¤ ǡ ¤ ¤ ╓ǡ  

ȅ ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ╓ ¤ ȅ  

¤ ǒǞ   ╓ǡ  

Ƿ ǡ ǝǜ ╓ǡ 

ȅ ǽ ǿǒ ȅ  

ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ƅƇ 
ǡƽ ǽǞ נּ

Ǌ  ƅƇǷ

ǚ ȅ ƹ¡ 

¤ǲȆǝƿ ȅ ǖǙ 

ƷǾ¡ 

¤ ǚ Ǌ Ʒȅ ƹ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ∙ ǡƅƇ ȅ 

ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷Ǘǝǃ¤ǗǝƿǾ 

ƅƇ  

ȱȍɕȬȱɃºȺº 

 

ƅƇǡǒǴǡȍ

ɒȢȱ ȅ ╔Ⱨ 

  ǫ∟ Ǌ  ⱱ¤

ǚ ǌǾ¡ 

¤ ǡ ȅ ǝƿǼǆǜ 

ǵǒǔƿ Ǟ ǿ 

Ǿ ǛǝǖǙƷǾ¡ 

¤ ȅ ǾǆǛǚ  נּ

ƿ ƻǙƷǾ¡ 

¤ נּ ǡ ȅ ǅǾ¡ 

¤ ǫ ȅ ǴǾ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ¤ǚǀǾנּ  ǌǾנּ

ꞌⱱ ǡ  

ǞǛǖǙ ǲǷ

ǌƷ ╓ǘǂǽȅ Ǌ 

ⱱȅ ǌǾ¡ 

¤ǲȆǝƿ ȅ ƻǝƿǼ  

ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ǲȆǝƿ ǊǷǌƷ  

ǞǝǖǙƷǾ¡ 

 

קּ¤ ⱱȅ ǌǾ¡ 

¤ ǡ ȅ ǌǾ¡ 

¤ ȅ ǽ ǆǌ¡ 

¤ ȅ ǌǾ¡ 

¤ȞɆºȨº ¤ȜºȰȌ 

ȶºȨº╔ ȅ ǌǾ¡ 

÷╗ ǥǛǽǞ ȅ ǄǾ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

 

¤ ◖☺țºɉŽƊż 

ȅ Ǌ ≥ ǡ  

ȅ Ǿ¡ 

¤ Ǟ Ǆ ȨȘ¤ 

ȹȢǡ ƅƇȅ  

ƹ¡ 

¤ ǚŽƊżǡ 

ƿǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ·ǝ ǡ ǒǔƿ Ȩ 

Șȅ ǚǀǙƷǾ¡ 

¤ ǞǗƷǙ   

ǫ ǀƾǄȅ ƹ¡ 

¤ ȨȘǞ ǌǾȪɒȠȅ 

ǌǾ¡ 

¤ ȭȋºǡ  

  נּ ȅǌǾ¡ 

÷ ǴǾ¤ ƻ ƹ 

÷ ǩ¤ǗǂǾ¤ ƻǾ 

ǽ 

ȶȬȱɘºȘ  

¤Ô ǝǛǆȀǫ ǝ 
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資料編     

 

 
 

１ 富士宮市保健・医療・福祉計画策定推進委員会設置要綱 

 

（設置） 

第１条 富士宮市の保健・医療・福祉に係る諸計画を策定し、及び当該諸計画における施策

を総合的かつ効果的に推進するため、富士宮市保健・医療・福祉計画策定推進委員会（以

下「委員会」という。）を置く。 

（職務） 

第２条 委員会の職務は、次のとおりとする。 

⑴ 保健・医療・福祉に係る諸計画の策定に関すること。 

⑵ 保健・医療・福祉施策の総合的な推進に関すること。 

⑶ 前２号に掲げるもののほか、市長が特に必要と認めた事項 

（組織） 

第３条 委員会は、委員 25人以内で組織する。 

２ 委員は、次に掲げる者のうちから市長が依頼し、又は任命する。 

⑴ 地域住民団体の代表者 

⑵ 保健、医療、福祉等関係団体の代表者 

⑶ 知識経験を有する者 

⑷ 市民 

⑸ 行政機関の職員 

（任期） 

第４条 委員の任期は２年とする。ただし、補欠の委員の任期は、前任者の残任期間とする。 

２ 委員の再任は、妨げない。 

（委員長及び副委員長） 

第５条 委員会に委員長及び副委員長を置き、委員の互選によりこれを定める。 

２ 委員長は、委員会を代表し、会務を総理する。 

３ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故があるときは、その職務を代理する。 

（会議） 

第６条 委員会は、委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。 

２ 委員長は、必要があると認めるときは、会議に委員でない者の出席を求め、意見を述べ

させることができる。 

（専門委員会） 

第７条 委員会に、専門委員会を置く。 

２ 専門委員会は、第２条各号に掲げる事項が的確に行われるようにするため、必要な事項
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に関する調査及び分析を行い、その結果を委員会に提言する。 

３ 第３条から第６条まで及び第８条の規定は、専門委員会について準用する。この場合に

おいて、第３条第１項中「委員会」とあるのは「専門委員会」と、「25人」とあるのは「10

人」と、第５条第１項及び第６条第１項中「委員会」とあるのは「専門委員会」と読み替

えるものとする。 

（報償費） 

第８条 委員（第３条第２項第５号の委員を除く。）が会議に出席した場合は、日額 7,400円

を支給する。 

（庶務） 

第９条 委員会の庶務は、保健福祉部福祉企画課において処理する。 

（その他） 

第１０条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が別に

定める。 

附 則（平成 17 年９月１日市長決裁） 

（施行期日） 

１ この要綱は、市長決裁の日から施行する。 

（富士宮市保健福祉計画推進委員会設置要綱の廃止） 

２ 富士宮市保健福祉計画推進委員会設置要綱（平成 13年２月 14日市長決裁）は、廃止す

る。 

（専門委員の任期の特例） 

３ 専門委員会が新たに設置された場合の最初の委員の任期については、第７条第３項にお

いて準用する第４条第１項本文の規定にかかわらず、２年以内とする。 

附 則（平成 18 年５月９日市長決裁） 

この要綱は、市長決裁の日から施行する。 

～改正附則一部省略～ 

（施行期日） 

１ この要綱は、平成 30年４月１日から施行する。 

（経過措置） 

２ この要綱の施行の際現に改正前の第３条第２項の規定により委嘱されている委員は、改

正後の第３条第２項の規定により依頼された委員とみなす。 
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２ 富士宮市地域福祉計画策定専門委員会委員名簿 

役職 
氏名 

（敬省略） 
選出区分 所属団体 

委員長 井口 晴道 地域住民団体の代表者 市区長会連合会 

委員 宇佐美 巧 
保健、医療、福祉関係団体の

代表者 
市社会福祉協議会 

委員 加藤 志乃 
保健、医療、福祉関係団体の

代表者 
市手をつなぐ育成会 

委員 小林 收 
保健、医療、福祉関係団体の

代表者 
市民生委員児童委員協議会 

委員 小見山 直之 
保健、医療、福祉関係団体の

代表者 
市介護保険事業者連絡会 

委員 中村 桐子 知識経験を有する者 野中こども園 

委員 土屋 幸己 知識経験を有する者 
一般社団法人 

コミュニティーネットハピネス 

 

 

３ 富士宮市地域福祉活動計画策定・推進委員会名簿 

役職 
氏名 

（敬省略） 
選出区分 所属団体 

委員長 山崎 好信 地域福祉活動有権者 生活支援体制整備事業（第１層） 

副委員長 佐野 秀明 地域住民団体の代表者 富士宮市ボランティア連絡会 

委員 土井 正孝 地域福祉活動有識者 富士宮市介護保険事業者連絡会 

委員 佐野 芳洋 地域住民団体の代表者 富士宮市区長会連合会 

委員 齊藤 幸子 地域福祉活動有識者 すくすくサロンゆずっ子 

委員 山崎 雅史 福祉教育有識者 富士宮市校長会 
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４ 富士宮市社会福祉協議会 地域福祉活動計画策定会議 

役割 職名 氏名 

委員長 事務局長 宇佐美 巧 

 事務局次長 遠藤 久仁子 

 総務係長 佐野 建一郎 

 生活あんしん係長 増田 成孝 

 相談支援係長 山田 公彦 

 地域ささえあい係長 石川みちる 

 

５ 地域福祉活動計画策定チーム 

役割 係名 職名 氏名 

リーダー  事務局次長 遠藤 久仁子 

 総務係 

係長 佐野 建一郎 

主幹 橋村 佳絵 

 生活あんしん係 

係長 増田 成孝 

主任 鴨狩 美枝 

 相談支援係 

係長 山田 公彦 

主事補 遠藤 めぐみ 

所管係 地域ささえあい係 

係長 石川 みちる 

主幹 渡井 友洋 

主任 藤巻  梢 

富士宮市社会福祉協議会地域福祉推進アドバイザー  土屋 幸己氏 
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６ 富士宮市地域福祉推進計画策定の主な経緯・経過 

〈市〉 

開催日 会議名 主な内容 主な内容 

令和７年３月 13日 富士宮市地域福祉計画策定専門委

員会、地域福祉活動計画策定・推

進委員会合同会議 

策定方針、市民アンケート内容 

の確認 

 

令和７年５月 28日 

～令和７年６月 20日 

市民アンケートの実施 1,000人対象、 

回収数 522件 

令和７年７月 29日 こども家庭センター、青少年相談

センター、生活困窮者自立相談支

援事業所、地域医療連携室へのヒ

アリング調査の実施 
部門や機関を横断して抱える 

課題や市民ニーズの調査 
令和７年８月５日 地域包括支援センター、基幹相談

支援センター、障がい者相談支援

事業所へのヒアリング調査の実施 

令和７年８月 19日 地域福祉計画進捗管理プロジェク

ト会議 

第４基の評価、第５期体系 

図の整理 

令和７年 10月 22日 地域福祉計画進捗管理プロジェク

ト会議 

第５期計画骨子案、市の取組 

案の検討重層的支援体制整備事業の進

捗評価 

令和７年 11月 12日 保健福祉部連携担当者会議 第５期計画市の取組案 

令和７年 11月 18日 社会福祉協議会と打合せ 地域共生社会の体制図作成 

令和７年 12月 10日 保健福祉部連携担当者会議 重層的支援体制整備事業実施 

計画案 

令和８年１月 15日 地域福祉計画進捗管理プロジェク

ト会議 

第５期計画素案 

令和８年１月 21日 地域福祉計画策定専門委員会 第５期計画素案 

令和８年２月６日 

～令和８年３月５日 

パブリック・コメントの実施 

 

 

令和８年３月 25日 保健・医療・福祉計画策定推進委

員会 

第５期計画最終案 
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〈社会福祉協議会〉 

開催日 会議名 主な内容 主な内容 

令和７年２月 14日 アドバイザー会議 検討会：土屋幸己アドバイザー 
・第４期計画の終結に向けた評価 
・第５期計画への移行方法 

 市福祉企画課と打合せ 工程の確認 

令和７年４月 18日 地域福祉活動計画職員勉強会 勉強会：土屋幸己アドバイザー 
・活動計画の趣旨と策定までのプロセ
ス 

令和７年６月 13日 第１回策定チーム会議 
 

１部：市社協版 
２部：地区社協版 

令和７年５月 14日 市福祉企画課と打合せ コンサルティング会社と打合せ 

令和７年７月 17日 第２回策定チーム会議 各事業課題整理について 

令和７年７月～９月 地区社協懇談会 
地区社協随時 

第４期評価と第５期計画について 

令和７年８月 15日 第３回策定チーム会議 検討会：土屋幸己アドバイザー 
・体系図の整理 
・骨子案の検討 

令和７年８月 22日 第４回策定チーム会議 ・アンケート（案）確認 
・体系図完成 

令和７年９月 18日 第５回策定チーム会議 ・個別計画の確認 
・アンケート中間報告 

令和７年９月 28日 第１回策定会議 進捗報告と協議 

令和７年 10月１日 第６回策定チーム会議 ・策定・推進委員会に向けた資料確認 
・個別計画の確認 
・体系図の整理 

令和７年 10月 10日 第１回地域福祉活動計画 
策定・推進委員会 

・委嘱状交付 
・委員長、副委員長選任 
・第４期計画 進捗報告 
・第５期計画（案）報告・協議 

令和７年 10月 28日 第２回地域福祉活動計画 
策定・推進委員会 
（地域福祉計画と合同会議） 

・地域福祉計画 報告及び協議 
・地域福祉活動計画 報告及び協議 

令和７年 11月 13日 第７回策定チーム会議 ・作業チーム報告 
・アンケート集計と計画への反映 
・評価シートの検討 

令和７年 12月５日 第８回策定チーム会議 アンケート考察について検討 

令和７年 12月 10日 第９回策定チーム会議 土屋幸己アドバイザー 
・計画の進捗管理について 
・基本要項 2025 との関連性の見せ方 

令和８年１月 10日 第 10回策定チーム会議 ・進捗評価シートの作成について 
・基本要項 2025 とのつながり表について 

令和８年２月 13日 第 11回策定チーム会議 土屋幸己アドバイザー 
・最終稿の確認 
・次年度の目標設定について 

令和８年３月 11日 第３回地域福祉活動計画 
策定・推進委員会 

完成に向けた最終確認会議 
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７ 用語解説 

 

か行 

介護予防ボランティア 

地域に密着した健康づくりの担い手、ボランティアの総称。具体

的には、保健委員、健康づくり食生活推進委員、筋トレ応援隊、

民生委員・児童委員、主任児童委員、8020推進委員等になります。 

環境福祉 
児童の養育についての経済的問題、養育に欠ける問題、不良な地

域環境、マスコミ等児童をめぐる環境条件に関すること。 

幸齢社会 高齢者が安心して年を重ね、幸せに暮らせる社会のこと。 

さ行 

市社協 

富士宮市社会福祉協議会のこと。地域のさまざまな生活上の問

題をみんなで考え、話し合い、協力して解決を図り、「だれもが

安心して暮らせる、ひとにやさしい福祉のまちづくりをめざす」

民間の団体のこと。 

重層的支援体制 

地域住民の複合・複雑化した支援ニーズに対応する包括的な支

援体制を整備するため、①相談支援、②参加支援、③地域づくり

に向けた支援を一体的に実施する事業のこと。 

人生会議 

もしものときのために、あなたが望む医療やケアについて前も

って考え、家族等や医療・ケアチームと繰り返し話し合い、共有

する取組のこと。 

制度の狭間にある人 
介護保険法や障害者総合支援法等の各福祉サービスの対象にな

らない人のこと。 

セルフネグレクト 

生活環境や栄養状態が悪化しているのに、それを改善しようと

いう気力を失い、周囲に助けを求めない状態。ゴミ屋敷や孤立死

の原因とも言われています。 

た行 

地域福祉コーディネーター 

地域福祉コーディネーターは、①地区社協の活動支援、②市社協

や市などにつなぐ相談窓口、③団体間のコーディネート（連携調

整）を担い、地区社協とともに地域福祉の課題解決を目指してい

ます。市は、市社協に対し地域福祉コーディネーターとなる地区

担当職員の配置を支援しています。 

地域包括ケアシステム 

本人のニーズ、状態に応じた住まいが提供されることを基本と

した上で、生活上の安全・安心・健康を確保するために、医療や

介護のみならず、フォーマル、インフォーマルサービス等の様々

な生活支援サービスが日常生活の場で適切に提供できるような

体制のこと。 

地域見守りあんしん事業 

新聞配達や宅配業者など高齢者の自宅に訪問する機会のある事

業所や、スーパー・コンビニ・郵便局など普段お客様と接する機

会のある店舗に対して市と協定を締結し、「気になる」「様子が

おかしい」と感じた時に、相談機関に連絡する事業のこと。 

地域寄り合い処 

身近な地域の方たちが、公民館や自宅などを使用し、おしゃべり

のできる場を通じて仲間づくりや生きがいづくりを進め、孤立

の予防・解消をしていく場所です。 

地区社協 

概ね中学校区域に組織化され、地域住民の主体的な福祉活動の

推進を行う組織。自治会、民生委員児童委員協議会、保護司会、

更生保護女性会、シニアクラブ、子ども会等の各種団体の代表

者・関係者と地域福祉に熱意のあるボランティアによって構成

されています。 
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な行 

認知症サポーター養成講座 
認知症について正しく理解し、偏見を持たず、認知症の方や家族

を温かく見守るサポーターを養成する講座のこと。 

は行 

8050問題 

「80」代の親が「50」代の子どもの生活を支えるという問題。背

景は子どものひきこもりの長期高齢化等がある。こうした親子

が社会的に孤立し、生活が立ちいかなくなる深刻なケースが生

じています。 

ピアカウンセリング 

同じような立場や悩みを抱えた人たちが集まって、同じ仲間と

して相談し合い、仲間同士で支え合うことを目的としたカウン

セリングのこと。 

避難行動要支援者 

災害時が発生した場合や、発生する恐れがある場合に自ら避難

することが困難な者であって、その円滑かつ迅速な避難の確保

を図るために特に支援を要する者のこと。 

複合的な地域生活課題 
一つの世帯に複数の生活課題が存在している状態（8050世帯や

介護と育児のダブルケアなど）のこと。 

福祉避難所 

災害時に一般の避難所では避難生活が困難な要配慮者のため、

バリアフリー対策等が施され、協定に基づき社会福祉施設等を

利用して開設する避難所のこと。 

富士山まちづくり出前講座 

市民と行政が一体となってまちづくりを進めるため、市が行っ

ている事業の中で市民の「知りたい」「聞きたい」内容について、

市の職員が講師となり、地域へ出向いて講座を行っています。原

則として、10人以上の自治会や学校などのグループであれば、誰

でも申し込みができます。 

プラットフォーム 
誰かが困ったときに、地域のどこに相談しても適切な支援にた

どりつけるための連携の基盤のこと。 
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